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百億の星にリリスは祈り
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富士見ファンタジア文庫




本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。







口絵・本文イラスト　竹岡美穂
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　だいじょうぶ、ネイトのことを見ていたいだけなの。……もしわたしがこの世界からいなくなっちゃうとしても、その時こんな遠い場所にいるなんて嫌いやでしょ？






　序奏　『微笑ほほえムヨウニ』







　凱がい旋せん都市エンジュ。


　広大な大陸のほぼ中央に位置する、古くから交易の拠きよ点てんとして栄えた都市だ。教育、芸術、研究、そして名めい詠えい式しき研究の一大振しん興こう地ちでもある。


　とりわけ名詠式の振興の象しよう徴ちようたるものが競闘宮コロセウム。都市のほぼ中央に位置し、エンジュ最大の観光施し設せつとして観光客の訪れぬ日はないとされている。





　競闘宮コロセウム、名詠士が互たがいの技量をつくして戦う地。だがそこは現在、正体不明の名詠生物の襲しゆう撃げきを受けて無期封ふう鎖さとなっている。


　その内部。非常灯だけがほのかに点ともる通路、三さん叉さ路ろとなった場所で──


「……いきなり何を言ってるの」


　乾かわいた唇くちびるを、ネイトはかろうじて動かした。


　夜色の髪かみに夜色の双そう眸ぼうを持つ少年。まだ幼おさなさの残る顔つきと体格。だがその声は警けい戒かいを孕はらんで震ふるえていた。


「何って、ただ簡単な問題を一つ出しただけじゃない」


　薄うす暗ぐらい通路のなか、対たい峙じする黒法師がクスリと笑んだ。


　光こう沢たくある漆しつ黒こくの髪かみに、鈍にぶい光を放つ同色の双そう眸ぼう。小さく形の良い唇には、うっすらと塗ぬられた黒のルージュがほのかな輝かがやきを放っている。


　──シャオ。


　年ねん齢れい、性別、目的はおろか、その名が本名かどうかすら確証はない。今目の前にいる人物は、全すべてが空白のままの存在だった。


「緊きん張ちようして聞き逃のがした？　ならもう一度だけ同じ質問をするよ」


　黎れい色しよくのローブから覗のぞくのは、ほっそりとした左ひだり腕うで。


　その手の平に浮うかぶ小さな名詠門チヤネルが瞬またたいた。


「名詠式において、名詠される対象が必ず通過するのがこの名詠門チヤネル。ではネイト・イェレミーアス──この門の先に、いったい何があると思う？」


「何があるって……」


　シャオの質問とはつまり、名詠生物がどこから生まれどこへ還かえるのかということだ。


　人は名詠式を使う。


　しかし実のところ、名詠式はいまだ謎なぞに包まれている部分の方が多い。いつ誰だれが使い始めたのか。その言語となるセラフェノ音語はいつ生まれたのか。──世界中の研究者が今なお頭を悩なやませる謎。シャオの質問もその一つ、いまだ解答は得られていない。


　……なのに、名詠学校の単なる生徒の僕ぼくにそれを答えろと？


「ううん、あなたは知っている。自分でも知らないうちに、あなたはこの世界と名詠式をつなぐ大切な秘密を見つけたはずなんだ。なぜならイブマリーはそのために、あなたを拾い育てたんだから」


　イブマリー。


　唐とう突とつに告げられた名の衝しよう撃げきは、驚きよう愕がくより恐きよう怖ふに近かった。


「なんで……母さんのことを知ってるの」


「お互たがい出会ったことはない。でも自分はイブマリーを知っている。知らないのはあなただけ。しかしどうしようね、話が進まないよ。弱ったな」


　無む垢くな笑顔をたたえ、おどけたように黒法師がとぼけてみせる。


「なら当てずっぽうでいいから答えてみない？　うん、むしろその方が自然かも」


「……僕は、そんなこと答えてる時間なんてない」


「クルーエルが気になるから？」


「っ！」


　先を読まれ、言葉に詰つまった。


　……まただ、なぜ母さんだけじゃなくクルーエルさんのことまで。それも僕が言いたかったことを先読みして言ってくるなんて。


「知りたいんでしょう。真言のこと、〈ただそこに佇立する者ミクヴエクス〉のこと、クルーエルとアマリリスの関係のこと。だからこそ自分もあなたに問いかけているんだよ？　あなたの答えで自分の答えも変わる。最初に言ったでしょ。自分の問いに正解できたら、自分もあなたのどんな質問にも答えてあげるって」


　間ま違ちがえることは許されない、シャオの言葉は暗にそう示している。


「慌あわてる必要はない、落ちついて考えて」


　白くか細い自らの腕うでをシャオが再度ローブに隠かくす。と同時、膝ひざを伝うわずかな衝しよう撃げきにネイトは天てん井じようを見上げた。


「地じ震しん？」


　いや、違ちがう。地面の震動より先に一いつ瞬しゆん、何かが崩くずれたような音が聞こえた気がする。


　音の方向は……決けつ闘とう舞ぶ台たい？


「始まったか」


　偶ぐう然ぜんだろうか。


　目の前の黒法師もまた同じように天井をじっと見つめていた。


「あなたと共に競闘宮コロセウムへ来たネシリス。彼と、そして自分の仲間がぶつかったらしいね」


「……まさか決闘？」


「そんな大層なものじゃない。ほしい物を懸けて奪うばい合う、子供の小こ競ぜり合いのようなもの。懸ける対象は察しがつくでしょ。そう、決闘舞台に放置されたままの触媒カタリスト──ミクヴァ鱗りん片ぺんだ」


　ミクヴァ鱗片。そう、それが最大の謎なんだ。


　なぜあの触媒カタリストだけが特別なのか。単なる名詠式の触媒カタリストとは思えない。今わかっていることはただ一つ、ミクヴァ鱗片の何かがクルーエルを脅おびやかしているということのみ。


　……あの触媒カタリストは破は壊かいしないといけないんだ。


「ネシリスのことを気にかけたり、クルーエルを気にかけたり。あなたも大変だね」


　視線を見上げるシャオの笑みが一段と深まった。


「でも、他人を心配できるというのはとても素敵なこと。その優やさしさはあなただけの特別なものなのかもしれない。だからこそ、自分はあなたと話してみたかった。こうして二人きりで話せるのが楽しみだったんだ」
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　一奏　『付きそう者の決意は清く』







　　　　１





　競闘宮コロセウム、外環層アウター四階──


　子供なら十人並んで通れるほどの大通路の一角。わずかな非常灯に照らされ、金属製の鎗やりを持つ男女の姿がそこにはあった。


「ネシリスと姫ひめサンの決けつ闘とうか、勿もつ体たいねえな。あんなド派手な決闘に観客がいねえってのは」


　決闘舞ぶ台たい側の窓へと振ふり向むくのは長身瘦そう軀くの男。麻あさ色いろのズボンに黒獣じゆう皮ひのベストという出いで立たちの祓名民ジルシエ──アルヴィル・ヘルヴェルント。


「決闘、ネシリスがか？」


　アルヴィルに鎗の切っ先を向けたまま、エイダは言われるままを反はん芻すうした。


　長身のアルヴィルと対照的にこちらは小こ柄がらな少女だ。日焼けした肌はだにボーイッシュな顔だちが薄うす闇やみの中でも見てとれる。


　……ネシリスとアルヴィルの仲間が戦ってる？


「あ、でもダメだな。あのはた迷めい惑わくな姫サンが観客のことまで考えた名めい詠えいするとは思えねえし、仕方ないってか」


「姫サンてのがお前の仲間か」


「おうよ、色気のなさはお前と良い勝負のお嬢じようさんだ。世間知らずの寂さびしがり屋でな、逆におせっかい焼きの姐あねさんと仲がいいんだわこれが」


　お嬢さん？　まだ自分と同じくらいの歳としの少女に聞こえるが。


「アルヴィル、どういうつもりだ」


「ん？」


「ネシリスの相手の女だ。女だからネシリスが手加減するなんてことありえないのは知ってるだろ」


　ネシリスの戦いを観戦した人間で、その強さを疑う者などいない。長きに亘わたる競闘宮コロセウムの歴史においてすら、あの男に対たい抗こうしうる名詠士がいたかどうか。


「おうよ、けど手加減どころか押おされてるかもしれねえぞ？」


「……ありえない」


「世の中にはな、俺おれたちが普ふ段だん見えてねえもんがたくさんあるんだよ。優すぐれた意味でとんでもないってものから、見たくなくて目をそらしたくなるようなものまで。それこそ大陸を一周してみりゃよくわかる」


　すっ。


　アルヴィルの鎗先がこちらへと向けられる。


「お前が名詠学校に行ってる間な、俺は大陸を一人でぶらついてた。目に焼きつくようなすげえ壮そう大だいな滝たきとか絶ぜつ壁ぺきとかな。逆にとんでもなく貧しい村や、寂れた街。そういうのを見て回ってた。……見たいもの以上に見たくないものを見てきた。んで、頭あたま悪わりィ俺なりに、色々考えさせられた」


　頭が悪い。


　彼の口くち癖ぐせだ、もっぱら自身を形容する時に好んで使う。


「そんなことしてるうち、たまたま同じようなことしてる風変わりな奴やつと知り合った。そいつがシャオ。初対面の俺にいきなり話しかけてきて、その日のうちに紹しよう介かいされたのが姐さん。それからフェルンて地と方こに連れてかれてよ、そこで会ったのが、今ネシリスと派手にやってるだろう姫サンだった」
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「……綺き麗れいな光ね」





　競闘宮コロセウムの決闘舞台、包帯ずくめの少女──ファウマの声が響ひびきわたる。


　時刻としては深夜二時を回ったところだろう。天てん井じよう開放型の舞台は、輝かがやく灯火に煌こう々こうと照らされていた。


　青のインバネスコートを着た名詠士、ネシリスが名詠した一体の光妖よう精せい。


　青白く輝く光に照らされ、決闘舞台は白びやく夜やのように幻げん想そう的な雰ふん囲い気きに包まれていた。


「ねえ、どうでもいいけど、そちらは二人？　観戦なのか相手なのかはっきりして」


　日ひ除よけ帽ぼうに白のドレス姿の少女がすっとこちらを指さした。


　ミクヴァ鱗りん片ぺん──舞台の隅すみで発光を繰くり返かえす巨きよ大だいな触媒カタリストを懸かけた決闘。その相手を求めるように指さすファウマを一いち瞥べつし、シャンテは肩かたにかかる髪かみを手ではらった。


「わたし、戦うのって得す意きじゃないの」


　無言で、同じく無言のままのネシリスの背後へと移動する。


　互たがいに口にしたこともない、決まり事。


　ネシリスが戦うときは自分が見守る。自分が詠うたう時はネシリスが見届ける。


　そう、だから今度はわたしが観客。


　あの時と反対に──





　たった一人の観客の前で、


　たった一人の観客のために、


　競闘宮コロセウムの覇は者しやは、決けつ闘とう舞ぶ台たいの中央へと進んでいった。





「わたし、競闘宮ここって初めてなんだけど、一つ訊きいていい？」


　無言のままのネシリスへと、包帯ずくめの少女が首をかしげてみせる。


「いつも開始の合図はどうしてるの。審しん判ぱんが声で合図したりするの？」


「それもあるな、あいにく審判はこの場にいないが」


「それならこれがいいわ。綺き麗れいでしょ？」


　嬉うれしそうに声を弾はずませ、ファウマが握にぎっていた拳こぶしをひろげて前方へと突つきだした。小さな手の平に転がる、直径数センチのガラス球。


　ファウマがそれを頭上へ投げる。


　数メートルの高さまで浮うかびあがり、数秒と経たたずに放物線を描えがいて落ちてくる。





　──カツッ





　ガラス玉が地表に衝しよう突とつ。それが合図。


　ほぼ同瞬──ネシリスのサファイアが名めい詠えい光こうを放つまでに要した時間差タイムラグは、合図から一秒の単位を切っていた。


　青の第二音階、氷ひよう狼ろう。凍いてついた体表と凍こおれる牙きばを持つ、薄うす水みず色いろの名詠生物だ。


「……すごい、早い」


　日除け帽の下、少女の口から驚きよう愕がくの声がわずかに洩もれた。


　名詠士の決闘において常じよう套とうとされるのが、相手の名詠を確かく認にんしてから自分の名詠を決める『後こう攻こう型』の戦術だ。第一音階名詠ハイ・ノーブルアリアに代表される長大な〈讃来歌オラトリオ〉を詠われたら、それを小こ技わざで潰つぶす。逆に、もし相手が牽けん制せいで炎ほのおを放ってきた場合、赤色名詠士ならばそれを逆手に触媒カタリストとして利用もできる。


　そんな中、こうした常套を無視するのがネシリスだ。事実、不意を突かれたファウマは名詠はおろか、まだ手に触媒カタリストすら持っていない。


　あっけない。シャンテが息をつくのを見み透すかすように──


「まどろっこしいのは嫌きらいなのね。わたしとあなた、似た者同士かも」


　だらんと下げていた右手を、ファウマがふわりと持ちあげた。





「でも、ごめんなさい。わたしの名詠はあなたより二段階早い」





　その言葉の意味をシャンテが理解するより先に──


　目の前に、鮮せん血けつのように鮮あざやかな炎の津つ波なみが押おし寄よせていた。


　息一つする時間もなく炎がネシリスを舐なめる。


「──ネシリスっ？」


　反射的にシャンテは彼の名を叫さけんでいた。背後で見ていたシャンテすら、炎が名詠された瞬しゆん間かんが見えなかった。


　ばかな、ファウマはいつ炎を名詠した？


　気づいた時には名詠が終わって炎が迫せまっていた。競闘宮コロセウムでネシリスの戦いを観戦することが多いが、そんなの今まで見たことない。そもそもあの少女、触媒カタリストすら手にしてなかったはずなのに。


　……いえ、でも平気なはず。自分の知るあいつはこれくらいじゃ──


　炎の渦うずの中、見覚えある男の影かげが浮うかびあがる。


　キッィィ……イッイイッ…………ンッ


「え？」


　炎の上げた悲鳴に、今度はファウマが声を上げる番だった。


　炎が凍りつき、かん高い音を立てて破は砕さいする。地面に散った氷を踏ふみつけ、何事もなかったかのようにネシリスと氷狼が立っていた。


「今の……防いじゃったんだ」


「炎、赤色名詠か。メッキが一つ剝はがれたな」


　一秒反はん応のうが遅おくれていたらどうなっていたかもわからない状じよう況きようで、なお競闘宮コロセウムの覇は者しやは平然とした口調を崩くずさない。


「じゃあこれはどう？」


　指揮棒をかざす指揮者のように、ファウマの白い指先が空で何かを描く。


　その動きまでをシャンテが認にん識しきした時には既すでに、決闘舞台の壁かべ際ぎわから、ネシリスを挟はさみこむかたちで巨きよ大だいな二つの炎壁が迫っていた。


　──またしても？


　いったい、ファウマはいつ炎を名詠しているというんだ？


「変わった名詠だな」


　流れるような仕草で、ネシリスがフラスコの触媒カタリストを振ふりまいた。


　彼の真横に二つ、炎の熱波を遮さえぎるようにそびえる氷ひよう壁へき。大人でさえ簡単に押おし潰つぶされかねない重量の氷の塊かたまりが、今しも彼を呑のみこもうとした炎壁を遮さえぎった。


「わたしの名詠を、目で見てから反応できるなんて」


　驚きよう愕がくの吐と息いきが少女の唇くちびるからこぼれ、それは徐じよ々じよに嘆たん息そくへと姿を変えていく。


「困ったな。思ってたよりずっと面めん倒どうくさそうな人」


「二度同じ手を使うのは失敗だったな」


　宙に舞まう火の粉を眺ながめる競闘宮コロセウムの覇者。そして──


「……もしかしてバレちゃったかしら」


「さあな」


　帽ぼう子しの下、はにかむように少女が笑う。それと共に、笑え顔がおにはほど遠い無表情ながら、その男もまたわずかに唇の端はしをつり上げた。


　……そういう男なのよね、あなたは。


　どんな相手にも態度を変えず、どんな相手にも自分を貫つらぬく。


「わたしと初めて会った時もそうだったもんね」


　胸に渦うず巻まく想おもいを遡さかのぼり、シャンテは背中を向けたままの相手にそっと呟つぶやいた。


　本当に、あなたは変わらない。


　あの夜。わたしが歌っていた酒場に、あなたが現れたその日から。





　　　　２





　もうどれくらい前だろう。


　わたし──シャンテ・イ・ソーマは、全すべてを見下していた時代があった。





　集まる観客を見下し、ライバルの歌うた姫ひめたちなんかに目もくれなかった。


　次から次へと集まってくるファンの前では体面をつくろって、でも薄うす皮かわ一枚下では鼻で笑って小こ馬ば鹿かにしてた。自分以外の全ては無能で、馬鹿で、無様な負け犬。


　だってそうでしょ？


　わたしは、世界で誰だれより美しい声を持つ女だもの。


　ほんのちょっと畏かしこまって詩を朗読するだけで教師を黙だまらせることができた。歌を歌えばそれだけで周囲の大人は涙なみだして拍はく手しゆした。言葉にしなをつけてみせるだけで、周りのオトコなんか片かたっ端ぱしからわたしの物。


　親も、周りの大人も、学生時代の同級生も、わたしの前では誰もが凡ぼん庸よう。


　十五歳さいから歌姫として大陸を回り、一年後には天性の歌姫として名前も顔も知れ渡わたっていた。それも当然のこと、わたしは周りの凡ぼん人じんとは出で来きが違ちがうんだから。


　……そう、そんな幻げん想そうに酔よっていた。


　それが幻想だと気づいたきっかけは、もう何年前のことだろう。たまたま立ちよった都市の、とある酒場で歌を頼たのまれた時だった。
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「──ふざけないでっ！」


　小さな酒場に、あからさまに怒ど気きを含ふくんだ絶ぜつ叫きようが響ひびいた。


　店の中央に設けられた、周りの床ゆかより一段高くなった舞ぶ台たい。そこに立つのは一人の女性だ。女性と言ってもまだ十代後半だろう。化け粧しようゆえ大人びた風となっているが、顔だちそのものは少女と呼んでも差さし支つかえない。


　鮮あざやかな碧みどり色いろの髪に、女め豹ひようを思わせる金色に輝かがやく瞳ひとみが印いん象しよう的てきな歌姫だった。


「あんたよ、そこのあんた！……話聞いてるの!?」


　演奏が止まり、興に乗っていた酒場が一いつ瞬しゆんで静まりかえる。


　それも当然だ。今の今までこの世ならぬ透すきとおった歌声を披ひ露ろうしていた歌姫が、歌を中断して舞台から降り、あろうことか大声で怒鳴りだしたのだから。


「このわたしが、歌姫のシャンテが歌ってやってるのよ！　それを、まるっきり無視して……わたしなんかいないみたいに酒ばっかりあおって、挙げ句の果てには歌の最中に店を出ようと席を立つ？…………ふざけるんじゃないわよっ！」


　店の出口、背を向けていた男がゆっくりと振ふり返かえる。


　その目の前へと、ヒールの音もけたたましく、シャンテは詰つめ寄よった。


「俺に何か用か」


　青のインバネスコートを羽織る大おお柄がらな男だった。目は鋭するどく、その表情は睨にらむこと以外を知らないとでも言わんばかりの強こわ面もて。周りの男性より頭半分、女性のシャンテとは優に頭一つ以上背せ丈たけが違ちがう。


「あんたね、何様のつもり？　そもそもね、歌ってる最中からそうだったのよ。まるで歌を聴きいてるそぶりもなかったし、退たい屈くつそうな表情で酒ばかり！」


「俺はこの店に酒を飲みにきただけだ。問題があるのか」


　大の大人でもたじろぐような印象の大男を、シャンテは真っ向から見上げた。


「人が歌ってる時に席を立つなんて、いい歳とししてマナーってものも知らないの？　本来ならね、わたしはこんな寂さびれた店で歌うような小者じゃないの。普ふ段だんわたしはね、あんたなんかが全財産はたいても入場できないような大演奏会の、その主役張ってるの。それがどうしてもって泣きつかれたから特別に歌ってやってるのよ。わかる？　こんな機会でもない限り、あんたが一生聞けない歌を歌ってやってるの！」


　たまたまこの都市──凱がい旋せん都市エンジュで公演があり、自分はそのためにやってきたのだ。今この店にいるのは単なるファンサービス、言ってしまえば慈じ善ぜん活動の一いつ環かんである。


　それを、わたしの厚意も知らないで。


「客オレが途と中ちゆうで去るということは、所しよ詮せんその程度ということだ」


「……なっ！」


　激げつ昂こうが、理性を突つき破やぶった瞬しゆん間かんだった。


　男の胸むなぐらを摑つかみ、無言で真下から睨み上げる。


「──あんたなんかに何がわかるっていうのよっ！」


「お前が臆おく病びようだということだけはな」


　みしっ。そんな音と共に右手首に激痛が走った。


「い……痛っ！　は、放はなしなさい！」


　胸ぐらを摑み上げた手首を、男がさらに摑んできたのだ。それも、男でも悲鳴を上げるような力で締しめ上げるように。


「最低……男のくせに女に暴力？　本っ当に、あなた最低！」


　ようやく解放された手首をさすり、男から一歩だけ後退する。


「今まで、お前にこうしてたてつく男はいなかったようだな」


「いるわけないでしょ。それに、わたしが臆病ってどういうことよ！」


「さあな」


　表情一つ変えず男が背を向ける。


　そのまま扉とびらを押おし開き、外灯の照らす外の歩道へ。


「……なに、あのわけわからない男」


　口ににじむ苦い味に、奥おく歯ばを嚙かみしめた。


　小さな酒場とはいえ、こんな大衆の面前で。初めてだ、こんな屈くつ辱じよく。





「どうして、なんなのよアイツはっ！」


　店の奥にある従業員用の更こう衣い室しつ。


　出番を終えてすぐ、シャンテは拳こぶしを壁かべに打ちつけた。


「わたしの声も歌も誰だれにも負けないはずなのに……なのになんで、あんな誰かも知らない男に馬ば鹿かにされなくちゃいけないの！」


　舞ぶ台たい用の衣装を脱ぬぎ捨すて、下着姿のまま怒声を洩もらす。こんな……こんな屈辱あってたまるか。はらわたが煮にえくり返るとはこのことだ。


「ちょっとあなた、アイツは店の常連なの？」


　怯おびえたようにこちらを盗ぬすみ見る女性店員を呼びつけた。明らかに自分より年上だが、そんなものはお構いなしだ。


「え……あ、ええと……」


「なんでもいいの。とにかく、あの男はこの店に来るんでしょ。わたし以外の歌手が呼ばれた時もあの男はあんななの？」


「い、いえ……ネシリス様は普ふ段だん、このお店に歌を聴ききにこられていますので」


「──それ、どういうこと」


　つまり、わたし以外の歌手が歌う時はちゃんと最後まで聴いている？


　ますますわからない。有う象ぞう無む象ぞうの素人しろうと歌手の方が好みだということ？　いや、そんな簡単な理由じゃないはずだ。


「いえ、まって……ネシリス？　今、ネシリスって言ったの！　まさか、あのネシリス？」


「は、はい。こエのン都ジ市ユにある競闘宮コロセウムのお方です」


　青の大特異点ネシリス。名めい詠えい士しでないシャンテもその名は聞き覚えがあった。


　ここ凱がい旋せん都市エンジュが誇ほこる競闘宮コロセウムで、突とつ如じよ現れた名詠士。一度として地に膝ひざつくことなく覇は者しやの地位に昇のぼり詰つめた男ではないか。


「うそ、あんな男が」


　競闘宮コロセウムの覇者だというのなら、それ相応に公的な舞台にも賓ひん客きやくとして招かれているはず。大舞台での演奏会にも出席しているだろうし、それなりに耳は肥えているだろう。


　だとすればますます合が点てんがいかない。


「ねえ、あの男は明日もこの店に来る？」


「お、おそらくは……競闘宮コロセウムでの試合日以外はよくいらっしゃいますので」


「そう、わかったわ」


　──きっと、自分が競闘宮コロセウムの覇者だということでお高くとまっているんだろう。


　ならばなおさらだ、その自尊心を粉々に踏ふみつけてやる。わたしの顔に泥どろを塗ぬってくれたお返し、たっぷりしてあげるんだから。
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「ここ、いいかしら」


　店の隅すみ、照明のあたらぬ位置にある椅い子すに手をかけ、シャンテは微笑ほほえんだ。


　テーブルの対面に座すわる男──青のインバネスコートを羽織る名詠士がふらりと視線を持ちあげる。


「席はどこも空いてるが」


「いいじゃない、どうせ相手もいないんでしょ？」


　返事はない。


　沈ちん黙もくが答え、ではなかった。ネシリスの視線はもう既すでに自分を見てすらいなかった。


　……わたしなんか興味がないってこと？


「あなた、ここの常連らしいわね。好みの歌手こでもいるの？」


　グラスを握にぎる相手の腕うでに、シャンテは自らの二にの腕をそっと絡からませた。


　誘さそうような媚こびた声こわ音ね。まなざしも上目づかいにしっとりと。服装も、胸むな元もとが大きくひらいた露ろ出しゆつの多いものをあえて選んでいる。


「ね、教えてよ」


　──さ、洗いざらい吐はきなさい。オトコなんてそんなものでしょ？


　たった一つでいい、弱みを握にぎりさえすればいいんだ。


　なにせこの男は一身に注目を浴びる競闘宮コロセウムの覇は者しや。たった一つ噂うわさを吹ふい聴ちようするだけでたちどころに話題は広まる。わたしをコケにした報むくいを倍にして返してやれる。


「邪じや魔まだ」


　その思おも惑わくが、絡ませた二の腕と共にあっさりと払はらいのけられた。


「────っ！」


　なんで、なんでこいつだけ。


　今までどんな観客だってわたしの声の虜とりこにしてきたのに。男だってそう、わたしがこんな真ま似ねしなくたって、意味ありげに見つめるだけで向こうから寄ってきたのよ。


　こいつだけ特別なんてありえないはずなのに……


　表情を取りつくろうのも忘れて睨にらみつける。と。


「今日は歌わないのか」


　唐とう突とつに、その男はそう訊きいてきた。


　なに、どうしたの突とつ然ぜん。


　──あ、そうか。なんだかんだいってもわたしの歌が気になって仕方ないってわけね。


「ええ、この店との約束は一日だけだもの。報ほう酬しゆうもそれきり、わたしが歌う義理もないでしょ？　でも、もしあなたがどうしても歌ってほしいというのなら考えてもいいわ」


「金にシビアだな」


　グラスの液面を見つめたまま、ネシリスが独り言のように呟つぶやいた。


「金と依い頼らいがなければ歌うことはないのか？」


「プロだから当然。あなただってそうでしょ、名誉ある競闘宮コロセウムの偉い大だいな覇者さん？」


　むろん皮肉。言葉の抑よく揚ようから、この男もそれは容易に理解できるはず。


「素す敵てきじゃない。あなたはこの大陸で向かうところ敵なしの名めい詠えい士し。わたしも並ぶ者なき歌姫。選ばれた者同士、仲よくしましょ？」


　さあ、わたしに気を許しなさい。


　わたしに弱みを見せて。それにつけこんで無様にこきおろしてあげるから。


「本当にそうなのか？」


「……え」


　覇者の言葉は、シャンテが予想した返事のどれともかけ離はなれたものだった。


「俺は本当に、大陸で敵のいない名詠士なのか？　どうしてそう言いきれる」


「だって競闘宮コロセウムで負けなしなんでしょ。それとも、あなたより強い名詠士に心当たりなんてあるの？」


「あいにく、まだお目にかかったことはないな」


「なに？　それなのに不安なの？　はっ、それこそあなたの言う臆おく病びようってものじゃない」


　見つめただけで赤子が泣きそうな強こわ面もてで、なんて覇は気きのない。わたしを散々コケにして臆病者と言いながら、自分が一番の臆病者ではないか。


「俺は勝ちにも負けにも興味がない。目的もない。競闘宮コロセウムしか行く先がなく、気づいたらそこで戦って、周囲から勝手に覇者と騒さわがれていただけだ」


「あら、やっぱり似た者同士じゃない」


　自分もそうだ。自分の声を活いかした仕事しか行き先がなく、気づいた時にはそこで歌って成功して、周囲から歌姫と褒ほめ称たたえられていた。


「ならば一つ訊く。お前の声も、本当に世界で最も優すぐれたものなのか」


「当然じゃない。それともあなた、心当たりがあるとでも？」


「知り合いに、一年を通して大陸中を旅して回るカインツという変わり者がいる。その男から聞いたことがあった。大陸北部にあるフェルンという城下街、その街に近い城の娘むすめが、この世ならぬ天上の声を持っていた──と」


　……なるほど。そう来たか。


　この男はあくまで、わたしの声を認めないつもりなのだ。


「なに？　わたしにそこに行けっての？　冗じよう談だんじゃないわ、公演のスケジュールだって詰つまってるし、そもそもわたし以上の声なんてありはしないもの」


「さあな」


　勝手にしろ。そうとでも言いたげに彼がグラスを見つめる。


「……舐なめられたものね」


　怒いかりにまかせて叫さけびたくなるのをこらえ、シャンテは椅い子すから立ちあがった。


「一月後よ。今日と同じ時間、この場所で待ってなさい。そのフェルンにいる娘とやらを連れてきて、あなたの前でどっちが上か直接比べさせてあげるから」
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　城下町フェルン。


　その町に面した山の山頂で、シャンテの目指す城は初秋にもかかわらず雪ゆき化げ粧しようだった。


「へえ、こんな城も悪くないわね。素敵」


　通路を真まっすぐに進むかたわら、城内の雰ふん囲い気きに苦笑する。


　城内は暖だん房ぼうとして薪たきぎがくべられ、コートもいらないほど暖かだ。加えて、室内の装そう飾しよくも見事。頭上を彩いろどるのは色鮮あざやかなシャンデリアに、天てん井じようの壁かべに直接描えがかれた大絵画。足あし下もとはといえば、自分の姿が映るくらい丁てい寧ねいに磨みがかれた石材の床ゆかだった。その上には赤と白の絨じゆう毯たんが碁ご盤ばんの目状に並べられ、埃ほこり一つすら落ちていない。


「……真っ赤な噓うそというわけではなかったのね」


　事前に情報も集めたが、フェルンの住人から姫ひめと称しようされるファウマ・フェリ・フォシルベル王女、彼女の声の清せい廉れんさは住民の誇ほこりでもあるという。


「で、当のお姫様はこの先だったかしら」


　真っすぐ伸のびた通路をひたすらに突つき進む。厚みのある絨毯で足音が消され、周囲は完全な無音。しんと静まりかえった城内は豪ごう奢しやだが、どこかもの寂さびしい。


　そんな思いを巡めぐらした最さ中なか──


　その『音』は唐とう突とつに聞こえてきた。


「なに……これ……」


　どこか遠くから、笛と鈴すずが入り交じったような旋せん律りつが。


　この古城のどこかで誰だれかが演奏？　いや、何か違い和わ感かんがある。今まで立ち会ったどんな演奏会で用いられていた楽器とも異なる音だ。


　笛よりもか細く、優しく、心ここ地ちよい。オカリナのような淡あわい音色で、だけどオカリナよりもっと澄すんでいる。これは──


「まさか…………うそ……」


　一つ、たった一つだけ思いあたるものがあった。


　おそらく自分以外、まず誰も気づかないだろう。自分だからこうして気づいた。


　これは──人の声だ！


　いいえ、声というのも正確ではなく……これは呼吸音。


　息を吸って肺に送り込こむ。その肺から気管支、喉のどへと戻もどる際、本当に微かすかに声帯をふるわせる。それが、こんなにも淡い音を紡つむぎだすなんて。


「う……うそっ、そんなことありえない……！」


　大陸で最高の声を持つと言われていた自分ですら、ここまでには至らない。意識して訓練すれば可能かもしれないが、この先に座すわるファウマという娘は……おそらく、そんなこと意識してもいない。


「まさか、わたしがファウマに劣おとっているというの!?」


　あのネシリスといういけ好かない男の言うとおり？


　嫌いやだ、そんなの絶対認めない。


「っ……上等じゃない、それでこそよ！」


　小刻みに笑う膝ひざを叱しつ咤たし、眼前に見えてきた謁えつ見けん室の扉とびらへと手を伸のばす。


　その直前だった。





　──だれ？　謁見に来た人？──





　閉じたままの扉を伝わり、その音は沁しみわたるように伝わってきた。


　伸ばしかけた手が、扉に触ふれる数ミリ手前で凍こおりついた。


　この世のあらゆる楽器、否いや、鳥類のさえずりであろうと及およばない奇き跡せきの音色。


　……こんなことって。


　理解した。何もかも。


　なぜならその声は、シャンテが常に意識して出そうとしている、いわば自分の中での理想の声そのものだったから。





　──ごめんなさい、わたし気分が良くないの。一時間後にまた来てちょうだい──





「……っ！」


　頰ほおを伝うものが涙なみだであると悟さとる前に、シャンテは口元をおさえて通路を駆かけだしていた。


　人生で初めての、そして最大の敗北だった。


　目の前が涙でゆがみ、何度転びかけたかも定かでない。


　家族、教師、同級生、観客──脳のう裏りで、今まで心の中で罵ば倒とうし続けてきた人間が次々と浮うかんでは消えていく。たった一つ縋すがっていたものが、何より信しん頼らいする自分の声が、硝子ガラスのように砕くだけて散っていく。


　……わたしは…………馬ば鹿かだ！


　誰に向けてかもわからない嗚お咽えつをもらし、シャンテは城の扉から走り出た。
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　もともと歌うた姫ひめという職しよく業ぎよう柄がら、定住地があるわけでもない。


　鈍どん器きで殴なぐられたように記き憶おくも意識も真っ白になった状態で、フェルンからの列車の行き先を凱がい旋せん都市にしたのは、まさに条件反射としか言いようがない。


「飲めば酔よえるなんて噓うそじゃない……こんな液体」


　テーブルに突つっ伏ぷした状態で、目の前のグラスにゆれるアルコールをぼうっと眺ながめる。


「無能……全部全部全部、役に立たないクズばっかり」


　今まで稼かせいだ莫ばく大だいな公演報ほう酬しゆう、目の前のアルコール、誰とも知らない怪あやしい店で買った精神安定剤ざいに睡すい眠みん薬。何をどれだけ消費しても、あのフェルンで聞いた声を忘れることはできなかった。


「いっそ……全部忘れられればいいのに…………自分わたしのことも、何もかも」


　このまま酒場の床ゆかで大の字になって眠ねむりはて、そのまま全部忘れられたらどれだけ楽になるだろう。


「あ、あの……お客さま」


「っさいわね、ほっといてって言ってるでしょ！」


　物言いたげな店員の視線の先、店の入口に人ひと影かげがぽつんと伸のびていた。


「誰？　悪いけど、今日はわたし一人で借りきってるの。さっさと出ていって」


　法外な値段で店を一日借りきった。


　店員も、戸と締じまり役の一人を除いて全部帰らせた。実質、今夜はシャンテ一人のために店を開けているのだ。


「あのね！　今日は部外者はお断──」


　席から立ち上がった姿勢で凍こおりつく。


　青のインバネスコートを羽織った男が、全すべての元げん凶きようとも言える男がそこにいた。


「……ネシリス？」


　そんな馬鹿な、この男との約束は一ヶ月後。まだ一週間以上先の話のはずなのに。


「風の噂うわさで、シャンテという歌姫が予定の公演を全て欠場することになったと聞いた」


「……へえ、偶ぐう然ぜんじゃない」


　扉の前で立ったままの男へ、おぼろげな足どりで近づいていく。


「わたしもシャンテっていうの。職業は、歌うた姫ひめだっただけど」


　くすくすと、何の笑いかもわからない笑みが胸の奥おくから湧わいてきた。怒いかりの炎ほのおは燃もえつきて、残ったのはわずかな燃え殻がら──そんな乾かわいた笑み。


「フェルンに行ったのか」


「ええ、あなたの望みどおりにね。あなたの言ってた女にも会ったわ」


　噓だった。


　本当は、会う前に扉の前で逃げてきた。


「公演は」


「そんなの全部やめよ、やめ」


　まぶたを伏せ、首を横に振る。


「……もうわかってるんでしょ？　わたしもね、ただの負け犬だったの。わたし自身、わたしが見下してきた平へい凡ぼんな人間だったの。どう、笑っちゃうでしょ？」


　手にしていたグラスが、指を伝って床で砕くだけた。


　かん高いグラスの悲鳴が静まるその前に。


「笑いなさいよっ！　さあ、声に出してわたしのこと笑いなさいよっ！」


　天てん井じようを仰あおぐ姿勢でシャンテは声の限り絶ぜつ叫きようしていた。


「笑えって言ってるでしょ！　一いつ切さい合がつ切さい、全部あなたの望んだとおりになったじゃない。ほら、黙だまってないで何か言ったらどうなのよ！　言いなさいってば！」


　喉のどが壊こわれるほど叫さけび続け──


「……なんで、なんでこんなことになっちゃうのよ」


　その後に残ったのは、どうしようもないくらい苦くて熱い嗚咽だけ。


「……全部……全部、あなたのせいなんだからね……」


　溢あふれでる呪じゆ詛その嗚咽をかみ潰つぶし、這はうように進んでいく。


「あなたと出会わなければ……わたしは、わたしのままでいられたのに……」


　涙なみだでかすんだ視界の向こう。ろくにテーブルも椅い子すも見えない曇くもった視界の中で、青のインバネスコートを着た男の影だけを目指して。


「あんな女のことも知らずに、わたしは最高の歌姫だって…………自分を誤ご魔ま化かしていられたのに……」


　拳こぶしを握にぎり、腕うでを振ふり上げる。だが。


　……あ、……あれ？


　振り下ろした拳は空を切っただけだった。


　相手のもとへたどり着く前に膝ひざが落ち、なすすべなくその場に倒たおれ込む自分──おぼろげな意識のなか、まるで他人を見ているようにシャンテはそれを自覚した。





　とさっ





　倒れこむ前に、誰かが自分の身体からだを支えていた。


　酒場の女性店員？　じゃない。もっと大きくて包容力があって、あったかくて──


「……ネシ……リス？」


　自分を支えていた相手が誰だれなのか理解した瞬しゆん間かん、シャンテは目を見開いた。


「ば、ばかっ！　なんのつもりよ！」


　彼は答えない。


「……どきなさい、今さら紳しん士しぶらないで！」


　ゆらめきながらも、ネシリスの胸を突つき飛ばすようにして立ちあがる。


　──何をやってるんだわたしは。


　一瞬たりとはいえ、こんな男の腕うでの中を心ここ地ちよく感じてしまうなんて。


「歌姫だった、そう言ったな」


「言ったわ。もうあんなの廃はい業ぎよう、でもあなたに関係ないでしょ」


「なら最後に一曲歌ってみろ、今この場で」


「────は？」


　歌ってみろ？


　散々わたしの歌の途と中ちゆうで退席し続けた男が、今さらどれだけ厚かましい口をきくんだ。


「どんな歌でもいい」


「あなた正真正しよう銘めいの馬鹿？　なんであなたの為ために歌わなくちゃいけないのよ。わたしの歌を一人で貸しきりで聴きくなんてね、あなたにはもったいなすぎるの！　そんなに聴きたきゃね、このテーブルに山ほど金を積んでみせろってのよ！」


　もし仮に、たとえそうしたとしてもお断りだが。


「プロとしての歌手は廃業と言ったはずだ」


「……っ！」


　職でない、もはや素人しろうとの身分。ならば金はとれないと言いたいのか。


　次から次へと、どこまでも癪しやくに障さわることを。


「放ほう浪ろうの詩人ユミエルの詩集『礼らい地ち祝しゆく誕たん』より、最終章第七節『哀あい乙女おとめ』」


　ユミエルの哀乙女？


「……変わった趣しゆ味みね」


　名前と詩集だけが残された、歴史書に載のるような古い詩人の詩だ。新天地を目指す人々の希望を歌った物語形式の詩の中で、唯ゆい一いつ悲哀に満ちた想おもいが綴つづられた一節でもある。


　哀あい惜せきと後こう悔かいの念で織り上げるように紡つむがれた詞しと、切なく張はり裂さけそうになる旋せん律りつの組み合わせ。シャンテの公演では滅めつ多たにリクエストされることのない詩である。


「俺おれなんかのリクエストは断じてご免めんか？」


「……いえ、気が変わったわ」


　かすかな苦笑と共に首を振ふる。毒気を抜ぬかれた気分だった。


　──ホント馬ば鹿かみたい。まさか、音楽だけは趣味がぴったり合うなんて。


　公演が終わって一人で歩く夜の歩道。


　いつも口ずさんでいる曲だった。


「途と中ちゆう退席なんてしたら、今度こそただじゃ済まさないからね」


「それはお前次し第だいだな」


「上等よ、そこで黙だまって聴いてなさい」


　わたしの引退の最後の観客がこいつだと言うのなら、それはそれで構わない。むしろ今までのように途中で席を立たれた方がさっぱり未練も断たち切れる。


　店の中央、一段上がっただけの質素な舞ぶ台たいへ。


「あ、あの……ピアノの伴ばん奏そうくらいならわたしが。たしか楽がく譜ふもあったはずなので」


　気を利きかせたつもりの店員へ、やんわりと断る意味合いでまなざしを送った。


「いらないわ、これは無伴奏アカペラのが慣れてるから」


　帰り道、この歌を歌う時はいつもそうだった。伴奏なんてありはしない。


　息を吸い、溜ためる。


　詩を浮うかべ、そして──




たった一人の観客の前で、


たった一人の観客のために、


歌皇后オペラセリアは、その澄すんだ歌声を披ひ露ろうした。




　わずか数分に過ぎない短い詩。


　歌った、という感覚すらないままにその歌は終わった。


　……終わったのね、全部。もの悲しげな内容の詩に自らも感化されたのか、最後の公演でありながらも驚おどろくほど心の中は澄んでいた。


　ふと顔を上げると、そこには青のインバネスコート姿の男。


「あらネシリス、途中退席しなかっ──」


　それ以上言葉を紡げなかった。


「ネシリス……あなた、何を……」


　聞こえてきたのは、手と手を重ねる音だった。


　まぎれもない正真正しよう銘めいの拍はく手しゆ。


　それは、たった一人の観客からの拍手だった。


「──良い歌だった」


「なっ……何言ってんの！　それは皮肉のつもり？　大たい概がいになさい！」


　無言でネシリスが指をさす。


　それは自分のすぐ後ろ。そこに、指先で涙なみだを拭ぬぐう女性店員の姿があった。


　わからない、何がどうしたってのよ。


「あ、あのですね……ごめんなさい、ちょっと感動しちゃって……詩も声も、あんまり素す敵てきだったから」


「……どういうこと」


「見てのとおりだ」


　答えたのは競闘宮コロセウムの覇は者しやだった。


「初めてお前が驕おごりなく歌った結果がここにある」


　──この男は何を言っているんだ。


「わたしはいつでも観客を見てたし、観客のために──」


「お前が見ていたのは、観客の瞳ひとみに映った自分の姿だ」


「……わ、わたしはっ！」


　電流を流されたように身体からだがふるえ、そして硬こう直ちよくした。


「観客の瞳に映る自分の姿に酔よって、観客を魅み了りようする自分の声に酔っているだけの泥でい酔すい者しや。それが、俺おれがあの晩見たお前だった」


　否定は、できなかった。


　観客を見下しているのは最初から自覚の上だったし、自分こそが優すぐれた人間だと思っていたのも事実だったから。


「…………ええ、そうよ」


　唇くちびるを嚙かみしめ、血の味を覚えながら声を振ふり絞しぼった。


「そうよ！　ずっとそうだった。わたしは生まれた時からこの声で、生まれた時からほかの子たちと違ちがってた！　いい、最初にわたしを特別扱あつかいしたのはわたしの親で、次に学校の教師、次に声楽界のお偉えら方よ。わたしは……どうすれば良かったっていうの！」


　子供の頃ころから浴びるような喝かつ采さいを受けてきた。シャンテちゃんすごいね、偉いね、そんなことばっかり言われて育ってきた。


　──他人を愛いとしむ気持ちが芽生えるきっかけなんてどこにもなかった。


「今、わたしが一番許せないのはわたし自身。でもその次があなたよ、ネシリス」


　わずかな余よ韻いんを置き去りに、ネシリスへと背中を向ける。


　この男がもう少し早くわたしの前に現れていれば。どうしようもないところに来てしまう前に、今この時の言葉を言ってくれていたら、わたしは……


「どこへ行くつもりだ」


「さあ？　お金だけはあるもの、少し早めの隠いん居きよ生活かしら。時間を持てあましそうだから趣しゆ味みも考えないとね」


「名めい詠えい式しきにしておけ」


「……は？」


　趣味の話をしているのになぜ名詠式が出てくる。セラフェノ音語とかいう特とく殊しゆ言語に、五色の理論だっただろうか。趣味にするには敷しき居いが高いことは子供だって知っている。


「お断りよ、なんでそんな七しち面めん倒どうくさいこと」


「名詠式は『名を詠うたう』ことから由来すると言われている。歌姫をやめたお前が、お前であり続けるにはそれが一番いい」


『Keinez赤』、『Ruguz青』、『Surisuz黄』、『Beorc緑』、『Arzus白』


　名詠式に存在する五色の音色と、その讃さん美び歌か。


「詠うって、〈讃来歌オラトリオ〉だったかしら？」


「まずは理論だろうが、実戦までいけばお前の得意分野のはずだ」


「冗じよう談だん。このわたしに、そこらの坊ぼつちゃんお嬢じようちゃんと交じって勉強をしろって？」


「独学でいい、俺おれもそうだった。人の二倍努力しても十年以上かかったがな」


「十年？　あは、不器用な男ね」


　…………


　……あれ。


　いま、わたし笑ってた？


　胸に手をあてる。とくんとくんと穏おだやかに聞こえる鼓こ動どう。たぶん、間ま違ちがいない。今一いつ瞬しゆんだけは何の邪じや気きもなく、わたし本当に心の底から笑ってた。


　この男と出会ってから今まで、こんな無む邪じや気きに笑えたの初めてだ。


「……十年て言ったわね」


　にやりと唇をつり上げる。無邪気な笑みはいつしか姿を変え、それはどこか悪戯いたずらっぽく人なつこい笑みだった。


「いいわ、みてらっしゃい。わたしは独学で五年よ、それで名詠士とやらの資格を取ってあげるから」


「それは無理だ」


　案の定あっさり否定するネシリスに、シャンテは人差し指を突つきつけた。


「じゃあ懸かけましょう。わたしが勝ったら、わたしの言うことを一つ聞く。どう？」


「好きにするんだな」





　……懸けの結果は、わたしとあいつだけの秘密。


　それがきっかけ。


　ネシリスっていう、頑がん固こで無愛想で鈍どん感かんな名詠士と出会ったきっかけだった。
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　……ネシリス。


　肩かた幅はばの広いその背中をインバネスコート越ごしに見つめ、シャンテは唇を一いち文もん字じに引きしめた。


　決けつ闘とう舞ぶ台たいで互たがいに向き合う姿勢のまま、機を窺うかがうように対たい峙じする彼とファウマ。


　名前を呼びたい衝しよう動どうに駆かられながらもそれを胸の内に抑おさえつけた。


　名を呼ぶことでネシリスの集中力が落ちることを心配しているわけではない。決闘舞台に立っている尋じん常じようの勝負。──それに水を差されることを、何よりネシリスが一番嫌きらっているからだ。


　競闘宮コロセウムの観客の歓かん声せいだって本当は邪じや魔ま。彼がそう言ったわけではない。ただ、誰だれより近くであいつを見ていればよくわかる。


「……一いつ緒しよに仕事して、短くないもんね」


　あいつが決闘舞台で戦っている間は、その名前を呼ばない──シャンテが自らに、自分だけに課した決ルめー事ル。


　自分が歌っている時は公演客ネシリスは静かに歌を聴きく。だからあいつが戦っている時は自分も静かに見届ける。絶対の信しん頼らいを以もつて。


　あの女フアウマが相手だって、相手が誰だって同じだ。


　ネシリスは絶対負けない。




　間奏　『イ短調』







　凱がい旋せん都市エンジュにて、競闘宮コロセウムに混色の名めい詠えい生物が湧わき返る怪かい現象が発生。


　時は、それと同刻まで遡さかのぼる──





　季節を問わず咲さき乱みだれる花々と香こう草そう。


　それは陽ひが西せい天てんに差しかかる時刻のこと。強きよう烈れつな陽ざし、そして草花の織りなす薫くん風ぷうが満ちる大庭園で。


「……やはり思うようにはいかないな」


　自分の背せ丈たけより長大な鎗やりを軽々と片手に携たずさえ、一人の偉い丈じよう夫ふがゆっくりと振ふり返る。


　成人男性より頭一つ半高い長身と、それに見合う強きよう靭じんな肉体を誇ほこる男だ。


「ティンカとルーファ師父は、エンジュ以外の主要都市を回って調査中。サリナルヴァは連れん絡らく中ちゆう継けいと情報収集でケルベルク研究所から動けない」


　クラウス・ユン＝ジルシュヴェッサー。


　数百を数える祓名民ジルシエの頭領であり、同時に〈イ短調〉の創設者。たった一人で巨きよ大だいな疾竜ワイバーンを送そう還かんしたという、伝説じみた記録すら持つ人物である。


「まさか動ける人間が、私以外に一人とはな」


「よくあることです、皆みなさんお忙いそがしい方々ばかりだから」


　もう一つの声は、今まさにクラウスが振り返った先にある木製の古椅い子すからだった。


　溜ため息いきじみたクラウスの声こわ音ねと対照的に、こちらは飄ひよう々ひようとした、聞く者にどこかとぼけた印象を与あたえる声。


「〈イ短調〉の構成は祓名民ジルシエが二人、名詠士が三人。残る六人は学者の系統だ。その中で、あの研サ究リ所ナ副ル所ヴ長アや女医テインカのように、自ら先せん陣じんに出向く方が本来は珍めずらしい。となれば十一人のメンバーでも、事態への対応にあたれる人員は実質七人。まあこんなことがあっても仕方ないです」


　大おお仰ぎように肩かたをすくめる彼。その仕草にともなって、金きん髪ぱつとも茶とも区別のつかない髪かみがさらさらとゆれる。


「あいにく、私が言いたいのはそれではないな」


　そんな彼に、クラウスは自らの強こわ面もてを無理やり笑みのかたちに作りかえてみせた。


「というと？」


「その動ける残りの一人が、お前だということが珍しいなと言っているんだ」


「あ、なるほど。それは確かに珍しいですね」


　組んでいた足を組くみ替かえることも忘れ、カインツは小さく噴ふきだした。


　クラウスの反論に見事にやりこめられたことが半分。もう半分は、この偉丈夫が見せる不慣れなしたり顔があまりに似合っていたからだ。


「お前も運が悪いな。私の家に来た時に限ってこんな連絡が入るとは」


　凱旋都市エンジュに待機しているはずのシャンテからサリナルヴァへ。そしてサリナルヴァからこの屋や敷しきへ。


〝エンジュにて、件くだんの触媒カタリストから奇き怪かいな名詠生物が発生した。状じよう況きように応じ対応する〟


　報告内容はひどく簡潔。だが背筋を凍こおらせるに足る内容。


「そういう時もあります。僕ぼくは面めん倒どうくさがりな面があるので、向こうから誘さそってくれるくらいでちょうどいい」


　枯かれ草くさ色のコートをひるがえしカインツが古椅子から立ちあがる。


　カインツ・アーウィンケル──〈イ短調〉、その最終を飾かざる第十一番。史上ただ一人、五色全ての名詠色を制せい覇はした虹にじ色いろ名詠士。


「まあ、お前らしい発想ではあるな」


　カインツが立ちあがるのを確かく認にんし、クラウスもまた歩きだす。


　そのつま先は庭園の門へ。


「それで、あの二人からの連絡は？」


「先に一度受けたきりだ、まだ後続の連絡がない。ネシリスとシャンテがここまで事態の沈ちん静せいに手を焼く。どんな状況なのかあまり考えたくはないがな……いずれにせよ、ここから凱がい旋せん都市までは距きよ離りがある」


　気がかりなのは後続の連絡が全くないということだ。


　ネシリスとシャンテから事態鎮ちん圧あつの報告がない……つまり凱旋都市の二人は、事態がまだ収束していないと判断した？


　一波の段階で沈静化していれば問題ない。だがもしその一波すら、さらに巨きよ大だいな第二波の予兆でしかないとすれば──


「カインツ、お前いつぞやキマイラ相手に骨を傷いためたな。具合は？」


「おかげさまで経過も順調です。足手まといにはなるつもりはありません」


　コートのポケットに両手を入れ、いつになく真しん剣けんなまなざしでカインツが返す。つまりこの虹色名詠士も同じことを予感しているのだ。さらなる第二波を。


「カインツ、お前ならいつと予想する」


　第二波、その訪おとずれの時は。


「きっと先せん輩ぱいが予想している時と同じですよ」


　カインツが視線を正面から空へと持ちあげる。遥はるか彼方かなたの空に映る、灰色に淀よどんだ奇き妙みような雲海。それは紛まぎれもなく凱旋都市の方角だった。


「起こりうるとすれば、おそらく同日きようの夜。それも都市の住民が寝ね静しずまった深夜ですね」


　そう、それが自分とカインツの推測。


　──だからこその二人。


　百の精せい鋭えいにも勝まさる、精鋭の極きよく致ち。


　異い端たん長、転じ〈イ短調〉と称しようされる会合メンバーの筆頭一番と、最終十一番。




　二奏　『セラの庭園』
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　凱がい旋せん都市エンジュ、その公共宿舎の玄げん関かんで。


「……もう、まったく」


　冷える肩かたをかかえ、クルーエルは眠ねむ気けの残るまぶたをこすった。輝かがやくほどに鮮あざやかな緋ひ色いろの髪かみに、深い海を想起させる双そう眸ぼう。すらりとした長身の少女である。


「あのトカゲ、こんな時間になんの用なの」


　この真夜中、とうに日付は切り替かわっている頃ころだろう。ネイトの従える夜色名めい詠えい生物にたたき起こされたかと思えば、話したいことがあるからついてこいだなんて。


　……コート、着てこようかな。


　昼間はちょうど良かったが夜間はさすがに冷える。もともと季節の上では冬なのだ、持参してきたコートも部屋にある。


　と、まさに踵きびすを返そうとする間ま際ぎわ、背後から聞き覚えのある声が。


『待たせたな』


　振ふり返ったそこに、夜空と同化するような体色の名詠生物が翼つばさを広げて浮ういていた。


「……ねえ飛びトカゲ、いつもわたしの邪じや魔まをするタイミング狙ねらってない？」


『すまない、悪気はないんだがな』


　あれ？


　どうしたんだろう、いつもなら反論して嚙かみついてくるはずなのに。『トカゲではない、何度言えば──』みたいなセリフも予想してたのに。怒おこるどころか謝あやまるなんて、拍ひよう子し抜ぬけしてこちらの方が調子が狂くるってしまいそうだ。


　普ふ段だんと違ちがう？


「あ、ええとさ……何かあったの？」


『さっきも言ったが、話したいことがある。ただ、ここでは場所が悪い』


　アーマの言葉に辺りを見回した。……別に平気だよね。草木も眠ねむる時刻と言うか、とうに深夜を回っている。ほかの建物の明かりも消えてるし、人ひと影かげもない。


『ひらけた場所がいい。案内する』


　宙に浮ふ遊ゆうしたまま、こちらの返事も待たずに前方へ飛んでいく。


「あなた、エンジュのこと詳くわしいの？」


『昼間ミオと一いつ緒しよに歩いて回ったからな。……お前やネイトが、競闘宮コロセウムで謎なぞの名詠生物と戦っていた時だ。時間としては、ちょうどお前がアマリリスの声を聞いた時か』


「……待って」


　静止の言葉と同時、クルーエルは自ら足を止めた。


「ねえ、なんでそんなの知ってるの。あなたに話してないでしょ」


　競闘宮コロセウムで混色の名詠生物が大量に発生した奇き怪かい現象。


　この名詠生物にそれを話した記き憶おくはない。自分がネイトたちと一緒に競闘宮コロセウムにいた時、この名詠生物はミオと共に買い物をしていた。そんな状じよう況きようでなぜ。


　そしてなによりアマリリスのことだ。


　彼女の声はわたしだけに聞こえていたはずじゃないか。わたしがアマリリスの声を聞いたのも、話したのはネイトだけのはずなのに。


「ネイトから聞いたの？」


『いや』


「じゃあどうして」


『それを説明するために今向かっているところだ』


　そう言われてしまえば返しようがない。


「わかったわ、じゃあ早く行きましょ。ちゃちゃっと済ませてね、わたし早く寝ねたいんだから」


『簡単に済めばいいんだがな』


　こぼしかけた嘆たん息そく。残りの半分をクルーエルは無意識のうちに呑のみこんでいた。


　聞き慣れた名詠生物の声に、そうさせるだけの重みがあったから。


『我が話すのは、アマリリスが告げられなかった、小こ娘むすめとアマリリスの関係だ。なぜ空白名詠の真精たるアマリリスが小娘にこだわるのか、気き遣づかうのか。小娘に起きた高熱や目め眩まいの原因もそこに絡からんでいる』


「……何を知ってるの」


　思えばそうだった。トカゲのような外見をしているが、この名詠生物は単なる名詠生物ではない。真精、いや真精よりも不可思議な何か。普ふ段だんあまりに近すぎる場所にいるせいで気にも留めなくなっていたが。


『先に言っておこう。ネイトもまた同じ話を聞かされている。我がお前に話す内容と同じことを』


「……誰だれに」


『シャオ。調律者ミクヴェクスに託たくされた願い──ミクヴェクス真言〈全すべての約束された子供たち〉を持つ名めい詠えい士しだ』





　　　　２





「あなたとずっとこうして話してみたかった。他人が言うにはね、自分とあなたは外見がよく似ているらしいよ？」


　口元に笑みを浮かべ、シャオがじっとこちらを見つめてくる。観察？　否いな、目の前の相手の視線は、区分するならば紛まぎれもなく好意のものだった。


「名詠門チヤネルの先にあるもの、きっと察しがついているはず」


「…………」


　わずかに灯ともる非常灯をぽつりと見下ろし、ネイトは握にぎる拳こぶしに力をこめた。


　この質問に答えない限り前へは進めない。


　ミクヴァ鱗りん片ぺんとクルーエル、そしてアマリリスの関係性を知ることもできない。


　──あの時は、母さんはなんて言ってたっけ。





〝ねえ、名詠生物ってどこから来たの？〟





　それは、名詠式というものを知ってまもなくのこと。人の言葉を解す名詠生物がふしぎで仕方なくて、母に尋たずねたことがあった。


〝名詠門チヤネルのその先よ〟


　名詠門チヤネルの先。


　名詠式についてろくに知らなかった時、母の言葉の意味するものがわからなかった。


〝その先って……名詠生物が棲すんでる場所があるの？〟


〝学校の試験ならそれで正解にしてもらえる。でもわたしに言わせれば、それは百点に限りなく近い零れい点〟


〝じゃあ、なに？〟


　あの時母親は、自分の唇くちびるに指先をあててこう告げた。


〝簡単よ、それを知っているものを名詠すればいいの〟


〝……どんな名詠生物なら知ってるの？〟


〝周りをご覧なさい。案外、近くにいるかもしれないから〟


　思いだせ。


　あの時、自分と母とで暮らしていた時、すぐそばにいたのは──


「目つきが変わったね、もしかして答えが出たのかな」


「答えなんて僕ぼくは知らない。でも」


　あの時の母の問い。昔の僕はわからなかった。そう、あまりに身近すぎてわからなかった。だけど競演会コンクールで一度は別れ、その寂さびしさを知ったからこそわかる。


　いつも僕と母さんのそばにいた、夜色をした饒じよう舌ぜつ家の名詠生物。


「では、あらためて問おう。ネイト・イェレミーアス、名詠門チヤネルの先には何がある？」


　息を溜ためる。吐はきだすのは声でも呼吸でもなく、もっと別のものだった。





「夜色名詠の真精がいるところ」





「……なるほど」


　深い、深い深い吐と息いきがシャオから洩もれた。


「一つ訊ききたいのだけど、もしそれが答えとするならば、『名詠生物がいるところ』と答えた方が包ほう括かつ的で確実なものだったんじゃないのかな？　そうせず、あえて夜色名詠、それも真精に限定した理由はなに？」


「わからない……だけど、そんな気がするから」


「それでは零点だよ？」


　口元に手をあて、シャオが苦笑を堪こらえる仕草。


「うん、零点とそう言いたいけれど、皮肉なものだね。答えそのものは限りなく百点に近いなんて」


　やはり間ま違ちがっていなかった。あの時の母の言葉の通りだ。


「言ったよね、僕の質問に答えてくれるって」


　なにを企たくらんでいるのか。


　ミクヴェクスとは、空白名詠とはいったい何なのか。


　クルーエル、アマリリスとの関係は。


「そんなに気になってるんだね。……とても好いいことだ」


　外套ローブの隙すき間まから覗のぞく右手。


　その甲こうをこちらに向けながらシャオが続けた。


「さっきも言ったけど、自分はあなたと出会うのを本当に楽しみにしてたんだ。あなたになら全すべてを打ち明けられる。その上で友人になれるかもしれないって思ったから」


　白くか細い手首のすぐ上、刻印のように刻まれた火傷やけどの古傷。花のかたちの火傷に、今なお赤く腫はれた甲。まるで真っ赤な花、そう──


「アマリリスみたい？」


「……え」


「その通りだもの。なぜならアマリリスをこの世界に名めい詠えいしたのは自分だったから。この傷は、アマリリスが名詠者たる自分に対する反逆の証あかしとして刻んだもの」


　この名詠士がアマリリスを？


　空白名詠の真精アマリリスは、クルーエルが名詠したのではなかったというのか。


「でも……アマリリスはクルーエルさんに宿ってるって」


「そうだね、まずはそこから話してあげる。風の砕けた日ゲシユタルロアというのを知っているかな」
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　競闘宮コロセウム地下一階、備び蓄ちく庫。


　巨きよ大だいな荷が山と積まれた巨大な倉庫で、銀ぎん髪ぱつの青年──レフィスは聞いたばかりの言葉を繰くり返かえした。


「風の砕けた日ゲシユタルロア？」


「そうだ、風の生まれる島ツアラベルと呼ばれた島にて突とつ如じよ起きた大爆ばく発はつ。それが今言った、空白名詠の真精アマリリスによる仕し業わざだった」


　答えたのは赤しやく銅どう色の髪をした女性。テシエラ・リ・ネフィケルラと名乗る黄色名詠の詠うたい手だ。真横に黄の小型精命を浮ふ遊ゆうさせたまま足を止め、名詠式の成りたちについて彼女は唐とう突とつに訊きいてきた。


「……似たような話は聞いた覚えがある」


　灰色名詠の同門ミシュダルから聞いてはいた。


　師ヨシュアがその爆ばく発はつを目もく撃げきし、原因を探るためその島におもむいたこと。だがその島でヨシュアは何かを目撃し、灰色名詠の真精灰者の王ラステイハイトを失って戻もどってきたという。


「その一連の仕業の主が空白名詠の真精アマリリスだ。風の砕けた日ゲシユタルロアを引き起こしたのも、灰者の王ラステイハイトを封律したのもな。言うなればお前の人生を変えた張本人というわけだ」


「空白名詠？」


「始まりの名詠。名詠式の源流にありながら、現在では使う者はシャオしかいない。言うなれば『大人が忘れた名詠式』。アマリリスはその真精ということになる」


「なら、今の俺おれには直接関係ないな」


「関係ない？　ところがあるんだな、これが」


　腕うでを組み、テシエラが愉ゆ快かいそうに肩かたをふるわせた。


「その空白名詠の真精アマリリスが、実はトレミア・アカデミーの生徒の一人クルーエル・ソフィネットに宿っているとしたらどうする？」


「クルーエル……あの赤い髪かみのか」


「そうとも、多少は興味が湧わいてきたか」


　人に真精が宿る？


　それも自分の知る少女に？


「逆効果だな、そんな口から出任せの話に付きあう気はない」


「では、どの部分が出任せだと思う？」


「全部だ。人に真精が宿るなんて話、それになぜクルーエルなのかもわからない」


「ふむ……ではアマリリスについては真精という呼こ称しようを止やめ、調律者と呼ぶことにしよう。レフィス、お前も調律という言葉くらいは知っているな」


　調律──楽器の音の高さを定まった規律に整えることだ。


　どんなピアノの弾ひき手も鍵けん盤ばんの音が狂くるっていたら演奏できない。音の乱れの修正、言うなれば演奏の大前提と言える。


「調律者、すなわち名詠式という楽器を存在させ、維い持じする者。名詠式をこの世の存在たらしめている守護者。その一体がアマリリスだ。私が先に真精と表現したのは、現段階でのお前の知識ではそれが一番近い概がい念ねんだったからな」


「俺は、一つ一つの名詠色の真精がその色の支配者だと習ったぞ」


「坊や。この世界には、学校じゃ教えてくれないことがたくさんあるのさ」


　青の瞳ひとみを爛らん々らんと輝かがやかせ、その女性が床ゆかに足を打ち鳴らす。


「もっとも真精が支配者というのは間ま違ちがってない。なぜなら真精は、調律者によってそう存在するよう命令されたものだからだ」


「……信じられるか」


　真精そのものが命令された存在？


　あれだけ強大な存在に、どんな存在であれば命令が下せるというんだ。


「気持ちはわかる。この世界のどんな学者も知らない名詠式の根幹。なぜ名詠式はここまで人に利用されているのに、その仕組みが解明されてないかわかるか？　答えは簡単。なぜなら名詠式を創造した存在は、人に名詠式の成りたちをあえて隠かくしていたからだ」


「名詠式が創造されたなんて話……俺は聞いたことがない」


　名詠式の学者も学生も教師も、名詠式は自然にある法則としか思っていない。そもそも自然に存在する以外、どうすれば創造が可能なのかもわからない。


「理解は要いらない、ただ暗記のように覚えておけ。今はそれで事足りる。──さて問題だレフィス、私の話をここまで聞いて、名詠式はいったい何者が創造したと思う？」


「……どう答えろって言うんだ」


「簡単なことさ、私が今さっき言ったばかりだ」


　──調律者。


　聞かされた言葉の中でそれらしいのはこれだけだ。


「そう。名詠式を支えることができるのは当然、名詠式を創造した存在だな。アマリリスも含ふくめた調律者たち。はるか昔、名詠式は調律者によって創造された」


「……そんな存在が、なぜクルーエルに取り憑つく必要がある」


　名詠式の創造者が一いつ介かいの少女に宿る。


　その必要性がわからない。


「そうだな。ある意味、それが全すべての始まりだったのさ。わたしたちにとっても、お前にとってもな」
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「クルーエルにアマリリスが取り憑いたことが、全ての始まり？」


「そ。てか、俺はシャオの話をそのまま言ってるだけだけどな。詳くわしい説明しろって言われても上うわっ面つらしか言えねえのが悲しいわな」


　あくまで素知らぬ風をよそおうアルヴィルへ、エイダは視線をいっそう細めた。


　針のように細く、そして鋭するどく。


「……どういうことだ」


　調律者。にわかに信じられる話ではないが、名めい詠えい式しきを創造した存在だという。そんな大層な存在がクルーエルになぜ宿る？


「取り憑くってのは正しくねえよ。シャオ曰いわく、『保護者の真ま似ね事ごと』ってとこだ」


「なおさら訳がわからない」


「そうだな……お前、クルーエルってお嬢じようちゃんと仲良いのか？」


「ああ、あの子は良い奴やつだからな」


　大切な友人だと思ってる。少なくとも、そう訊たずねられてもためらいなく頷うなずけるくらい。


　が。こちらが頷くなり、彼はまるで無防備に背を向けた。


「なら、やっぱやめた。お前には教えてやらね」


「──アルヴィル」


　半眼で睨にらみつける。


　背中を向けていてなお、こちらの視線を嫌いやでも感じとれるように。


「お前、本当のこと知らない方が幸せだぜ。知らないまま終わった方がいい」


「それはあたしが決める。さっさと話せ、何を知ってるんだ！」


　通路に怒ど声せいが響ひびき渡わたり、こだまと化す。十秒、二十秒という時の経過の中でそれが静まり、やがて静せい寂じやくの帳とばりが降りた時。


　背を向けていたアルヴィルがゆっくりと振ふり返った。





「クルーエルってお嬢ちゃんは、人間だけど人間じゃない」





　その言葉を理解するのにどれほどの時間を要しただろう。


　……人間だけど人間じゃない？


　こいつ、何を言ってるんだ？


「馬ば鹿かげてる、じゃあ何だって言うんだ」


「『クルーエル・ソフィネットは人であり、また同時に調律者でもある』、アマリリスってのと同様にな。俺はシャオにそう聞いただけ。けどな、クルーエルって娘むすめがどれだけ異様な名詠式の詠うたい手か、お前は直じかに見てるはずだぜ」


　赤の第一音階、黎明の神鳥フエニツクスを自在に名詠。


　触媒カタリストにまつわる後罪クライムの制約を無視。


　そしてこの競闘宮コロセウムで見せた、赤の第三音階たる熱妖よう精せいの二百体同時名詠。


　──このうちのどれ一つ取っても、おそらく真ま似ねできる名詠士は存在しない。


「それは確かに見た。だけどそれだけじゃ理由にならない。そんなんで人間じゃないだの調律者だの言われるってんならな、あたしに言わせりゃ虹にじ色いろ名詠士のカインツ様だって十分すぎるくらい調律者だ。違ちがうか？」


　一いつ瞬しゆんきょとんと目を見開いたかと思えば、次にアルヴィルがしたことは自らの腹を抱かかえての大笑いだった。


「はっ、そう言われりゃそうなるわな！　いやはや、まったく。へ理り屈くつのようで正論だなおい」


「……つまり口からの出で任まかせか？」


「いーや。だけど俺おれがここでどうこう言ったって、お前は信じやしないだろ？」


「信じないね」


　この男は噓うそは言わない。言ったところを見たことがない。


　だけど、クルーエルが人でなく名詠式を司つかさどる調律者だなんて、冗じよう談だんにしても悪あく趣しゆ味みが過ぎる。突とつ然ぜんお前は人間じゃないなんて言われてみろ、誰だれだって動どう揺ようするに決まってる。


「あいにく、クルーエルは一いつ緒しよにメシ食ってフロ入った友ダ達チなんだけど？　どこをどう見れば人間じゃないなんて言えるんだか」


　あの子は誰より良い子なんだ。他人思いで面めん倒どう見みが良くて、優しい。


　なのに、その友人が傷つくようなことをぬけぬけと──


「そうだな、俺もお前に証しよう拠こを提示できない」


「なら諦あきらめるんだな」


「ま、それはシャオの仕事だからな」


「え？」


「なあシャオ、そろそろ姐あねさんのところも頃ころ合あいいだろ。時間じゃねえか？」


　虚こ空くうを見上げ、唐とう突とつにアルヴィルが声を上げた。


「アルヴィル……お前何を」


「とっておきの場所に連れてってやるよ。俺じゃなくシャオが、だけどな」


　通路に点ともるわずかな非常灯が消えた。


　そして──
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「……信じない」


　ただ一言、ネイトはそれだけ口にするだけで精せい一いつ杯ぱいだった。


　クルーエルさんが人でなく、アマリリスと同じ調律者？


「僕ぼくは、ずっとクルーエルさんと一緒にいたもの。クルーエルさんは普ふ通つうの人だもん、僕が誰より知ってる！」


　が、対たい峙じする黒法師の表情に変化はなかった。


　ただ淡たん々たんと、時に抑よく揚ようを利きかせ、物語を読み聞かせるような口調でシャオが続ける。


「そう？　ゆっくり考えていけば自おのずとわかることだけどね。それにクルーエル・ソフィネットが調律者だとすれば、同じ調律者であるアマリリスが彼女に宿る理由も漠ばく然ぜんと察しがつくんじゃないかな」


「理由？」


「そう。実はその理由にまつわる一連の流れこそが、この世界と名めい詠えい式しきにかつてない事象をもたらした全すべての始まり」


　濡ぬれる黒こく瞳どうをシャオが細める。


　さながら親愛の人間に接するように、その瞳ひとみは愛いとしげにゆれていた。


「ネイト、名詠式に対するあなたの姿勢はとても美しい。だから素す敵てきな場所につれていってあげる。そこで全てを教えてあげる。全てを教えた上で、あなたとならわかりあえると信じているから」


　薄うす暗ぐらい通路に光が射さした。否いや、光が生まれた。


　それはシャオから、黎れい色しよくのローブからのぞくシャオの左手からだった。


「──名詠門チヤネル？」


　何かを詠よびだす気か、まさか空白名詠の空白者？


「何も詠びださない名詠。言うなれば名詠門チヤネルを詠びだすための名詠式。そう、あなたが昼間にやってみせたものと同じだよ。あなたは気づいていなかったけれど、あれこそが名詠式の根幹に迫せまる名詠だった」


　……あの時の僕と同じ名詠？


　でも何かが違ちがう。この名詠門チヤネル、まるで見つめるだけで吸いこまれそうな……人を酔よわせる怪あやしげな輝かがやきがある。


「ミクヴェクス真言を、真言でなくセラフェノ音語で詠うたった時。名詠式の調律は一時的にだが法則を乱し、不可逆な転送を可逆のものとする──わかりやすく言いかえると、本来なら一方通行のはずの名詠門チヤネルを通し、その先にある世界への扉とびらを開くことができるということだよ。すなわち新約の扉をね」


　名詠門チヤネルの先にある世界。


　それはまさか。


「見せてあげる、名詠式に隠かくされた秘密を」


　赤から青、青から黄、黄から緑、緑から白へ。


　右手に浮うかぶ名詠門チヤネルの色が次々と移り変わっていく。変化はその時だった。


「壁かべが……？」


　自分たちのいる競闘宮コロセウムの通路。その壁が消えていく。天てん井じようも、床ゆかも。色鮮あざやかな名詠門チヤネルと対照的に、色と質感を失って透すけていく。


　自分とシャオを除く全てが消え、そして。





「ようこそ───────へ」





　シャオの声と同時、名詠門チヤネルが真昼の太陽のごとく輝き──


　その光の中で、ネイトは意識を失った。
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〝ネイト、目を開けなさい〟





　……母さん？


　頭に響ひびいた声に意識が覚かく醒せいし、ネイトはゆっくりとまぶたを開けた。


「ここ……」


　立ち上がり、ネイトは周囲を眺ながめ回した。


　──ここは、いったいどこ？





　地面は、青白かった。


　硬い地じ盤ばんの上に目の細かい砂を敷しき詰つめたような地面。靴くつ底ぞこで蹴ければざらっとした質感が残る。光もなしに自ら神秘的な青色に発光する砂。大陸のどこにも見たことがない。


　そんな地表が延々と、視界の奥おくのさらにその先の地平線まで続いていた。


　次に頭上を見つめる。


　空は真っ黒い水を満たしたような色。それを背景に、どこまでも冷たく澄すんだ極光オーロラが頭上を覆おおうように輝かがやいている。


　夜空？　いや、違ちがう。昼間とか夜とか、そんな概がい念ねんを感じさせない色だ。





　風が、髪かみをなでて通りすぎた。





　それも、単純な空気の流れではない。


　目に見えない何か。この空間を満たす不可思議な何か別のものが、風のように流動し、着ている制服をゆらしたのだ。


　……なんだろう、空気じゃない。


　空気より存在感があり、水よりも軽く澄すんでいる。まるで空気と水の中間、気体と液体の境界線上にある流動体。手を伸のばしても摑つかもうとすれば、空くう虚きよなソレを確かに摑める。けれど摑んだそばから、指の隙すき間まをくぐって逃にげていく。


　青白く神秘的に輝く地表。


　夜空に似た、透とう明めい感のある黒い天球。そして極光オーロラ。


　空気のかわりに空間を埋うめるのは、目に見えない不可思議な波動。


　そして、もう一つネイトが気になったのは──


「……宝玉？」


　自分の目の前、周囲、頭上。


　この世界に無数に存在する、宝石のように煌きらめく浮ふ遊ゆう球体だった。


　Keinez赤、Ruguz青、Surisuz黄、Beorc緑、Arzus白の五色の球体。


　成人男性より大きなものから、小石程度の大きさまで。大きさは千せん差さ万ばん別べつだが、ほとんどのものが両手に収まるくらいの大きさだ。


　ふわふわと、タンポポの綿毛のようにゆっくりと動く浮遊結けつ晶しよう。


　綺き麗れいだった。


　宝石の輝きに似ているが、あれより儚はかなく、まるで幻げん光こう。頭上に輝く浮遊結晶は、さながら夜空の星そのものだ。


「綺麗でしょ。アルヴィルは殺風景だって言って五分で飽あきたみたいだけど」


　巨きよ大だいな浮遊結晶の陰かげからシャオが身を現した。


「……ここはどこ」


　凱がい旋せん都市エンジュでないことは確かだ。ううん、こんな幻想的な光景、大陸のどこにもあるはずない。


　これが、新約の扉とびらを越こえた先にあるという世界？


「穢歌の庭エデン、赤き実のなる大樹ネクサス、夢レ見イるネ星ン々ヘのー都ベ。どの呼び名も正しく、また意味を持つ。けれど、あえて今ここで名をつけるとすれば『セラの庭園』。全すべての名めい詠えいが生まれ、そして還かえっていく空白はじまりの場所」


「『セラの庭園』……これが庭だってこと？」


「そうだよ。さしずめ、これが庭に咲さく花の代わりかな。可愛かわいらしいでしょ？」


　目の前に浮うかぶ浮遊結晶を指先でつつき、シャオが小さく笑う。


「でもこれら色とりどりの光結晶は全て、とある二つの意志の衝しよう突とつの、力の余波が結晶化して生まれた物質。そのとある二つの意志とはミクヴェクス、そしてアマデウス」


　ミクヴェクス、それは今まで自分が気になっていた名前だ。


　しかしもう一つ、自分の知る名詠生物と同じ名前が確かにあった。


「アマデウス……まさかアーマのこと!?」


「いいや、あなたの知るアマデウスと自分の言うアマデウスは別物だ。広義では同じ存在を指すけれど、意図する意味が違う」


　ますます意味がわからない。存在が同じなのに意図する意味が違う、そんなことがあるのだろうか。


「順を追って説明してあげる。アルヴィル、テシエラ、ファウマにも説明してあげたことだからね」


　地に屈かがみこみ、シャオが足あし下もとの地表を指先で削けずってみせた。青い輝きがさらさらと溶とけるように宙に舞まい、不可思議な波動に流されて飛んでいく。


「永遠より遠く、昨日より近い過去。この世界には、意志法則体とでも言うべき二つの存在があった。それぞれ、


　Riris eleリリス・エル・ Selahphenoセラフエノシアス＝ sia-s-Miqveqsミクヴエクス


　Clar eleクレア・エル・ Selahphenoセラフエノシアス＝ sia-s-Armadeusアマデウス


　という名前の二体だ。名の持つ意味としてはそれぞれ


【ミクヴェクス　ただそこに約束を願う者】


【アマデウス　ただそこに歌を願う者】


　となる」


「……今のが名前？」


　普ふ段だん自分たちがつける名前とまるで構成が異なっている。


　今シャオが発した名は名前というより、セラフェノ音語の〈讃来歌オラトリオ〉に近い。


「そうだよ、だってセラフェノ音語とセラフェノ真言を創つくったのがその二体だもの」


「アマデウスとミクヴェクスが？」


「そう、その言語にとある願いをこめてね」


　目を細め、シャオが視線を頭上へと向ける。


「二つの意志法則体──後に名詠式を司つかさどる調律者同士の衝しよう突とつ、それが名詠式の始まりだった」
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「私の話、少しは聞き入れる気になったか？」


「さあな」


　手の平大の浮遊結晶を愛あい撫ぶするテシエラに、レフィスはあえて無感動をよそおった。


「枯かれてるな、こんな光景滅めつ多たにお目にかかれないんだ。もっと驚おどろいてもいいだろうに」


　挑ちよう発はつめいた言葉を受け流し周囲を一いち瞥べつする。


　青白い地面。昼間も夜も関係なく暗い世界。そこに輝かがやく無数の浮遊結晶。幻想的だがどこか寂さびしい世界が、地平線の先まで展開していた。


「……なるほど」


　地面の砂を一ひと摑つかみ手に取る。この手て触ざわり……本物、幻げん覚かくや夢の類たぐいではないらしい。


　Riris eleリリス・エル・ Selahphenoセラフエノシアス＝ sia-s-Miqveqsミクヴエクス【ミクヴェクス　ただそこに約束を願う者】


　Clar eleクレア・エル・ Selahphenoセラフエノシアス＝ sia-s-Armadeusアマデウス【アマデウス　ただそこに歌を願う者】


　あらゆる教本に名前すら記き載さいのない、名詠式を創造したという存在。


　それだけ聞かされれば鼻で笑って済ますところだが、この世界を見せられた上ではそれも一定の信しん憑ぴよう性せいが出てくる。


「さっきの話に戻もどるがな。その二つの意志法則体は同時に、我々の世界を見守る存在でもあったらしい。なにせ名詠式を創造するような存在だ、その力の恩おん恵けいは人に余りあると言っていい。守護というほど積極的ではないにしろな」


「アマデウスとミクヴェクスとやらがか？」


「そう。だが人にとっても意志法則体にとっても、そう都合よく事は進まなかった。──そうだな、たとえ話をしよう。一人の子をもうけた両親が何らかの理由で離り婚こんするとき、親は自らの子の養育権を奪うばい合うものだ。父親が子と暮らすか、母親が子と暮らすか。お前ならどちらに子を育てる権利があると思う？」


「……何が言いたい」


「同じ現象が起きたんだよ。その二つの意志法則体と、私たちの世界の間でな」


　テシエラの指先が頭上に向けられる。


　昼とも夜ともつかない黒一色の空の、さらなる上空へ。


「二つの意志法則体は個にして全。半身にして完成体。あらゆる奇き跡せきと可能性を行使できる力の代行者。で、お前もこうは思わないか？　そんな大層なのが世界の守護者だとすれば、一体いれば十分だと」


　一体で全すべてが間に合ってしまうのだから二体いる必要はない。いやむしろ、二体いれば混乱を招くかもしれない。


「どちらがこの世界の守護者となるかの争い。だが共に全能とも言うべき力の保持者、争ったところで決着がつくはずもない。──さて、ここで両親と子供の話に戻るが、レフィス、お前ならどうする？　両親と子供がそれぞれ納なつ得とくのいく解決策を提示できるか？」


　名詠式が生まれたのは調律者同士の衝突が原因と言っていた。


　そして、この両親と子供のたとえ。


　……なるほどな。


　濃こい、暗雲のように濃い思考の靄もやが、わずかに数センチだけ晴れてきた。


「どちらの親につくか子供に選ばせる、か？」


「お、早いじゃないか」


　称しよう賛さんのつもりなのだろう、テシエラが片目をつむってみせる。


「その通り。アマデウスとミクヴェクスの衝突は、どちらが子ヒトに選ばれるかという勝負に移行したのさ。選んだ子はもちろん、選ばれなかった片割れもそうすれば納得がいく。ほかならぬ愛する我わが子の判断なのだからな」


　では選ばせる方法はどうするか。


　それこそが──
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「……名めい詠えい式しき？」


　ネイトの頰ほおを、冷たい汗あせが伝っていった。


「そうだよ、それで正解。それが名詠式の始まりであり、最初の色たる空白名詠が生まれたきっかけ」


　その様子を楽しげに眺ながめ、シャオが天を仰あおぐように両手を広げた。


「名詠式は自らの望むものを詠よぶ術。すなわち先に名詠された意志法則体こそが、人によって選ばれた方となる。これ以上簡単な決着はない……と言いたいけれど、そこに至るまでには問題があった。ミクヴェクスとアマデウスは名詠式をね、単に自分たちを詠びだすための道具にしたくはなかったんだ」


「どうして？」


「言ったでしょ、ミクヴェクスとアマデウスはこの世界を見守りたいんだ。もっと平たく言えば、愛している。誕生日や何かのお祝いでもね、親は何かにつけて理由を作っては子に贈おくり物ものをあげたくなるんだよ。それと同じさ、名詠式も子ヒトに与あたえるのならば、やはり自分たちからの贈ギりフ物トとして授さずけたかった」


　アマデウス、その名が繰くり返されるたびにアーマを想起してしまう。


　役割を終えているにもかかわらず世界に留とどまろうとする、あの名詠生物を。


「名詠式は人に与える恩おん恵けいでならなくてはならない。だから空白名詠だけでなく、人に役立つものであるよう名詠式を設計した。名詠する対象を意じ志ぶ法ん則た体ちに限定せず、自らが望むものならば、ある程度制限なしに詠びだせるようにね。そこで空白名詠から新たに五色の音色を分ぶん岐きさせた。今使われている基本五色の名詠だ」


　調律者のミクヴェクスとアマデウスを詠ぶために名詠式が生まれ、まずそのために用意されたのが空白名詠。


　その後、人に恩恵として与えられたものが五色の名詠。


「五色の名詠式を人に与えたまではいい。けれど同時に、空白名詠によって自分たちを名詠してもらわなくては世界の見守り手が決まらない。そのためにミクヴェクスとアマデウスは苦心した。苦心の理由は二つ、わかるかな？」


　一つ目──調律者の存在はあくまで見守り見届ける、裏方のようなもの。表だって自らの存在を明かすことはできず、名詠式に名を出すことも許されない。


　と同時に、まるで逆の条件が二つ目だ。


　意志法則体が名詠されるには、その存在と名前を人に伝えなくてはならない。それも名詠適てき格かく者だけに限定して。


「この二つの条件を達成する方法が、『名詠式の完成された不完全性』。すなわち名詠式に意図的に組くみ込こまれた矛む盾じゆん箇か所しよだった」


「矛盾箇所？」


　……そんなものがあったというの？


　名詠五色はそれぞれが完成された法則、名詠学校ではそう習う。ネイト自身それを鵜う呑のみにしたつもりはなかったが、自然とその常識に浸つかっていたのは事実だ。


「頭を整理するつもりで、名詠式の代表的な特とく徴ちようを頭に思いうかべてみて。四つか五つくらいあれば十分だから」


　まず第一にセラフェノ音語、そしてそれに伴ともなう〈讃来歌オラトリオ〉だ。


　五色の色分け。


　真精を含ふくむ無数の名詠生物。


　名めい詠えい式しきに必要となる触媒カタリスト。


　思いうかべる順序は名詠士によって異なるが、選ぶ要素はほぼ同じはず。


「……でも」


　一つ引っかかる。


　シャオの言うように意志法則体が名詠式を設計したのなら、納なつ得とくいかないことがある。


　なぜ名詠式には触媒カタリストが必要で、〈讃来歌オラトリオ〉があって、セラフェノ音語を学ばなくてはいけなくて、さらに五色の音色に分割されている必要がある？


　触媒カタリストも〈讃来歌オラトリオ〉もなく、セラフェノ音語もない方がはるかに敷しき居いが低い。


　五色の分岐もそうだ。五色に分けてしまわずに、どんな色の名詠対象だって名詠できる方が学ぶ側は楽に決まってる。名詠式が自分たち人に与えられた恩恵だというのなら、そう設計した方が親切ではないか。


「そう、それが名詠式の不完全性なんだ」


　それを待っていたと言わんばかり、シャオの声がわずかに昂こう揚ようする。


「名詠式に無限の力を与えてしまえば、人はそもそも調律者なんか詠よびだす必要を感じない。名詠式の力が有限だからこそ、より力のある存在を追い求める。誰だれだって初歩的な名詠生物より真精を望むようにね。そしてその望みは真精からさらに調律者へとたどり着く。同様に、名詠式にはあえて様々な制約が用意された。それが触媒カタリストであり、セラフェノ音語であり、五色の色わけだった」


「……制約って言ったって」


「ううん、あなたも知っている。だけど誰もがそれを在るもの、仕方ないものと考えてしまっているだけ。──まず触媒カタリストに組み込こまれた不完全性、それが後罪クライムだ」


　後罪クライム。


　一度名詠に使用した触媒カタリストは二度と使えない。無理やり使うことはできるのだが、一度目のような効果は絶対に出せないとされている。


「もしあらゆる触媒カタリストがどんな色にも使用でき、何度でも使用可能ならどうなると思う？」


「……僕ぼくだったら、その触媒カタリスト一個だけを大事に使う」


　ほかの名詠士でもおそらく同じことを考える。


　一つの触媒カタリストだけを延々と保有し、ほかの触媒カタリストを自分で調合しようとは思わない。何度でも使えてどんな色も詠びだせるならなおさらだ。その一個で事足りるなら、余分に持ったところでかさばるだけ。


　と同時に、新種の触媒カタリストを調合したり探そうという気も起きないだろう。


「そのとおり。でもそれでは困る。なぜなら調律者となったミクヴェクスとアマデウスを詠びだすには、それ相応の力を持つ作用体が必要だった。それがミクヴァ鱗りん片ぺん──ミクヴェクスの力の一いつ端たんを結けつ晶しよう化し、この世界にあらかじめ送りこんでいた真の触媒カタリストだ」


　灰色名詠のミシュダルが、ミクヴァ鱗片の入った〈孵石エツグ〉を追い求めたように。


　凱がい旋せん都市エンジュの自治機関が究極の触媒カタリストとして誇ほこったように。


　名詠士は強い効果を持つ触媒カタリストに惹ひかれ、探し求める。


「意じ志ぶ法ん則た体ちが名詠されるにはミクヴァ鱗片が必要であり、人にその存在を気づかせる必要があった。そのために設定されたものが後罪クライムという制約。後罪クライムにより触媒カタリストの使用は一度きり、さらに触媒カタリストとする物体によって効果が違ちがうとなれば、人はより強力な、そして何度でも使用可能な触媒カタリストを探しに出る──ミクヴェクスたちの意図どおりにね。結果、人は究極の触媒カタリストを求めて必然的にミクヴァ鱗片へとたどり着くことになった」


　これでミクヴェクスとアマデウスは、自分たちを詠びだすための触媒カタリストを名詠士に与あたえたことになる。


　でもそれではまだ不十分。


「そう、たとえ名詠士が究極の触媒カタリストを手に入れたとしても、そもそも意志法則体なんていう名詠式の創造者を、そんな超ちよう越えつ的な存在をわざわざ詠びだそうとはしないだろう。名詠自体に意味も理由もないのに、名詠士が難しい名詠に挑ちよう戦せんする利点メリツトはない」


　……確かにそうだ。


　ミシュダルのように絶対的な存在に魅みせられた者でない限り、そんな強大なものを詠びだす気にはならない。未知の存在、巨きよ大だいすぎる名詠生物を名詠しようとして名詠式が暴発するケースは日常でもよくあることだ。


　経験豊富な名詠士ほど確実性を重視し、危険性を回かい避ひする。


　なにより名詠式で詠びだされる名詠生物と、今自分たちが話している意志法則体とでは詠びだすスケールが違いすぎる。


「だからミクヴェクスとアマデウスはまず最初に、名詠式の創造者たる意志法則体としてではなく、名詠式を司る調律者として存在意義を切り替えた。


　Riris eleリリス・エル・ Selahphenoセラフエノシアス＝ sia-s-Miqveqsミクヴエクス【ミクヴェクス　ただそこに約束を願う者】は自らを単なる〈ただそこに佇ちよ立りつする者〉という名に切り替かえた。


　Clar eleクレア・エル・ Selahphenoセラフエノシアス＝ sia-s-Armadeusアマデウス【アマデウス　ただそこに歌を願う者】もまた同様に、単に〈その意志に牙剝く者アマデウス〉という名前にね」


「……でも、それだけじゃ無理だと思う」


　名前を切り替え、存在を名詠式に符ふ合ごうさせただけでは足りない。調律者そのものがあまりに大きすぎる存在。竜りゆうや巨きよ人じんなど、大型の名詠生物ですら躊ちゆう躇ちよすることが少なくないというのに、調律者なんて詠びだす名詠士はまずいない。


「正論だ。だからこそ調律者たちは、自分たちと名詠生物の間に特別な中間層を用意した。それが真精、調律者の代わりに五色の支配者となるべき者を」


　──ずっと前から気になっていた。


　なぜ第一音階名詠ハイ・ノーブルアリアの名詠生物だけが、真精という特別な敬けい称しようで呼ばれるのか。


　なぜ第一音階名詠ハイ・ノーブルアリアの真精だけが、必ず〈讃来歌オラトリオ〉が必要なのか。


　……真精そのものが、名詠生物と調律者の間の架かけ橋はしだった？


「真精という特別な階級を用意することで、名詠士の意識には調律者に対しても安あん堵ど感が生まれる。『調律者？　ああ、真精の王様みたいな奴やつね』という慣れの意識がね。たとえばテシエラがレフィスにアマリリスを説明する時、空白名詠の調律者とは言わずにあえて空白名詠の真精と呼ぶよう言っておいた。それもこのことを踏ふまえてのことだった」


　調律者を真精の類るい似じ品ひんと認にん識しきさせることで、調律者の名詠は抵てい抗こう感を失う。


　真精の中でも巨大な存在だが、逆に言えばその程度。──真精というささいな薄膜フイルターを通して人にそう認識させ、未知の存在たる調律者への不安を取り除く。


　……これが、名めい詠えい式しきの真のシステム。


「そして、最も大事なセラフェノ音語と〈讃来歌オラトリオ〉の関係だけど。実はこれだけは、わりと知られていることなんだよね。あなたの身近な人のなかにも」


　はにかむように、どこか決まりの悪そうな面おも持もちでシャオが空とぼけてみせる。


　初めてだった、この黒法師が微び笑しよう以外の表情を見せたのは。


「──え？」


　それはどういうこと？


「トレミア・アカデミーのミラー教師。セラフェノ音語内に隠かくされたもう一つの言語──セラフェノ真言の存在に、彼はかなり早い段階でたどりついていた。もっとも、そこから先の分ぶん析せきには苦戦しているらしいけどね」


　表情を普ふ段だんの微笑に戻もどしてシャオがその先を綴つづる。


「調律者が用意した言語は二つ。一つが、一いつ般ぱんの名詠士が基本五色の名詠に使うために与あたえたセラフェノ音語。そしてもう一つが、調律者たちを詠よびだすための〈讃来歌オラトリオ〉に必要な言語。これこそがセラフェノ真言」


「まさかそれって──」


　昼間の映像が脳のう裏りを灼やき焦こがすように駆かけめぐり、ネイトは一歩後ずさった。


　今はっきりと思いだした、競闘宮コロセウムでクルーエルが詠うたったあの〈讃来歌オラトリオ〉だ。


　セラフェノ音語に酷こく似じしながらも何かが違ちがっていた。あの時彼女はそれをアマリリスから教えてもらったと言っていたが。


「Selah【セラ】,Ema【意志・力】,Laspha【主】,I【世界】などを代表に、セラフェノ音語においてはどんな状じよう況きようでも大文字で表記される単語がある。これらはセラフェノ音語において極きわめて重要な単語ではあるけれど、大文字にする必要はまったくない。発音上は関係ないからね。過去の記録を遡さかのぼってもそんな慣習もない────これは、とある可能性を人に示し唆さするためのものだった」


　光こう沢たくを放つ自らの唇くちびるに指先をあて、シャオは。





　セラフェノ音語はその構築に際し、何者かのごく個人的な意向に強く影えい響きようされている。





「──全すべてはこの可能性を示唆するため。調律者たちの狙ねらいは、適てき格かく者たる名詠士に自分たちの存在を知らしめること。セラフェノ音語はその役割の一いつ端たんを担になっていた」


　……言いたいことはわかる。でも。


「でも、それだけで調律者の存在を感知しろというのは無理だと思う」


　シャオの言葉に割りこむかたちで、ネイトは首を横に振ふった。


　セラフェノ音語が何者かの意向を強く受けていることは推測できても、調律者の存在はそこに出てこない。


「そうだね、でも大切なことは『セラフェノ音語は何者かの思おも惑わくにより構築されている可能性がある。では、その何者かとはいったい誰だれなんだ』程度の疑問でいいんだよ。そのささいな疑問を忘れずに抱かかえ、名詠式の真実に迫せまれる名詠士。それこそがミクヴェクスとアマデウスが望んだ、自らを名詠するに足る器うつわの持ち主なんだから」


「そんな人が……」


「いる、それもこの時代に」


　いるわけない。そう言おうとする前に黒法師は断言した。


　そして、ゆっくりと。


「詠えない名詠士」


「……カインツさん!?」


　詠えない名詠士──彼の名声を妬ねたむ人間から裏で、今では公然とささやかれている異名。


　名詠式の由ゆ縁えんたる〈讃来歌オラトリオ〉。だが虹にじ色いろ名詠士として五色の名詠を制せい覇はした時以外、彼が詠う姿を見た者は皆かい無むに等しい。それほどまでに彼は詠おうとしないのだ。


「ネイト、かの虹色名詠士と親しかったね。そんなあなたでも、一度でも彼が〈讃来歌オラトリオ〉を詠う姿を見たことはあった？」


　答えは否だ。


　競演会コンクールのあの事態の最中すら、彼が詠うことは一度としてなかった。


「カインツは詠えないんじゃなく詠わないんだ。彼が〈讃来歌オラトリオ〉を詠ったのは、虹色名詠士になる場面を含ふくめてもほんの数回。プライベートにいたっては一度きり」


　……一度きりのプライベート、それはもしかして。





　Isa Ze eme煌めく鈴を shanei pel贈ります





　sm celeわたしは U poweあなたを da lisya愛〈のぞ〉みます　lor besti眩しく muzel ende鋭く kele-l-lovier美しい





　ufe lef 苔むしたwinclie泉に da tis七色の葉は raqie hudaこぼれ　Yer sheその小さな音色が eme getie hyne U poweあなたを彩る贈り物





　エルファンド名詠学舎の卒業式で。


　虹色名詠士が、かつて母に贈おくったという未完成の虹色名詠。


「カインツ・アーウィンケルが〈讃来歌オラトリオ〉を詠わない理由は二つ。イブマリーの前以外で〈讃来歌オラトリオ〉を詠いたくないという個人的なもの。でももう一つ、名詠士としてカインツは詠いたくない理由があった。先に言ったセラフェノ音語に組みこまれていた調律者たちの意図。彼はそこに気づき、セラフェノ音語に対して疑念を持っていたんだ。セラフェノ音語が生まれた背景にね」


　氷雪の風が吹ふき抜ぬける街、フェルン。


　そこの宿舎で、彼は確かに言っていた。





〝名詠式は、いつ誰だれが最初に創造したのかな〟


〝この世界の歴史にまるで記き載さいされていない、名詠式の成り立ち。セラフェノ音語もそうだ。誰が創造し、いつから用いられたかもわかっていない。なのにそれをボクらは当然のように使う。いつどこで、誰が創造したものかも分からないまま、確かめようとしない。まるで遥はるか過去から、それを知ることが禁忌タブーとされているかのようにね〟


〝そしてこれは、クルーエルさんが残したとある一言に結びつく──大人は、大事なものを忘れてる。ボクはこの台詞せりふをサリナルヴァを通じて聞いたんだけど、その時妙みような違い和わ感かんを感じた。大人ボクらは忘れているのではなく、何か大きな流れによって忘れさせられてしまったんじゃないかって〟





「名詠式に対するカインツの疑念が肥大化したのは、トレミア・アカデミーの競演会コンクールに参加した時。多くの生徒や教師の前で、ミクヴァ鱗りん片ぺんの封ふう入にゆうされた〈孵石エツグ〉から五色のヒドラ──Redgryum＝Arkielレデユグリム・アーキエル【盈みつるる嘖とが色いろの蛇へび】が孵ふ化かした光景を見た時だった。思いだしてごらん。あの時、何がおかしかったかを」


「おかしいこと？」


「そう、あの名詠生物が名詠されるのは、名詠式の原則に従うなら何かが矛む盾じゆんしていた」


　名詠者がいる。あの学生だ。


　触媒カタリストも〈孵石エツグ〉だからおかしくない。


　……〈讃来歌〉は？


「まさか！」


「そう、水蛇ヒドラは本来なら青の真精。それが五色の首を持つ強大な変異種として名詠された。ならばアレもまた第一音階名詠ハイ・ノーブルアリアに属する真精であることは容易に想像つく」


　真精に〈讃来歌オラトリオ〉は必ひつ須す。だがあの五色のヒドラは偶ぐう発はつ的に名詠されたもの。〈孵石エツグ〉を盗ぬすみだしたあの最上級生が、ヒドラの〈讃来歌オラトリオ〉を知っていたはずがない。


　なのに五色のヒドラは生まれた。セラフェノ音語の〈讃来歌オラトリオ〉も用いずに。


　名詠式の完全不完全性──名詠式に組みこまれている、人の意識と実際の現象の乖かい離り。


　その現象を直じかに体験することで、カインツは胸に抱かかえていた疑念を確信。名詠式の奥おくに秘められた調律者たちの存在を看破した。


「つまり、カインツさんが調律者を詠よびだせる名詠士？」


「そう、と言いたいところだけれど」


　うなずくそぶりをみせながら、その一歩手前でシャオが首を振ふるのを止やめた。


「カインツは違ちがう道を選んだ。ミクヴェクス、アマデウス。調律者たちを名詠のぞむのではなく、彼は自分の名詠を虹色に──調律者でなくイブマリーを選んだ。それはある意味、調律者たちの意図をも超こえてしまったと言っていいかもしれない」


　あの時、競演会コンクールで彼が見せた名詠は──





〝世界中の誰もがその眩まぶしさにまぶたを閉じる。ただ光こう々ごうしいからではない。誰もがその輝かがやきを見て自然と悟さとったからだ。この輝きは自分たちを祝福するものではない、と〟


〝この光が真に照らすのは唯ただ一人〟


〝かつて一度として陽ひを浴びることのなかった少女のため〟





　調律者たちが自分を名詠させるために創造した空白名詠でもなく、人に恩おん恵けいとして授さずけた五色の名めい詠えいでもない。調律者たちの意識の外で生まれた新たなる名詠。


　それがカインツの虹にじ色いろ名詠。


　……やっぱり、あの人は本当にすごいんだ。


「そうだね。彼が成しえたものの難易度は、言葉では到とう底てい語ることができない。でももう一つあるんだよ。虹色名詠とほぼ同時期に完成した、この世界に生まれた奇き跡せきの名詠式。いや、異い端たんと言った方が適切かもしれない」


　カインツの虹色名詠とほぼ同時期に完成。


　異端の名詠。それはまさか……





〝ボクと勝負しないか？〟





「虹色名詠が空白名詠と根本から異なる色であるならば、こちらは空白名詠と根を一つにしながらも空白名詠と真逆の色の花を咲さかせた名詠。空白名詠と真逆の、対たい峙じする名詠。そう、あなたの夜色名詠がそれだ。ミクヴェクスとアマデウス、二体の調律者をも驚おどろかせた想定外の名詠式」


　……母さんの夜色名詠が、もう一つの想定外の名詠式。


　夜色名詠が異端とされる本当の理由、ネイトはようやく悟った。


　五色の名詠から外れているから異端なのではない。名詠式の源流たる空白名詠から外れているからこそ、夜色名詠は異端だったのだ。


　が──


「けれどそれは、あなたとクルーエルにとって果たして望むべき結果だったかな？」


　シャオの双そう眸ぼうに映る謎なぞめいた輝きに、その想おもいは一いつ瞬しゆんで霧む散さんした。


「……どういうこと」


「順に話してあげる。ここでようやくアマリリス、そしてクルーエル・ソフィネットの存在が重要になってくるんだ」
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「ふーん、ちび君の夜色名詠ってなかなか大したもんってことか」


　苦く笑しようは心の内側に留とどめ、エイダは表情を引きしめた。


　異い端たんの名詠式と言えば身構えてしまいそうなものだが、今こうして身近に感じられるのは、転入してきたばかりのネイトがあまりに幼く、そして人なつこかったせいだろう。


「ま、その一方でそれを望まないヤツもいたらしいけどな」


　鎗やりを肩かた先さきで担かつぐ姿勢で、アルヴィル。


「それがクルーエルに宿ったアマリリスってわけか？」


「そうそう、お前も物わかりが良くなったじゃねえか」


「アルヴィル……あたしはな」


　肺の呼気を溜ため、一瞬で吐はきだした。


「あたしは、今までの説明なんて説明されても嬉うれしくないんだよ。名詠式がどうして生まれたのかとか、名詠式にこめられた意図とか、そんなのあたしには関係ない！　調律者も何も知ったことか！」


　あたしはあたしだ。


　祓名民ジルシエで、名詠学校の生徒で、そしてクルーエルの友人だ！


「あたしが一番気にしてるのはあの子のことなんだよ！　クルーエルとアマリリスの話になるかと思えば、さっきから話題に出てるのはアマデウスとミクヴェクスって奴やつだけだ。同じ調律者のはずのアマリリスはどこいった！　クルーエルが調律者だって言っておきながら、クルーエルのことだってまるで話に出てきてないじゃないか！」


　名詠式のことより何より。


　自分は、同じ学校の友達のことを気にしてやりたい。


「急せくなよ。だけどよ、どのみちそれを知ったって忘れることになるぜ。アマリリスのこともクルーエルっていうお嬢じようちゃんのことも」


「……どういうことだ」


　返す言葉から威い勢せいが消えた。


　毒気を抜ぬかれたわけではない、この男の言葉があまりに突とつ拍ぴよう子しもなかったからだ。


「お前、今まで会ってきた人間て全員顔と名前覚えてるか？」


「は？」


「無理だよな、忘れちまう。俺おれだって無理だし、誰だれだってできやしない」


「アルヴィル……さっきから何言ってるんだ」


「昔の記き憶おく一日一日のこと全部覚えてたらどうなるんだろうな。俺はきっと苦しいと思うぜ。忘れられるから救すくわれるってこと、絶対あると思う」


　独り言のように、そもそも鎗を構える自分すら眼中にないように、アルヴィルの視線はどこか遠くを見つめていた。


「でもな──もし、自分のことも他人のことも全部背負って記憶してる奴がいるとしたら、記憶するだけのために生まれた奴がいるとしたら、そいつは何が楽しくってこの世界にいるんだろうな」




　緋奏　『百億の星にリリスは祈いのり』
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　そこは、自分の泊とまる宿舎から歩いて数分にある公園だった。


　誰一人いないもの静かな公園。噴ふん水すいは水を止め、ブランコは静止したまま動きもしない。


　静まった夜の公園に音はなく、ほのかな夜光灯だけがぼんやりと輝かがやいていた。


　そんな閑かん散さんとした空間で。


「わたしは──」


　拳こぶしを握にぎり、クルーエルはぐっと息を呑のみこんだ。


「わたしは普ふ通つうだよ」


『普通とは、何が普通なんだ』


　その答えは目の前の木製のベンチからだった。ベンチに座すわり、自分を見上げる夜色の名めい詠えい生物。


「何って……全部だよ」


　トレミア・アカデミーから離はなれて実家に帰れば、普通に暮らしている両親がいる。お金持ちの家なんかじゃなく、これといって有名な家系というわけでもない。


　名詠学校の生徒として入学試験を受けて、平均より少し下くらいの順位で合格した。特別な成績なんかじゃない。授業だってそうだ。わからない宿題はミオに見せてもらったり、授業中もつい睡すい魔まに負けてウトウトしちゃうこともある。


　ミオやエイダ、サージェスなんかと仲が良くて、ネイトが気になるって言えばそれを良いようにからかわれて……そんな、周りの子と何一つ変わらない女の子だと思ってる。


　調律者？　違う、わたしは普通の女の子だもの。


『小こ娘むすめの名詠式についても普通と言えるか』


「……それは……」


『調律者が触媒カタリストに組みこんだ後罪クライムという制限。それを打ち破り、幾いく度どでも名詠式を行えるのは、同様に調律者の力を持つ存在のみ──そうは思わないか』


「だって、そんなのできちゃうだけだもん。仕方ないじゃない！」


　公園でこの名詠生物からずっと話を聞いていたけど、もう限界だ。


　わたしが人じゃなくて、むしろ名詠生物に近いだなんて、そんな突とつ然ぜんにわけわからない話なんて聞きたくない。


『どこへ行く』


　背を向ける自分に、背後からの声。


「帰る」


『帰るとは、どこへ帰る？』


「宿に決まってるでしょ。帰って寝ねるの。明日だって早いんだから」


　もう明日には学園に戻もどれることになっている。


　競闘宮コロセウムのことは全部シャンテさんたちが引き受けてくれるって言ってるし、あとはお土産みやげを買ってトレミアに帰りたい。


『そうか、ならそうするといい。時間を取らせたな』


「……引き留めないの？」


『我は選せん択たく肢しを与あたえるだけだ。我とアマリリスの話を聞かないことを選択したとしても、小娘が自分の意志で選んだことならばな。いつぞやの競演会コンクールでもそうだったはずだ。もう忘わすれてるかもしれないがな』


　競演会コンクール、迫せまる自分の番。


　間近でミオやネイトの発表を見て、思いに耽ふけっていた時のことだった──





〝自分だけ簡単な触媒カタリストを使い、簡単な名詠で済ます。いまお前はその息苦しさを感じている。他人の挑ちよう戦せんする姿と自分の姿を比べてな〟


〝再び殻からに籠こもるか、それとも外に出ようと足あ搔がくか。その判断は自分でしろ〟





　忘れるわけがない。


　この夜色トカゲは偉えらそうなことばっかり言ってくれて、なのに決めるのはわたしに押おしつけてくる奴やつだった。


「……ネイトに詠よばれて、少しは性格も改善したと思ってたわたしがバカだったわ」


『あいにく頑がん固こなのは名詠者譲ゆずりでな』


　翼つばさをたたみ、ベンチの背もたれの部分へ器用にアーマが着地する。


　わざわざ大きく溜ため息いきをつき、クルーエルもベンチの端はしに背を預けた。


『帰らないのか』


「わたしはこのベンチで座ってるだけ。あなたが話したいならご自由に！」


『小娘は変わったな』


「ええ、どうせ意地っ張りになったとか言う気でしょ。どうせわたしは──」


『少し羨うらやましい』


　……羨ましい？


　まるで似合わぬ単語を発した相手をまじまじと見つめた。


『我やイブマリーでなく、お前のように快活な人間の方がネイトには似合っているらしい。アレは母親に似て引っこみ思案だったが、最近は多少マシになった。誰だれかさんの影えい響きようがそれなりにあったのだろうさ』


「……誰かさんて、わたし？」


　わたしがネイトに影響、そんなことあったっけ。確かに最初よりずっと頼たのもしくなったとは感じるけど、それはネイト自身の頑がん張ばりだと思っていた。


『知らぬは本人たちだけということだ。さて時間もない。先の話だが──』


「あのね、その前に一つ訊きいていい」


　真横を見つめる。


　背もたれに立つその相手と、視線の高さはちょうど同じほどだった。


「調律者の中にアマデウスっていたでしょ。それは……あなたじゃないの？」


『根は同じだが、今はまるで違ちがう存在だな』


「じゃあ、あなたは何なの」


　前から疑問に思ってた。


　名めい詠えい生物なのに、こいつだけはいつまでもこの世界に留まっている。


　それもたぶん自分の意志で、自由に。


　目を疑うくらい巨きよ大だいな竜りゆうになったり、今のような小さい姿でいたり。


『それも、これから先を見ればわかる』


「見る？　聞くじゃな──」


　……これは。


　自分たちの座るベンチの周りが、ほのかな赤い光の渦うずに包まれた。


　光の中、風に舞まうように宙を踊おどる緋ひ色いろの花はな弁びら。それはアマリリスの花弁だった。


　花弁が集まって環わを描えがき、自分のよく知るかたちを形成する。


「名詠門チヤネル、どっ、どうしたの？」


『アマリリスから詠ばれているだけだ、何なら目をつむっていろ』


　アーマの言葉が徐じよ々じよに小さくなり、そして──
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　真っ黒い水を満たしたような、冷たく澱よどんだ空間だけがあった。


　どこまでも澄すんでいるのに何も見えず、ただ自分がそこに漂ただよっている。手を伸のばしても空くう虚きよな何かを摑つかむだけ。その何かも、摑んだそばから指の隙すき間まをくぐって逃にげていく。


　摑みたくても摑めない。何一つ触ふれることも、抱だきしめることもできない。そんな限りなく不安で孤こ独どくな世界。


「ここって……」


　一いつ瞬しゆん周囲を眺ながめ、クルーエルは胸むな元もとに手を添そえた。


　アマリリスに閉じこめられた時の世界だ。この真っ暗で寂さびしい世界。


『覚えているか』


　肩かたに何かが乗った感かん触しよく。ふしぎだ。真っ暗な空間なのに、この夜色の名詠生物の姿がはっきりと伝わってくる。


「……忘れるわけないよ。こんな悲しい場所」


『悲しい場所か』


　アーマが繰くり返す。その言葉を嚙かみしめるように。


『その悲しい場所にアマリリスは、何千何万年と独りで耐たえていた。本来この場所に置き去りにされていたはずのお前の代わりにな』


「……アマリリスがわたしに代わって？」


『アマリリスの記憶ことばに耳を傾かたむけろ、お前の全すべてがここにある』


　目の前が、一瞬昼間のような眩まぶしさに包まれた。


　虚こ空くうの一角から、一ひと条すじの淡あわい光が木こ洩もれ日びのようにそそぎこむ。雪のように白い光に照らされ、わずかながら周囲の様子が目に映った。


「……なに…………これ」


　カツッ──足先に触ふれたのは、おもちゃの木馬だった。


　積み木。


　絵本。


　子供が遊ぶような玩具おもちやがいくつも転がっている。


『足あし下もとより前を見るんだな』


　言われるままに顔を上げ──


　その先に、十歳にも満たないであろう少女が立っていた。


　緋色の髪の少女。身にまとう服もなく、まだ幼げな手足と白い素す肌はだが光の下に露あらわになっている。感情をまるで映さぬ瞳ひとみに、大おお粒つぶの涙なみだだけが泉の水のように頰ほおを濡ぬらし、その頰を拭ぬぐうこともなく少女は立っていた。


『あの娘むすめ、誰だと思う』


「誰って……」


　あの緋色の髪、面おも影かげ。あれはまるで──


『小娘、お前だ』


「うそ……だってわたし、こんな場所にいた記き憶おくなんてないよ！」


『それは、アマリリスがお前の記憶を自分の記憶として背負っていたからだ。お前が記憶の重荷に苦しむことのないよう、自らの記憶としてここに閉じこめた。だからこそ、この世界の名は──アマリリス独どつ界かい』


　光が照らす先、とぼとぼと、もう一人の少女が歩いてきた。


　光の当たる中心地に佇たたずむ幼い自分、それと酷こく似じした姿の少女。手には小さな人形。


「あ、アマリリ……？」


　振ふり返ると思った。けれど彼女は自分のすぐ横を通りすぎていく。無視じゃなく、本当に気づいていないかのように。


『言ったはずだ、これはアマリリスの記憶だと。過去既すでに在った光景の再現に過ぎない』


　……そっか、このアマリリスにはわたしが見えてないんだ。


『クルーエル、そんなに泣いたら顔が腫はれちゃうわ』


　人形を手にしたまま、アマリリスは泣きながら立ちつくす少女へ。


　少女からの返事はない。


　小さく吐と息いきをつき、アマリリスがその指先で少女の頰を拭ってやる。


『あのね、今日は人こ形れを持ってきたの。気に入ってもらえるかしら』


　少女の手を取り、愛らしい人形をその小さな手に握にぎらせる。


「…………」


　とさっ


　乾かわいた音を立て、人形が床ゆかに落ちる。


『……そう、そうよね。こんなものじゃ、あなたの苦痛は拭えないものね』


　人形を床に座すわらせるアマリリスの表情は、悲ひ愴そう。


「あ、あのさ？」


『なんだ』


「……もしかして床に置いてあった絵本とか積み木も』


『アマリリスが持ってきたものだ、お前のためにな』


　──そんな。


「わ、わけわからないよ！　なんでわたしがここにいて泣いてて、アマリリスが用意した玩具とかも全部床に捨てちゃうの！」


『見ていろ』


　アーマの言葉が終わるより先、少女の身体からだが透すけていく。


　アマリリスが拭ふき取った目元から、また小さな雫しずくが流れ落ちていた。


　……あれは、どういうこと。少女わたしに何が起きてるの。


『クルーエル、もう始ツまアりラのベ島ルに行く時が来たのね。これで５８９回目……』


　少女が消え、床に涙の痕あとだけが残る。


　それもまた風に溶とけるように消しよう滅めつし、光の中にはアマリリスだけが残っていた。


『愚おろかな蛇へび、愚かな竜りゆう、愚かな争い。わたしには止められない……待っててクルーエル、あなたを救ってくれる人を必ず見つけてあげるから』


　背を向け、アマリリスもまた暗がりへと消えていく。


　……わたしを救ってくれる人？　それに、始ツまアりラのベ島ルって。


『追わなくていいのか』


「え？」


『アマリリスを追わなくていいのか？』


「っ！　う、うん！」


　まるで視界のきかない黒の空間を、ほとんど直感だけで追いかけた。


「ま、待って！　わたし、あなたのこと────」


　声が届かないとわかっていてなお、クルーエルは精せい一いつ杯ぱいの力で叫さけんだ。


　……なんだろう、この気持ち。


　胸が苦しい。大声で泣きたい気分だった。


　謝あやまらなくちゃいけない気がする。何もかも知らないまま……ううん、きっと今もわからないままだけど、わたしずっとアマリリスの気持ちを誤解していた気がする。


「お願い、待っ────」


　目の前が再び光に照らされた。


　ほのかに薫かおる、草と花と土の匂におい。


　たった二メートル四方程度、そこには緋ひ色いろの花が咲さき乱みだれる小さな庭園があった。





『始まりは、愚かな竜と愚かな蛇の争いだったわ』





　庭園に膝ひざをつき、アマリリスが緋色の花々に語りかけていた。


『二つの名もなき意志法則体。


　あえて言うならば、変遷うつろう者ものと不変うつろわざる者もの。


　どちらが人の世界を見守るか。どちらが人に愛されるか。


　審しん判ぱんを子ヒト自らに委ゆだねるため、竜と蛇は、かつて互たがいが衝しよう突とつした力エマの余波を利用して名詠式を構築した。構築した上で、名詠式に符ふ合ごうするよう互いに自らに名を与あたえたの。


　それが


　変遷うつろう者もの


　Clar eleクレア・エル・ Selahphenoセラフエノシアス＝ sia-s-Armadeusアマデウス【アマデウス　ただそこに歌を願う者】


　不変うつろわざる者もの


　Riris eleリリス・エル・ Selahphenoセラフエノシアス＝ sia-s-Miqveqsミクヴエクス【ミクヴェクス　ただそこに約束を願う者】


　変化と成長を好むアマデウスに対し、ミクヴェクスは永遠と完全を好む。


　そのどちらもが、今で言う空白名詠の調律者。


　五色の名詠式を人に与え、人に愛されることを望み続ける存在。


　セラフェノ音語、触媒カタリスト、五色の分ぶん岐き。名詠式に組みこまれた制約をたどることで、人は自然に調律者の存在を知覚する。たどり着いた者が適てき格かく者であれば、調律者は自らを名詠するための真なる言語──セラフェノ真言と、それによる〈讃来歌オラトリオ〉を与えるわ。


　アマデウス真言〈全ての歌を夢見る子供たち〉


　ミクヴェクス真言〈全ての約束された子供たち〉


　それがこの二つ。そして時は過ぎ……最初に調律者の存在を察知しミクヴァ鱗りん片ぺんを手に入れたのは、アマデウスの適格者だったわ。


　アマデウスはその名めい詠えい士しにアマデウス真言を授さずけ、調律者アマデウスが名詠された。


　……でも、話はこれで終わらなかった。


　そう、悲劇はここから始まったの。終わらない悲劇の始まり』





　手元の花を愛めでるように撫なでるアマリリス。


　小さく長い、消え入るような吐と息いきが彼女の口からこぼれおちた。





『調律者としての〈その意志に牙剝く者アマデウス〉が名詠式を司つかさどる世界で。何百年という時が過ぎた頃ころ、アマデウスとミクヴェクスは再び抗こう争そうを開始した。


　人の名詠式の使い方が変化しつつあるというのが、その理由。


　百年が過ぎ、千年が過ぎ……調律者が恩おん恵けいとして与えた名詠式はいつしか争いの手段として用いられ、本来の道から外れかかっていたから。


　自らの成長を好むアマデウスは、人が自らそれに気づくことを望んだの。自じ浄じよう作用というほど大げさではないけれど、自分たちで見み出いだすことを願った。


　一方、完全を望むミクヴェクスは、名詠式の概がい念ねんを組みかえることを提案した。それは名詠式に対する人の認にん識しき──名詠式は単なる見せ物に用いる道具、争いに用いる道具だという認識を消去し、もう一度新たな理想図を与えることを意味する。


　……そして、二度目の争いが始まったわ。


　今度はミクヴェクスの適格者が先に真言を詠うたい、ミクヴェクスが名詠された。


　ミクヴェクスは人の意識の中から名詠式に関するものだけを消去し、新しい名詠式の概念を与えた。今度こそ人が、名詠式によって助けあい愛しあって生きられるように。


　ミクヴェクスとアマデウスの抗争は、一度目はアマデウスの勝利、二度目はミクヴェクスの勝利で終わったわ。


　……だけど、それで終わらなかった。


　人は決して強くない。二度目の抗争に勝利したミクヴェクスから新たな名詠式の理想図がいねんを与えられても、数百年の後にはまたそれを争いに利用してしまったの。


　結局、振ふり出しに戻もどってしまった。


　皮肉なものね……アマデウスとミクヴェクスどちらが勝とうとも、人は名詠式の使い方を誤ってしまうんだもの。そしてそのたびに二体は互たがいを非難し、もう一度名詠式の統制権を巡めぐって争いを引き起こす。


　調律者を名詠できる器うつわの名詠士が現れるのが、おおよそ数百年に一度。つまり一度の争いに数百年を費やし、それがさらに何百回と続く。


　でも、調律者たちは止まろうとしなかった。


　なぜならこれは愛する人のためだから。


　確かに、人が道を外れて名詠式を争いに使うのならば、道を示してやることも時として必要なことかもしれない。それは人にとっても決して悪いわけではないわ。


　調律者たちの争いはあくまで人の認識の外で秘ひ密みつ裏りに行われている。人に迷めい惑わくをかけることはないし、そもそもどちらの調律者を選ぶというのも、人の選せん択たくによって行われたものだから。その上で名詠式が正しい方向に行くのであれば、何も問題はない。


　……そう、実のところミクヴェクスとアマデウスの争いというものは、人にも調律者たちにも、決して不幸なものではないの。


　ミクヴェクスの願いにしてもそう。全すべての子に完成された名詠式を与え、祝福することを約束する。それがミクヴェクス真言〈全ての約束された子供たち〉だから。


　でもその中で……たった一人だけ、祝福から外された存在がいた。


　それがクルーエル・ソフィネット。


　わたしの姉であり、人でありながら調律者でもある可哀かわい想そうな子』





「……わたしが……アマリリスの……姉？」


　アマリリスから思わず目を背そむけ、クルーエルは自らの肩かたに留まる名詠生物を凝ぎよう視しした。


　それを気にしてもないかのように、夜色の名詠生物はただ淡たん々たんと。


『あのお喋りアマリリスが、とうとうこの時までお前に伝えられなかったことだ』


「だ、だって、変だよ？　わたしはお母さんもお父さんもいるよ？　でも妹がいるなんて話聞いたことないもん！」


　生き別れた姉妹がいるなんて話もない。


　ネイトのように、わたしが孤こ児じだったなんてこともないはずだ。なのに。


『人としての家族はお前の言ったとおりだろうな。だが今アマリリスが告げているのは、名詠式の調律者としての姉妹という意味だ』


「……そんなっ！」


　いつしか、クルーエルは目の前の庭園のすぐそばまで歩みよっていた。


　すぐそこにアマリリスが座すわってる。


　手を伸ばせば、自分と同じ緋ひ色いろの髪に触ふれられるくらい近く。なのに、彼女の方は決してそれに気づいてはくれはしなかった。


　……当たり前だ、これは過去の再現なのだから。





『ミクヴェクスが名めい詠えいされた時。ミクヴェクスは人の意識の中から名詠式に関するものだけを消去し、新しい名詠式の理想図がいねんを与える。名詠式は単なる見せ物に用いる道具、争いに用いる道具だという認識を消去し、新しい活用方法を──でもこれには大きな欠点があったの。


　記き憶おく、思い出。それらは決して単体では存在しない。


　だってそうでしょ？


　名詠式の記憶と言ったって、ほかの友人との記憶と絡からまりあうことがあるし、名詠学校で芽生えた恋こいだって名詠式の思い出の一つと言っていい。記憶というのは、全てが密接に絡まりあって互たがいを支えあう根のようなものだもの。


　だから、名詠式に関する記憶だけを消去することはできない。できるとすれば、一度人の記憶の全てを消去し、そこから名詠式の絡まない記憶を戻してやることだけ。


　だからミクヴェクスは、人の記憶を一度消去する前に、それまでの人の記憶を全てどこかに記録しておかねばならなかったの。名詠式の記憶ごと消した後、また人に戻してあげるために。


　つまり、全ての人の全ての記憶と思い出を記録する存在が必要だった。


　すなわち『残ざん酷こくな純じゆん粋すい知性』。


　だからミクヴェクスは自らの眼を分身として創つくり変え、世界に遣つかわした。その目で世界中の全すべての事象を記録する、ミクヴェクスの分身を。


　それは一人の少女。


　……自らの役割に従い、少女は名を与あたえられたわ。


　人として生まれるがため、セラフェノ音語でなく人の言語により受名した少女。


　それこそが残酷なソフイア・オブ・純粋知性クルーエルネツト──すなわちクルーエル・ソフィネット、この世に存在しうる最も残酷で憐あわれな名の少女』





　ソフィア・オブ・クルーエルネット。


　クルーエル・ソフィネット。


「……わたしの名前は…………それじゃあ」


　意識が遠くなる。と、その瞬しゆん間かん、肩かたに鋭するどい痛みがはしった。


『前を向け』


　肩に留まっていたアーマが、その足の爪つめで引ひっ搔かいたのだ。


『小こ娘むすめ、らしくないのではないのか？』


「…………え」


『アマリリスがどんな心境で伝えているのか、察してやれ。お前にとっては何もかもが突とつ然ぜん、アマリリスのことも信じきれないのもわかる。だが見てみろ。目の前のアマリリスは紛まぎれもなく、お前を実の姉妹として慕したっているはずだ』


　……アーマ。


　わたしを気き遣づかってくれているの？


『単に事実を言っただけだ』


　その名詠生物がぷいと顔を背ける。


『だがな。妹が託たくそうとしていることを、姉が受けとめてやらないでどうする？』


「…………」


　無言で頰ほおの内側を嚙かみつぶした。


　そうだ、昼間の競闘宮コロセウムであの声を聴きいた時。頭が割れるように痛くなって、身体からだが熱で動かなくて意識が消えかかっていた時。


　アマリリスは言っていた。


〝〈ただそこに佇立する者ミクヴエクス〉との共鳴に苦しむあなたを見るのはすごく辛つらいの。苦しいのでしょう？　だから、わたしがその痛みも熱も寒気も、全部代わってあげる。あなたは少し休んでいなさい。終わったら、また起こしてあげるから〟


〝なんで、変だよ、絶対おかしいよ！〟


　あの時わたしにはわからなかった。


　なんでアマリリスがあんなにも優しく声をかけてくれるのか。


〝ねえ、どうして。……前から気になってた。なんでわたしに、そんな優しく言葉をかけてくれるの？　わたしがあなたの何だっていうの〟


　まるで友だちみたいに、ううん、それよりもっと親しく深い関係。


　まるで姉妹みたいな言い方で。


〝わたしからは教えられない。聞くなら、とぼけた夜の幼生にでも聞きなさい〟


　……あれは、そういう意味だったの？





『人として生まれた残酷なソフイア・オブ・純粋知性クルーエルネツトは、無意識の内に世界の全すべての経過を記録していく。


　一度役割を終えたとて、その身体は人として眠ねむることを許されず、ミクヴェクスの分身──つまり調律者として還かえっていく定めにあった。そして調律者として還った後、すぐまた人として世界に生まれ落ちることになる。


　ミクヴェクスが名めい詠えいされるまで記録し続ける。


　この記録に際し、残酷なソフイア・オブ・純粋知性クルーエルネツトに自身の記き憶おく、感情、自我は不要となる。これに先立って、ミクヴェクスは人の年ねん齢れいに対し、生まれてから十年を『無む垢くなる感情の時』と定めた。


　十歳までは人として生きながら、同時に残酷なソフイア・オブ・純粋知性クルーエルネツトの機能を果たす。


　けれどそれ以上になれば、クルーエル・ソフィネットとしての記憶と感情が成長しすぎ、記録体としての機能を阻そ害がいしてしまう。


　だから、人としてのクルーエルの記憶は十歳までしか許されなかった。


　十歳までは人の家族に囲まれながら。十歳を迎むかえてからは自我を失い、世界の端はしの始ツまアりラのベ島ルで、独りで世界の事象を見届けるだけの存在になるの。


　クルーエルは自らが保有する記憶、感情を忘れる。クルーエルに関かかわった人の記憶もまた、この段階でクルーエルに関する部分だけが消去される。


　その象しよう徴ちようが赤の第一音階名詠ハイ・ノーブルアリアの真精、黎明の神鳥フエニツクスならぬ不死の神鳥フエニツクス。この真精はミクヴェクスがクルーエルに与えた翼つばさ。クルーエルを護まもり、同時に監かん視しする存在でもある。


　名めい詠えい式しきの中で、不死の神鳥フエニツクスが特に珍めずらしいのはそれが理由。


　なぜなら世界中でそれを名詠できるのはクルーエル・ソフィネットだけだから。不死の神鳥フエニツクスは何百年というスパンで幾いく度どとなく目もく撃げき例があるけれど、それらは全て生まれ落ちたクルーエルただ一人の名詠によるものだった。


　こうしてミクヴェクスが名詠されるまで世界の事象を記録し、ミクヴェクスが名詠されれば、残酷なソフイア・オブ・純粋知性クルーエルネツトは記録していた記憶を放出して消失。次の争いでアマデウスが勝てば、またこの世界に送りこまれることになる。


　ミクヴェクス真言の願いは【あるべきものを、あるべき世界に】


　それはすなわち、全ての子に完成された約束を与あたえ祝福すること。


　けれどこの『全ての子』という範はん疇ちゆうに、クルーエルだけは入っていない。しょせんクルーエル・ソフィネットは、ミクヴェクスが現れるまでの代だい替たい者しやなのだから。


　ミクヴェクスが人として残酷なソフイア・オブ・純粋知性クルーエルネツトを遣つかわしたのは、偏ひとえに人を愛していたことの証あかし。けれどミクヴェクスは、自らの一部である残酷なソフイア・オブ・純粋知性クルーエルネツトを自身そのものと認識し、愛という器の外に置いた。


　ミクヴェクスが名詠されるまで永遠に生を繰くり返し、自我を得ては奪うばわれることを繰り返す定め。愛した記憶も愛された記憶も奪われてしまう。ミクヴェクスが名詠されれば、全ての役目を終えてミクヴェクスの眼に戻もどり、存在の全てが消しよう滅めつする。


　……愚おろかなる竜りゆうと蛇へびの争いの結果生まれた、憐あわれな使い捨ての存在』





「それが……わたしなの？」


　さっき見た、幼いわたしはあの時、立ちながら泣いていた。


〝そう、もう始ツまアりラのベ島ルに行く時が来たのね。これで５８９回目……〟


「ねえ、教えて……」


　肩かたに留まる名詠生物を胸に抱いだき、クルーエルは力いっぱい抱だきしめた。


「さっきのアマリリスが言ってたのは、そういうことなの!?」


『そうだ。小こ娘むすめが見た光景は、調律者の争いが既すでに５８９回に達した後のものだ。一度の決着がつくまでに最低でも数百年。千年を数えることもあった。それが５８９回。もっとも小娘はそれを覚えていないはずだ。それを思いだすのは残酷なソフイア・オブ・純粋知性クルーエルネツトとしての役割に目覚め、自じ我がを失ってからになる』


「……そんなのってないよ」


　力を失った両手でアーマを手放し、クルーエルはその場にしゃがみこんだ。


　どうして？　うそ。きっと何かの悪い夢でも見てるだけだ。誰か……そう言って。


「そんなの……嫌いやだよ！」


　ミクヴェクスというのが名詠されれば、ネイトのことも全部忘れてわたしの身体からだも記き憶おくも消えちゃうってことでしょ？


　彼がどんなにわたしの名前を呼んでも、わたしは返事を返すことだってできなくなる。ネイトもわたしの存在を忘れ、もう二度と巡めぐり会うこともない。


　そんなの、そんなの絶対嫌だ。


「ねえ……」


　うつむいた顔を懸けん命めいに持ちあげ、クルーエルはその先の相手を見み据すえた。


『なんだ』


「わたし、十六歳だよ？……まだ、わたしはわたしの意識があるよね」


　アマリリスの言葉が正しいならば、自分は十歳で自我を失うはず。でもわたしはちゃんとこうして自分のことを覚えてる。記憶も失っていない。


　これはどういうことだろう。


『そうだ、それこそがアマリリスが懸かけた一いち縷るの望みの結果だ』


　……アマリリス、そうだ。肝かん心じんの彼女はどうしたんだ？


　今までの話はアマデウスとミクヴェクスの争いだけじゃないか。調律者であるはずのアマリリスはまったく出てきていない。


『小こ娘むすめ、ここからのことを心に留めておけ。アマリリスがどうしてお前の妹で、何を望んでいるのか、アマリリスが求めた真言ねがいはこの先にある。お前がお前でいられる可能性があるとすれば──』


　アーマが見つめる先で、アマリリスが立ちあがっていた。





『アマデウスとミクヴェクスの争いが６００回を超こえた時──人の年月で換かん算さんするなら何万年という年月が経過した時、つまり残酷なソフイア・オブ・純粋知性クルーエルネツトもまたそれだけの生を与あたえられた時のこと。


　驚おどろくべき変化が起きたわ。


　人としての意識があるのは一生に数年だけど、それを何百回と繰くり返かえすうち、残酷なソフイア・オブ・純粋知性クルーエルネツトは人としての自我だけでなく、ミクヴェクスとは別に、孤こ立りつした調律者としての自我をその身に宿したの。


　自我を与えられ、奪うばわれ、人として愛した記憶も愛された記憶も忘れる──そんな鎖くさりに繫つながれた人形に、かりそめながらも確かな命が吹ふきこまれた瞬しゆん間かんだった』





　アマリリスが泣いていた。


　喜びか悲しみかもわからない。


　自らの頰ほおを伝うものを拭ぬぐうこともなく、その少女は──





『生まれた自我は、厳密に言えばクルーエルの自我ではない。それは鎖に繫がれた彼女の、永と久わの苦痛の中で生みだした自己防衛の拒きよ否ひ反はん応のうが育ったものだった。


　それがわたし。


　クルーエルより分化した、クルーエルのもう一つの自我。クルーエルを守るためだけに生まれた名もなき存在。


　調律者としての意識に目覚めたことで、わたしは自らに名を与えた。


　この宣名儀ぎ礼れいにより、わたしもまた名めい詠えい式しきの調律者となった。あくまでミクヴェクスが母体であることは変わらないけれど、ミクヴェクスが人の世界に名詠されていない間に限定すれば同等の力を行使できる。


　受肉ならぬ受名。わたしがわたしに与えた名は二つ──


　Armaririsアマリリス【その約束に牙きば剝むく者】


　clue-l-sophie necktクルーエ・ル・ソフイ・ネクト【緋色の背約者】


　ミクヴェクス真言が〈全ての約束された子供たち〉であるというのなら、わたしはその約束に牙を剝く。


　……母体たるミクヴェクスに背そむいてでも、わたしはクルーエルを助けたかった。


　それはミクヴェクスからの解放。


　調律者として生きるか人として生きるか、それを姉自身に選ばせてあげたかったから。


　それがわたしの真言ねがい。


　アマリリス真言〈全ての目覚める子供たち〉。


　黎よ明あけと共に目覚め、どうか全ての子と共にクルーエルもまた歩いてほしい。


　ミクヴェクスの覚めない夢を、どうか終わらせるために……


　その願いの象しよう徴ちようが黎明の神鳥フエニツクス。


　永遠の象徴たる不死の神鳥フエニツクスではなく、クルーエルを黎よ明あけへと導くために』





　ではわたしの黎明の神鳥フエニツクスも、アマリリスが贈おくってくれたものだったの？


『あアのマおリ喋リりスが、お前の前ではどうしても伝えられなかったことだ』


「…………」


　……ずるいよ。


　なんで、なんで面と向かって言ってくれなかったんだろう。


『人も調律者も決して強い心を持っているわけではない。小娘のほかにもう一つの自我があると知れば、小娘は困こん惑わくしたはず。だから他人をよそおう必要があったのだろうな』


　目の前に自分の望んだ人がいるのに、伝えたいことも伝えられない。


「わたしの前でさ……アマリリスはずっとそれを言いたくて我が慢まんしてたのかな」


　言わなくてはいけないけれど、それを言ってわたしが傷つくのを知っていた。


　だから今日この日まで、限界まで時を待つしかなかった。


　わたしが、せめてその重みに耐たえられる心の強さを持てるまで。


『渇かつ望ぼう、その願いに飢うえていたと言うべきだろうな』


「……わたし、アマリリスに謝あやまらなくちゃいけないのかな」


　目の前の小さな箱庭を見続けるのが辛つらかった。あの幼いアマリリスの横顔を眺ながめる、ただそれだけで呼吸が苦しくなる。


『ならばこの記憶ことばの先を見届けろ。それが何よりの応こたえになる』


「……わかってるよ」


　そう、それしかないんだ。わたしが今できること。





『待ち続けたわ。百年、千年……無数の月日を数え、願い続けた。クルーエルをミクヴェクスから解放できる者が現れることを。


　そしてアマデウスとミクヴェクスが６６９回目の争いに突とつ入にゆうした時、この世界には空白名詠を凌りよう駕がする可能性を秘ひめた者が現れた。


　カインツ・アーウィンケル──虹にじ色いろ名詠士。


　調律者が設定した名詠式の不完全性の一つ、名詠五色の同時達成の不可という条件を打ち破っただけでなく、さらに五色でも空白でもない新たな輝かがやきをもたらした男。


　五色の名詠も空白名詠も、今まであった名詠式は全すべてアマデウスとミクヴェクスの衝しよう突とつの内側で存在していた。けれど虹色は調律者の意志の外、二体の争いの外にある。


　虹色は空白名詠と別に存在する、空白名詠に対たい抗こうしうる可能性。


　だからこそあの輝きならクルーエルを照らし、救いだせるかもしれない。……わたしはそれに懸かけるしかなかった。


　でもその一方で、ミクヴェクスの適てき格かく者にシャオという存在が現れた。


　シャオ、真なる敗者の王。


　誰より強く澄すんだ願いを持つ救世者。６６９回目の抗争期、まさにミクヴェクスが望んだ究極の器を持つ名詠士もまた、同時期に現れるという皮肉な現象が起きたの。


　この時既すでに、アマデウスはある理由により適格者を持つことがなくなった。アマデウスとミクヴェクスの戦いでは、シャオを得たミクヴェクスが勝つことは必至。


　だからこそ、カインツに望みを託たくすしかない。


　……わたしは懸けにでた。


　六年前、ちょうどクルーエルが十歳で自じ我がを失う直前のこと。シャオは始ツまアりラのベ島ルに眠ねむるミクヴァ鱗りん片ぺんにたどり着き、ミクヴェクスを名詠しようとした。


　わたしが行った妨ぼう害がいは名詠門チヤネルへの強制介かい入にゆう。ミクヴェクスの代わりにわたしが名詠門チヤネルを通してこの世界に名詠された。その時の力の暴発現象が風の砕けた日ゲシユタルロア。


　母体ミクヴェクスの名詠妨害、そして母体からの離り脱だつによりわたしは力のほとんどを使い果たしたけれど、一定の成果はあった。


　ミクヴェクスは再び眠ねむりにつき、シャオはわたしを警けい戒かいして始ツまアりラのベ島ルを離はなれた。


　そして何より、クルーエルの自我は失われず継けい続ぞくした。これは残酷なソフイア・オブ・純粋知性クルーエルネツトとしての彼女にとっては画期的なことでもある。


　けれど、いずれ遠からぬうちミクヴェクスが目を覚ますのも時間の問題。焦あせる気持ちを抑おさえ、わたしはカインツが虹色名詠を開花させる時を待った。


　そして、今──』





　目の前の光景──アマリリスの足あし下もとにある緋ひ色いろの花が枯れ、地面が焦しよう土どと化していく。


「な、何が起きたの！」


『始ツまアりラのベ島ルの景け色しきだろうな』


「……地面、焦こげてる」


　自分の足下にクルーエルはそっとしゃがみこんだ。


　黒と茶が入り混じった焦土をなでる。ただの記き憶おくとわかっていてなお、その土からは灼やけ焦げた残ざん滓しの臭においがした。


『風の砕けた日ゲシユタルロアの余波らしい。名めい詠えい式しきを司つかさどる調律者ミクヴエクスに代わり、強制的に調律者アマリリスが介入したんだ。あの小さな島が焦土になるどころか、世界に根づく名詠式の法則が狂くるってもおかしくない出来事だった』


「それが今なの」


『いや、アマリリスがこの映像を残したのは三ヶ月前だ。だから、アマリリスの今というのも三ヶ月前のことになる』


　今から三ヶ月前。


　それは時期的に、灰色名詠のミシュダルが学園を襲おそった時期だろうか。


『意識を失った小こ娘むすめを庇かばい、ネイトが学園にやってきた空白名詠の浸しん透とう者と戦った時だな。その時実のところ、目的は不明だがシャオも学園に姿を現していた。その一方で、アマリリスはあの男と出会っていた』


「あの男？」


　前を見ろと言わんばかりに、トカゲは尖とがった顔を前に向けるだけ。


　その先に、焦土の地に咲さく緋色の花。


　そして枯かれ草くさ色のコートを羽織った、見覚えのある男性が立っていた。


「……カインツさん？」


　彼が見み据すえるのは、そのすぐ目の前。


　足下に咲く花とまるで同じ緋色をした髪の少女がいた。


　真っ白い素す肌はだを惜おしげもなくさらす彼女。衣服の代わり、風にそよぐ緋色の長ちよう髪はつが、さながら外がい套とうであるかのように少女の周囲を覆おおうようになびいていた。


「カインツ・アーウィンケル。あなたを──」


　くすりと、微笑ほほえむように、懐なつかしむように少女が目を細める。


「あなたをずっと待っていた……〈始まりの女イヴ〉よりも、誰よりも」


　……アマリリスがカインツさんと会っていたの？


　三ヶ月前、わたしが意識を失っていた時に。


『アマリリスが望んだ邂かい逅こうの時……のはずだったんだがな』





『そう、わたしが何百何千年と待ち焦がれた瞬しゆん間かんのはずだった。


　虹にじ色いろ名詠。その輝かがやきは調律者を超こえ、クルーエルを照らす唯ゆい一いつの可能性だった。あの輝きならばクルーエルを救うことができたかもしれない。だけど、なんという皮肉だろう。


　……わたしも、ミクヴェクスやアマデウスすら予想だにしなかった。


　虹色名詠は空白名詠とは根本から異なる音色。だから空白名詠に対たい抗こうできる。


　だけどもう一つ、こちらは空白名詠と根は同じにしながらも、空白名詠と真逆の性質を持つがゆえに空白名詠に対抗できる異い端たん色が現れたの。


　虹色を知る、枯れ草色の詠うた使つかい。


　空白名詠に望まれた、夜色の詠使い。


　そしてここにもう一人──


　夜明けを願う、黄昏たそがれ色の詠使い。


　わたしの願いを無む惨ざんに打ち砕く、三番目の詠使いが現れてしまった』





　虹色を知る、枯れ草色の詠使い。これは言うまでもなくカインツ。


　空白名詠に望まれた、夜色の詠使い。これはおそらくシャオという名詠士。


　そして三番目。


　夜明けを願う、黄昏色の詠使い……これは誰のことだろう。


　そもそもこの命名はおかしい気がする。だって黄昏は夜の始まり、夜明けは朝の始まりだ。黄昏と夜明けはまるで正反対の単語の組み合わせじゃないか。


「ねえ……」


『枯れ草色の少年と、夜色の少女。互たがいは勝負という名の再会の約束をかわし、別れた。だが自らの死期を知る少女はそれも許されず、少年と会う前に病に倒たおれた』


　その話、ずっと前にどこかで聞いたことがある。


　……あれは確か、競演会コンクールの時。この名詠生物の背に乗っていた時だったっけ。


『夜色名詠の始まりをもたらした少女。夜の始まりたる黄昏でありながら、少女は心のどこかで自分を照らしてくれる明かりを求めていた。黄昏はいつしか暗きXeoシヤオ【夜】へといたる。それでもなお、奏かなでる旋せん律りつがいつかは夜を越こえて夜明けにたどりつけることを願い──夜色の少女は、自らの子にNeightネイト【夜明け】の名を授さずけた』


「三番目の詠使いって、それじゃあ」


『イブマリー・イェレミーアス、ネイトの母親だ』


　ネイトのお母さん。


　でもその人がアマリリスの願いを打ち砕くだくって……？





〝クルーエル・ソフィネットという少女。この子を救える可能性があるのはあなただけ。だからこそ、わたしはあなたを待っていた〟





　焼け焦げた地面を背景に、アマリリスが虹色名めい詠えい士しに語りかけていた。


　過去の再現。


「これも、実際にあった光景なんだよね」


『そうだな、アマリリスがあの男に語りかけたことそのもの。つい三ヶ月前のことだ』


　過去の映像の中、訝いぶかしげにカインツが表情をしかめる。


　当たり前だ、この時の彼はまだ背景を理解していないのだから。


〝正確には、災さい厄やくではない。でもこの子クルーエルにとっては何よりの苦痛となる。その苦しみからこの子クルーエルを解放できる人間を、わたしがそれを託たくせる人間をわたしはずっと探していた〟


　でも、今こうして聞いていれば確かにわかる。


　アマリリスの言葉が何を意味しているか。


〝そのためにわたしは、この島で全すべてを見続けていた。わたしは〈その約束に牙剝く者アマリリス〉。そして同時に〈緋色の背約者クルーエ・ル・ソフイネクト〉でもある。そしてまた、この子クルーエルにふさわしい相手を探すため全ての世界の事象と経過を記録する──すなわち残酷なソフイア・オブ・純粋知性クルーエルネツト〟


　唐とう突とつに、焦土の光景がぐにゃりと歪ゆがんだ。


　虹色名詠士の姿、それに島の景色が霞かすんでいく。


　映像が消え、そこにはついさっきまでの緋色の花の庭園、そしてアマリリスがその場に再び座りこんでいた。


「……どうして元に戻もどっちゃったの」


『アマリリスが言ったはずだ、イブマリーという存在がゆえにだとな』





『わたしは始ツまアりラのベ島ルで確かにカインツと接せつ触しよくできた。けど、それも徒労に終わったわ。


　……いいえ、本当は彼を見た時からわかっていたの。


　だってカインツの虹色名詠はあの時、競演会コンクールで、始まりの女イヴを照らすために生まれたものだもの。


　彼は外には決して見せないけれど、あの女もそれを認みとめないだろうけど、あの二人はそれだけ強い想おもいで繫がれていた。……わたしが入りこむ余地なんかないくらい。


　あの時点で虹色名詠はイブマリーを照らすものと属性を決定させてしまい、これによってクルーエルに作用することはなくなった。


　この瞬しゆん間かん、虹色名詠でクルーエルを解放するという計画も水すい泡ほうに帰したの。


　……たぶん、それは仕方がない。


　わたしは始まりの女イヴを否定はしない……だけど、本当は妬ねたましい。


　なんであの女は、カインツと出会ってしまったのだろう。わたしもまた、虹色名詠の存在をずっと待っていたのに。なぜあの女はカインツと先に出会ってしまったのだろう。


　だからわたしは、イブマリーの息子むすこのネイトも認めたくなかった。


　でも、ふしぎね。クルーエル自身も、それを見届けるカインツも始まりの女イヴも、あの小さく弱いネイトのことを信じてる。


　あの子に何があるのかしら。


　夜色名詠の才能は始まりの女イヴに遠く及およばない。ほかの名詠色が使えるわけでもなく、エイダ・ユン＝ジルシュヴェッサーのように反唱に卓たく越えつしているわけでもない。


　セラフェノ真言だって知らないから調律者アマデウスすら詠よべないのよ？


　……いいえ。アマデウスを名めい詠えいしたところで同じこと。


　アマデウスを名詠したところで、人の名詠式の意識に対して憂うれいを持つミクヴェクスは諦あきらめない。この何百年後かに自分が再び名詠される時を待ち、その時のために残酷なソフイア・オブ・純粋知性クルーエルネツトを世界に送りこむことに変わりはないもの。


　そんなどうしようもない状じよう況きようで、何も持たないネイトという少年が、どうやってシャオに勝てるというの。６６８回という抗こう争そうを経て現れた、ミクヴェクスが待ち焦こがれた存在がシャオなのに……。


　あの名詠士はミクヴェクスが望んだ理想の器。そういう意味では、シャオの名詠により、本当に人は名詠式の理想図を手に入れるかもしれない。そうなればクルーエルはもう役目を終え、生まれることすらなくなる。


　シャオはミクヴェクス真言を持っている。あとは触媒カタリストとなるミクヴァ鱗りん片ぺんを手に入れれば全てが終わり、ミクヴェクスの名詠と共にクルーエルという存在は消しよう滅めつする。


　これが最初で最後のチャンスのはずだった……


　なのに、なんで。


　誰だれかわたしに教えて。わたしがあの少年にクルーエルを託せるって安心できるだけの理由があれば、わたしだって……』





　──それは、あなたがどこまでも傍ぼう観かん者だからよ──





　アマリリスが言葉を止め、顔を持ちあげていた。


　無風のはずの空間でアマリリスの髪かみがそよぐ。本来吹ふかぬはずの風に乗ってやってきたのは、夜色の花弁だった。


「──これって」


　ふわりと制服に付着したそれを、クルーエルはおそるおそる手に取った。


　間ま違ちがいない、黒薔薇ブラツクローズ。


　……前にネイトがわたしにくれたものと同じだ。


　ならばこれを名詠したのはネイト？　ううん、そんなはずない。だってここにネイトがいるはずないもの。


　だとすれば、これは──


『あら、こんなところにまで現れるなんて珍めずらしいじゃない』


　敵意にも似た鋭するどいものを含ふくませ、アマリリスが小さく笑う。


　夜色の髪と夜色の双そう眸ぼうをした、制服姿の少女が立っていた。





　　　　２





　緋ひ色いろの髪の少女へと歩みよる、もう一人の少女。


　ほっそりとした小こ柄がらな身体からだでありながら、その瞳ひとみは何より強く揺ゆるぎない光を灯ともしている。頑かたくなで、生き真ま面じ目めで──ネイトにそっくりの瞳の色だった。


「……え、ま、待って！　なんで！」


『ネイトの母親だ、容姿はカインツの記憶に合わせた学生時代のものだがな』


「そ、それもあるけど……なんであの人がここにいるの」


　些さ細さいなこと。トカゲの表情を見る限りさも当然のような言いぶりだが、傍はたから見ていた自分にはあまりに突とつ然ぜんの出来事だ。


『今ここにいるわけではない、あくまであれも過去の再現。無イ口ヴがお喋りアマリリスの前に現れたのも三ヶ月前のことだ』


「……だからって」


『無口なりに、無口ですませられない時もあるということだ』


　そう告げる名詠生物の言葉には、苦く笑しようにも似た響ひびきが含ふくまれていた。





『わたしが傍観者だからとは興味深いわね。聞かせてもらえるかしら』


　言葉の端はしに剣けん呑のんなものを交え、緋色の少女が立ちあがる。


「そんな大した理由じゃないわ」


『へえ』


「あなたがほしいのはカインツではなく虹色名めい詠えいだったから。単たん純じゆんでしょ？」


　その一言で、無口とお喋しやべりが逆転した。


「あなたが始ツまアりラのベ島ルでカインツと会った時もそう、あなたはカインツではなく虹色名詠しか見ていなかった。アイツはそれがわからないほど馬ば鹿かじゃないもの」


『…………』


　押おし黙だまるアマリリス。


　それと対照的に、夜色の少女は自らの横髪にそっと手を添そえて。


「誰だれかを助けられるのは名詠式ではなく、その人を助けたいと心から願う人だけ。名詠式はその補助に過ぎない。あなたも本当はわかっているんでしょ？」


『それがネイトだというの、あんなに弱い人間が』


　やがて、血を吐はくような面おも持もちでアマリリスが呟つぶやいた。


「さあ、どうかしら」




[image: ]


『五色の既き存そん名詠では空白名詠に勝てない。カインツの虹色名詠はもはやクルーエルに作用しない。夜色名詠だってアマデウス真言の適格者はあなたでしょ。……ネイトに何かが残ってるの？』


「わたしに訊きかないで、それはあの子たちが見つけることだもの」


　アマリリスの苦く悶もんをあっさりと切り捨て、夜色の少女が小さく微笑ほほえむ。


『あの子……たち？　ネイトのほかに誰かがいるっていうの』


「クルーエルさん本人がいるじゃない」





　……わたし？


　ネイトの母親が口にした名に、クルーエルは目を瞬しばたたかせた。


　と。


　それと同時、目の前の少女二人の姿に霞かすみがかかった。


「あ、あれ……」


『どうやらアマリリス独界このせかいも限界らしい。アマリリスの力が低下している』


「で、でもわたし──」


『ここから先は小娘が判断するしかあるまい』


　……そんな。


　目の前の映像はそこで途と切ぎれ、視界は再び黒一色へ。


　……わたし……どうすればいいんだろ。


　薄うすれゆく意識の中、クルーエルは目元を濡ぬらす涙なみだをぬぐった。




　三奏　『決別』







　　　　１





「そういえば」


　頭上に瞬またたく星──五色に煌きらめく浮ふ遊ゆう結けつ晶しようを眺ながめていたシャオが、ふと何かを思いだしたように手を打った。


「アマデウスとミクヴェクスの６６９回目の抗こう争そう期。この現代において、過去６６８回の抗争において例を見なかった名めい詠えい士しが三人そろった……けれど、肝かん心じんなことを伝えていなかったね」


　一人が虹にじ色いろ名詠士カインツ。


　二人目が、自分の目の前にいるシャオ。


　最後の三人目がイブマリー・イェレミーアス、ほかならぬ自分の母親。


　いずれもこの黒法師から聞かされたことだ。


「さっきさらりと流してしまったけれど、この時代において調律者の一いち翼よくたるアマデウスが、とある理由により適てき格かく者を失ってしまったという話をしたよね」


「──」


　無言でうなずいた。……聞きき逃のがせるはずがない。


　アマデウス、それは自分の知るアーマの別べつ称しようと同じ名だ。あのアーマがそっくりそのまま調律者のアマデウスでないことは何となくわかる。けれど、それがそのまま無関係とはどうしても思えなかった。


「過去６６８回の抗争を経へて、調律者アマデウスはわずかずつながら疲ひ弊へいしていた。変化と成長を好むアマデウスにとって、この先永遠に続くかもわからないミクヴェクスとの抗争が、自らの存在意義とまるで矛む盾じゆんするものだったから。そんな中、今から十年前……いや、もう十一年前になるのかな。それは嵐あらしの迫せまった日の真夜中だった」


　風の吹ふくまま外套ローブをなびかせ、シャオがその瞳ひとみを閉じた。


　過去の情景を思いだすように。


「嵐の迫った日の真夜中、人知れぬ荒こう野やで。当時十七歳の少女が、既き存そんの五色いずれにもあてはまらない名めい詠えい式しきに挑いどんでいた。突とつ風ぷう吹きすさぶ中、喉のどを嗄からし、雨に打たれながらも自らの〈讃来歌オラトリオ〉を詠うたっていた。嵐が迫ろうが関係ない。なぜなら彼女はそれ以上に時間が残されていなかったから」


　十一年前。十七歳の少女。時間が残されていなかった。


　その言葉から推測されることは。


「それ、まさか……っ！」


「突風に飛ばされた石に膝ひざを打たれ、少女は仰あお向むけに地に倒たおれた。背中に付着する泥どろの感かん触しよく、顔には冷たい雨がふりそそぐ。少女はそれでも起き上がろうと目を開けて──」


　一呼吸の余よ韻いん。


　シャオのそれは、決して息ブ継レぎスのためだけではなかっただろう。


「天上を向いていた少女は、同じく自分を天上から見下ろしていた何者かと目が合うのを確かに感じた。そう、それが調律者アマデウスとイブマリーの邂かい逅こうだ」


「……待って、おかしいよ」


　シャオの唇くちびるが閉じるのを見計らい、ネイトは。


「夜色名詠は、調律者の想定した名詠色じゃないんだよね。なのになんで、夜色名詠を目指す母さんのところに調律者のアマデウスが姿を現すの？」


「そう思うのも当然、だってこれはアマデウスにとっても予測外の事象だったから」


　その質問すら予想の範はん疇ちゆう。


　シャオの微笑ほほえみがはっきりとそう告げてきた。


「そう、アマデウスはこの出会いを予期していなかった。なぜならアマデウスとイブマリーの波長共鳴度は、本来なら名詠式によってアマデウスを詠よびだせるほど高いものではなかったから。簡単に言ってしまえば、あなたの母親はアマデウスにとっての本来の適格者ではなかった」


「じゃあ、どうして……」


「イブマリーがアマデウスを詠びだせたのは、彼女のそれを願う意志がアマデウスやミクヴェクスに通じる空白名詠とは別の名詠門チヤネルを創つくりあげていたからだった」


　名詠式の本質は願い。


　名詠式を司つかさどる調律者だからこそ、その想おもいはさらに鮮せん明めいに届いたのかもしれない。


「アマデウスは惹ひかれたんだ、イブマリーの強い意志に。この娘むすめに自らの真言を託たくしてみたいと。だがあいにく彼女は空白名詠の適格者ではない。だからアマデウスは決意した。ならば空白名詠ではなく、この少女が自分を名詠するための新たなる名詠門チヤネルを与あたえようと」





〝小さき娘、お前の名は〟


〝……イブマリー〟


〝お前は何を望んで我を詠ぶ？〟


〝約束を果たしたいの。……ずっとほったらかしの約束を〟


〝それが、お前の言う夜色名詠か〟


〝…………〟


〝我の真言を与えよう。創りあげるがいい、お前の描えがく理想の名詠式を〟





「アマデウスの牙きば──Clar eleクレア・エル・ Selahphenoセラフエノシアス＝ sia-s-Armadeusアマデウス【アマデウス　ただそこに歌を願う者】の力の一いつ端たんを結けつ晶しよう化かした、ミクヴァ鱗りん片ぺんの対ついとなる触媒カタリストの力により、少女は調律者としての力を得た。そしてアマデウスもまた空白名詠の調律者から立場を変え、夜色名詠の調律者になった。ミクヴェクスを母体とするクルーエルと同様だよ。アマデウスを母体とするもう一体の調律者、始まりの女イヴが生まれた瞬しゆん間かんだった」


「……アマデウスの牙？」


「そう、調律者としてのアマデウスの名前は〈その意志に牙剝むく者〉で、その牙のことを指す。競演会コンクールであなたが詠んだ真精の宣言、聞いたかな」





〝O she saira主の片翼── qersonie Laspha我が名は──Armadeus牙剝く者〈アマデウス〉。孤こ独どくな夜よ闇やみの娘に惹かれ、その正統な後こう継けいに誘いざなわれた。夜の名めい詠えいに従い、而しかして我はそれを世界に知らしめそう！〟





　夜色名詠の調律者が〈その意志に牙剝く者アマデウス〉。


　その力の結けつ晶しようがアマデウスの牙。


　そしてもう一体、真精としての牙剝く者アマデウスが存在する。


「多少複雑になるけれど、まず〈その意志に牙剝く者アマデウス〉という名の調律者が存在する。もう一体の牙剝く者アマデウスは同名であり根は同じものだけど、こちらは真精──調律者アマデウスの幼生になる。これがアーマと呼ばれる名詠生物だ。始まりの女イヴの片かた翼よくを担になう存在。だからこそ、始まりの女イヴが名詠される時には必ず牙剝く者アマデウスが現れる」


　ふぅ……小さく息をこぼしてシャオが首をふる。


　物語を朗読するように吟ぎんじていた黒法師は、そこでようやくまぶたを開けた。


「さ、これで自分の話はおしまい。静かに聴きいてくれてありがとう。テシエラは興味深いって聞いてくれたけど、アルヴィルは途と中ちゆうで飽あきたって怒おこりだすし、ファウマにいたっては途中から寝ねちゃったくらいだからね」


「……それで」


「それでも何も、これでおしまいだよ。自分から告げることはもう空っぽだもの」


　そんなはずがない。


　まだ一番肝かん心じんなことが残ってるじゃないか。


「僕ぼく、ずっと気になってた。シャオって人が何を企たくらんでいるのかって」


　初めてその名前を聞いた時からそうだ。


　ふしぎな繫つながりを感じて、どんな相手なのかずっと気になっていた。


「企むなんて大げさだよ。ただ単にRiris eleリリス・エル・ Selahphenoセラフエノシアス＝ sia-s-Miqveqsミクヴエクス【ミクヴェクス　ただそこに約束を願う者】……あ、これは意志法則体としての名前だね。空白名詠の調律者としては〈ただそこに佇立する者ミクヴエクス〉、これを名詠したくて頑がん張ばっているだけだもの」


「それが名詠されるとどうなるの」


「さっき話した通りだよ。全ての人の記憶が一時的に失われ、その後に残酷なソフイア・オブ・純粋知性クルーエルネツトの記録に従って復元される。結果、消しよう滅めつするのは名詠式にからむ記憶だけになる」


　名詠式にからむ記憶。つまり、僕が名詠学校に行ってた記憶も？


　ミオやエイダと出会ったことも、教師の顔も名前も？


「いや、ミクヴェクス真言〈全ての約束された子供たち〉によって新しい名詠式の概がい念ねんが約束されている。要は新しい名詠式の理想図が与あたえられるだけで、ほかは何も変わらない。今までどおり名めい詠えい学校にも通えるはずだ。あなたの友人のミオやエイダとの関係が崩くずれる可能性も低い」


「じゃあ、何が変わるっていうの！」


　声を上げて叫さけぶ。


　予感があったからだ。何か、自分たちの最も大事なものを否定されてしまいそうな。


「名詠式に対する意識の在りよう、ただ一つこれだけが未発達の状態に戻もどる。大人から子供に戻る。調律者が与えた名詠式という道具を人が正しく使えるようになるために、もう一度最初からね」


　…………


　……やっぱりだ。そんなのってないよ。


「じゃあ母さんとカインツさんはどうなるのさ」


　名詠式に対する理解が初期化するのであれば、異い端たんである母の夜色名詠は消え、彼の虹にじ色いろも消える。残るのは空白名詠と五色の名詠だけ？


　だとしたら、母と彼の残した足そく跡せきも、あの日の約束も──


「消える。ただしミクヴェクスが名詠された後でも、カインツが再び虹色名詠にたどり着くことは可能。ミクヴェクスが初期化するのはあくまで道具の使い方だけ。道具の一つである虹色名詠をもう一度創つくりだせるかどうか、それは本人の資質と努力次し第だいだろうね。二人の足跡については不確定。けれど残酷なソフイア・オブ・純粋知性クルーエルネツトの記憶修復によって、イブマリーとの記憶の中で名詠式に直接かかわらない記憶は与えられる。『イブマリーと大事な約束をした』ことまでは覚えているし、彼のイブマリーに対する想おもいが消えることはない。きっかけこそ名詠式ではあったけど、あの二人の記憶は名詠式だけではないから」


　母とカインツの記憶は、名詠式に絡からまないものである限り与えられる。虹色名詠もミクヴェクスが名詠された後でも生まれる可能性はある。


　しかしシャオが言わなかった部分は──


「……夜色名詠は、母さんがもういないから消えるってことだね」


「あなたが創ればいいんだよ。イブマリーがいなくたって、夜色名詠の代だい替たいを創ることは可能。むろん彼女イブマリー同様、どうしても夜色名詠をという強い願いがないと難しいという条件はつく」


　ことさら言葉に窮きゆうした様子もなく、淡たん々たんとした口調でシャオが返す。


「勘かん違ちがいしてしまいやすいけれど、ミクヴェクスは空白名詠と五色の名詠以外の名詠式を禁止しているわけではない。ただ人の名詠式の使い方が歪ひずんできているから、それを直すために意識の在りようを原初に戻もどすだけ。在るべき姿でありさえすれば、新しい名詠色が生まれようとミクヴェクスはそれを祝福するよ」


「そんな勝手に決めないで」


　奥おく歯ばを嚙かみしめ、ネイトはじっと地面を見下ろした。


「なにが？」


「だって、今の名詠式の使い方が間ま違ちがってるなんて誰だれが決めたのさ！　学校の先生だって授業で真しん剣けんに教えてくれてるし、生徒ぼくたちだって頑がん張ばってるもの」


　日夜、名詠式の教本を読みふけるミオ。


　担任のケイト教師だって夏の移動教室で、灰色名詠の名詠生物から身を挺ていして僕やエイダさんを庇かばってくれた。


「それが間違ってるだなんて言わせないんだから！」


「言わないよ」


「え？」


　……なんで、そんなあっさり。


　間違ってるからやり直したいはずなんじゃなかったの？


「ネイト、やっぱりあなたは思った通りの人だった。そうやって他人のために本気で怒おこれるんだね」


　自らの胸むな元もとに手をあてるシャオの笑みがいっそう深まった。


　共感、慈いつくしみ、憐あわれみ──そのいずれをも超こえた、愛に限りなく近い笑みだった。


「本当にあなたは澄すんでいる。騙だますこと、騙されることも知らない子供のように純白。だからこそ、まだ世界が見えてない。穢けがれた部分も、人の心の弱さも知らないんだね」


「……何が言いたいの」


「自分は何も、名詠式に対して真しん剣けんに取り組んでいる人たちのことを間違ってるなんて言うつもりはないよ。今あなたが思いうかべたのはクラスメイトのミオやケイト教師でしょ？　彼女たちが名詠式に取り組む姿勢は美しい、自分も心からそう思う。……でも逆に、あなたが名詠式に対して良いイメージを持てるのは、あなたの周りにいる皆みなが偶ぐう然ぜん、あなたと同じで名詠式に真ま面じ目めに取り組んでいたからじゃないかな？」


　ミオやケイト教師、クルーエル。


　そういった、名詠を真しん剣けんに学んでいる人間の方がむしろ少ないと？


「たとえば競演会コンクールの前日、あなたとクルーエルの前に現れた最上級生がいた。ほら、資料館から〈孵石エツグ〉を盗ぬすみだして五色のヒドラが生まれる発ほつ端たんを作った生徒。夜色名詠という注目を浴びそうな新入生に嫉しつ妬とし、さらにはその時に割って入ったカインツに復ふく讐しゆうしようとしたあの姿勢。どう思う？」


「…………それは。でも、それだってそれこそ少ない事例なんじゃないの!?」


「そう？　つい二日前、あなたたちに喧けん嘩かを売るような態度を見せたドレスエンの生徒もいたね。自分が名詠式に優すぐれている、ただその理由だけであの傲ごう慢まんで高圧的な態度を取っていた。トレミアにもドレスエンにも、そういう生徒が実はたくさんいる。名詠式を権利や権力の手段としか見てない人間が。──そして、その最たる例が競闘宮コロセウムとも言える」


「……っ！」


　競闘宮コロセウム。


　名詠士と名詠士が戦う地。名めい誉よと莫ばく大だいな報ほう酬しゆうが渦うず巻まく場。


「あなたが競闘宮コロセウムに対して感じた違い和わ感かん。本来はそれが正しい反はん応のうなんだ。名詠式が単なる娯ご楽らくの道具に成り果て、本義を失ってしまったことへの」


　ネシリスとの、あの会話の一切れ──





〝ここは嫌きらいか？〟


〝嫌いって？……僕が、ですか？〟


〝競闘宮コロセウムで名詠士が腕うでを競いあうのは、名詠士としての本分を外れていると思うか？〟


〝え、あ、あの〟


〝表か情おにそう書いてある〟





　名詠式は、日常生活において数多くのことに役立つことができる。


　寒冷地での赤色名詠の活かつ躍やく、干害地での水の名詠。


　運うん搬ぱん、伝達、救助、救きゆう援えん。


　それだけではない。今は考えつかなくとも、名詠式はいくらでも可能性を秘ひめている。だから、名詠式に何を望むのか、まず自分で考えなくてはならない。


　──自分は母親からそう教わってきたし、それが正しいと今でも思う。


　それに比べ競闘宮コロセウムは何の意味があるのか。名詠式で人と人が戦って何になるのか、それで誰だれかが救われるわけでもないというのに。


　……言い返せない。確かにそう思っていたことだから。


「あなたの母親だってその犠ぎ牲せい者しやだ。かつてイブマリーが五色のいずれにもない夜色名詠を構築すると言った時、ほかの生徒や教師はそれを相手にもしなかった。手助けなんてもってのほか。──名詠式に対する人の意識というものは、それくらい脆ぜい弱じやくになってしまった。それについてはミクヴェクスはおろかアマデウスも同じ認にん識しきを抱いだいてる」


「……だけどっ！」


「ねえネイト、あなたならわかるでしょ。あなたの母親のように、世間から除のけ者もの扱あつかいされる名めい詠えい士しを助けてあげたいと思わない？　名詠式が決けつ闘とうに使われ、そこで誰かが傷つき、誰かが権力を振ふるい、争いに使われる。その意識に訴うつたえたいと思わない？」


　シャオの濡ぬれる双そう眸ぼうはゆるがない。


　微笑ほほえみながらも強く、静かでありながら鋭するどい──そんな瞳ひとみの色。


「……それを伝えるために、僕ぼくに会いに来たの？」


「そう、本当にそれだけのため。〈ただそこに佇立する者ミクヴエクス〉の真言はそれを可能とする。あなたならきっと理解してくれると思ったから」


　噓うそではない。言葉以上にその佇たたずまいが伝えてくる。


　きっとこの名詠士は、心の底からそれを願っているのだ。


　……だけど。


「確かに、言われたことはすごく納得できるよ。競闘宮コロセウムはまだ苦手だし、名詠式の使い方が間違ってる人だってたくさん見てきたもの」


「ありがとう、わかっ──」


「でも、やっぱり僕は賛成できない」


　シャオの表情がほころぶその前に、ネイトは首を横に振ふった。


　……やっぱり僕には賛成できない。賛成できない理由があるもの。


「それはなぜ？」


　きょとんと、驚おどろいたように目を見開くシャオ。


　ネイトはその名詠士を正面から睨にらみつけた。


「やっぱり……母さんが夜色名詠を遺のこしたって事実は大切にしたいから」


　イブマリーという女性が自分の母親である認識は変わらないし、カインツとイブマリーの関係も揺ゆるがない。虹色名詠も夜色名詠も、僕やカインツさんの努力次第でいくらでも創りなおせる可能性がある────それだけじゃだめなんだ。


「夜色名詠は母さんが創らないと意味がないよ。母さんは新しい名詠色だって申しん請せいなんかしなかったけど、僕がそれを覚えておきたいから」


　母が遺し、僕が伝える。


　夜色名詠はそういうものなんだ。


「たった一つの拘こだわりと、世界中の人のためを想おもう願いを秤はかりにかけるというの？」


「……僕の秤はそれ一つじゃない」


　小さく、本当に小さく、ネイトは首を横に振った。


　ここに来る前から決めていたことがある。母から託たくされた事とは別。僕が自分で決めたこと、秤になんて載せられないくらい大切なものを背負ってる。


「ミクヴェクスの真言で名詠式に対する意識が変わって、たとえそれが世界中のみんなのためになるものだとしても……………………」


　そうだ、僕には耐たえられない。


　だって──





「その代だい償しようにクルーエルさんがいなくなるなんて、僕は絶対に嫌いやだ！」





　残酷なソフイア・オブ・純粋知性クルーエルネツト。


〈ただそこに佇立する者ミクヴエクス〉が名詠されるまでの使い捨ての存在。


　人として生まれながら、人として愛した記き憶おくも愛された記憶も全すべて奪うばわれ、ただ他人の事象を記録するだけの人形。調律者ミクヴエクスが名詠されればその役目を終えれば消しよう滅めつし、ミクヴェクスの眼めとしての役割に戻もどる。


　それを聞かされた瞬しゆん間かんは衝しよう撃げきだった。


「……僕、クルーエルさんのことをまるでわかっていなかったんだ」


　閉じていた拳こぶしを広げ、頭上の昏くらい空を見つめる。


　遠い遠い場所、離はなれた場所にいる彼女は今どうしているだろう。宿舎で休んでいるのだろうか。


　……僕はクルーエルさんの辛つらさをまるで知らなかった。アマリリスがそれだけ彼女を守ろうとしながら、それをわかってあげられなかった。


　だからこそ今は余計に強く感じる。


　誰だれよりも、何よりも、今まで幾いく度どとなく思ったどんな瞬間よりも強く願う。


　──クルーエルさんを助けてあげたい！


「クルーエルさんが今までそんなに大変な運命を背負ってきたのなら、なおさらのこと、クルーエルさんは誰より幸せにならなくちゃだめなんだ！」


　彼女が消えることなんて望まない。


　彼女は人として生きて、そして幸せにならなくちゃだめなんだ。


「それは違う。よく考えてみて、彼女はあくまで〈ただそこに佇立する者ミクヴエクス〉の器官の一つ。名詠式のシステムに組みこまれた存在だ。人と名詠式のために尽じん力りよくすることが何よりの存在意義。言うなればそれこそが幸せなんじゃないのかな？」


「違う！　そんな役割に縛しばられて、きっとクルーエルさんは泣いてたはずだもの！」


「どうしてそう思う？　いや、言い直そう。そう言いきれる根こん拠きよは何？」


　あくまで優しく諭さとすような声の黒法師。


「わかるよ……だってそうじゃなきゃアマリリスが生まれるはずないもの。クルーエルさんが泣いてるのが嫌だから、アマリリスがクルーエルさんの心の中に宿ったんだよ」


　今ならわかる。


　アマリリスが、どれだけ辛い気持ちでクルーエルを見つめていたか。でもその事実を、母体たる〈ただそこに佇立する者ミクヴエクス〉だけが知らないのだ。


「ふしぎだね、なぜ彼女にそこまで肩かた入いれするの？　クルーエル・ソフィネットが空白名めい詠えいの力に目覚めたことは知っているはず。彼女の空白名詠の源はミクヴェクスだ。あなたの夜色名詠の力の源たるアマデウスとまるで正反対。相あい容いれることもないし、いつ調律者同士の力の反発を招くかわからないのに」


「……そんなことないよ」


　口元に乾かわいた笑みだけを浮うかべ、ネイトはその相手を真正面から見つめ返した。


「僕ぼくはクルーエルさんと一いつ緒しよにトレミアに帰りたい。それはきっとエイダさんも、ミオさんも、みんな同じはずだから」
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「…………」


「どうした黙だまりこくって」


「あたしさ、学校サボりたいなって時々思うんだ。苦手な講義とか面めん倒どうな課題とか、試験の日とかね。そんなんじゃなくたって、たとえば一日ずっと寝ねてたいとか、友達と遊んでたいとかさ。気持ちがだるいと身体からだも重くなるんだよね。でもさ……」


　決まりのつかない苦笑と共に、おさまりの悪い髪かみをくしゃっとなで回す。


　女らしくない、友人からも言われるエイダの癖くせだ。


「なんだかんだで、あたしってば今のガッコ気に入ってるんだ。センセも面おも白しろいし真ま面じ目めだし、クラスには気のあう友達もいるしね」


「そいつはよかったじゃねえか、クラウスの旦だん那なは大事な一人娘がってなもんで、内心気が気でなかったらしいけどな」


　アルヴィルはその癖を咎とがめない。


　昔からそうだった。こいつはあたしがどんなに無茶しても馬ば鹿かやっても、それに笑って付きあってくれていた。だからあたしもそうだった、アルヴィルが何かするって時はいつだって一番に駆かけつけた。


　──だけど、今はそれじゃだめなんだ。


「親父にも言ったんだ。あたしは祓名民ジルシエは続けるけど、名詠学校もやめたくないって」


　肩で、背中で、全身で息を肺に送りこみ、溜ためる。


　……あたしは、自分の選んだ道を往いく！


「覚えとけアルヴィル！　あたしがやめたくない名詠学校ってのはな、全員が揃そろってなきゃだめなんだよ。クルーエルが消えちまうなんて絶対ご免めんだ！」


　クルーエルは守る。


　たとえそれが、最も親しかったこの男と相反する道であろうとも。


「だけどよ、あのお嬢じようちゃんはもともと人間じゃないんだぜ？　名詠式の生みの親の、その半身みたいなもんだ。あのお嬢ちゃんはシャオに言わせるならな、お前が散々相手にしてきた名詠生物とか真精に限りなく近い存在なんだよ」


「んなことは一度聞けばわかる！……でも、違うんだ。あたしはもう十二分にクルーエルと関かかわっちゃったから」


　何か決定的な思い出があったわけじゃない。


　それでも一いつ緒しよの教室で同じ時間を過ごすうち、無情に背を向けられるような、黙だまって見過ごせるような薄うすい間あいだ柄がらではなくなっていた。


「同じクラスにいる奴やつなら誰だれだってそうさ。あたしがクルーエルを見放したなんて言えば、誰一人として許しちゃくれないに決まってる。サージェスだってケイト先生だって…………何より、あたしがあたしを許せないっ！」


　余分な呼気を吐はきだし、鎗やりを握にぎる手に力を送る。


「どけアルヴィル、シャオって奴が〈ただそこに佇立する者ミクヴエクス〉を名詠しようとしてんなら、あたしがそいつをぶん殴なぐってでも止めてやる！」


「悪ぃな、それは俺おれがさせねえよ」


　目の前の男もまた、それは同じ。


　輝かがやく祓ジ戈ルの先せん端たんが互たがいの胸むな元もとへと突つきつけられる。


「お前があのクルーエルに入れこんでるのはわかったけどよ、俺だってシャオに賭かけてみたいのさ。あいつに託たくしてみたいものがあるんでな」


「交こう渉しよう決けつ裂れつってことか」


「っつぅわけだ。────来な、腕うでが鈍にぶってないか見てやるよ」
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「なあレフィス、お前にしても悪い話ではないと思うんだがな」


　右手を突つきだし、テシエラが誘さそうように手招きする。


「ミシュダルという狂きよう犬けんがしでかした一連の騒さわぎ。お前の同門にあたる男によって悪名に塗まみれた灰色名めい詠えい。〈ただそこに佇立する者ミクヴエクス〉が約束する新しい名詠式の概がい念ねんの中で、ヨシュアから受うけ継ついだ灰色名詠もやり直せばいい。違ちがうか？」


「……そうだな、俺おれはずっとそれを夢見てた。だけど」


　下した唇くちびるを嚙かみ、レフィスは自らの言葉をなかばで潰つぶした。


　確かにそれは理想。決して叶かなわぬ願いだと思っていた。それが〈ただそこに佇立する者ミクヴエクス〉によって可能かもしれないという可能性に気づいた時は、正直気持ちが揺ゆれた。


　だが、唐とう突とつに気づいてしまった。


「でもそうしてしまえば、たぶん俺はヘレンと出会っていないだろ？」


　ヘレンと出会ったのは、ミシュダルが〈孵石エツグ〉を追っていたからだ。ジール名詠学舎に転入したのもそこが狙ねらわれると思ったから。


　ミシュダルがああも学園を襲しゆう撃げきしなかったらヘレンとは出会えなかった。


「ん？　ああ、たしかジールの生徒だったな。なんだ、灰色名詠より女の方が大事か？」


「わからない。だけど、ヘレンは俺やヨシュアになかったものを持ってる気がする。そばにいれば教えてくれる気がする」


　孤こ独どくだった老人に師事した自分。ジールに転入したはいいものの、雰ふん囲い気きに乗れないまま戸と惑まどっていた。そんな自分にヘレンは声をかけてくれた。


　あの気持ちは忘れたくない。


「それに、クルーエルとも会ったからな。今さら知らないフリはできない」


　触媒カタリストの披ひ露ろう会で現れた混色の名詠生物。あの襲しゆう撃げきの際、クルーエルに助けられたとヘレンから聞いた。彼女には借りができたままだった。


「いずれにせよ決けつ闘とう舞ぶ台たいの触媒カタリストは叩たたき壊こわす。あんな物があるからミシュダルのような奴やつが現れるんだ」


　ミシュダルが犯おかしたことを人の記憶から消せなくたって、それはしょうがない。


　だからせめて、あいつが壊したものを俺が埋うめる。


「好きにするといい。その前に私をどうにかできればの話だがな」


「……そうするつもりだ」


　笑みを絶やさないテシエラに向け、レフィスは一歩近づいた。





　　　　２





「平行線か。クルーエル・ソフィネットを調律者としてみなすか人とみなすか。争点はそこにあると言いたいの？」


　おもむろにシャオが首をかしげてみせる。気を害した風はなく、むしろその状じよう況きようを楽しんでいるように。


「違ちがう！　たとえクルーエルさんがどうだって、クルーエルさんはクルーエルさんだもの。そんなの関係ない！」


「そうだと思った。あなたは人と名めい詠えい式しきの間に境界線を感じない人なんだね。……ネイト、やはりあなたは素す敵てきだ。少し、二人きりで話さない？」


　指を打ち鳴らす。


　途と端たん、視界の端はしで白い光が瞬またたいた。それも二に箇か所しよ同時に。


「今の……」


　慌あわててネイトが振ふり返るも、その瞬きは一呼吸にも満たない刹せつ那な。わずかな余よ韻いんすら残さず、既すでに空向こうは昏くらい天球と極光オーロラが広がるだけだ。


「この『セラの庭園』だけど、実はこの場所には自分の仲間二人も来てたんだ。それぞれエイダとレフィスの二人を連れてね。その総勢四人を元の競闘宮コロセウムに返しただけ。向こうはどうやっても説得が難しいようだから」


　エイダとレフィス、あの二人もここに。


　では今と同じ話をあの二人も？


「そう、でも今戻もどっていったから、『セラの庭園』に残っているのは自分たち二人だけ。ごく個人的に、やっぱりあなたに理解してもらいたいんだ。どのみち決闘場のミクヴァ鱗りん片ぺんは、ファウマとネシリスの戦いが終わるまでは回収できないからね」


　ミクヴァ鱗片は何度破は壊かいしても再生する。手っ取り早いのはミクヴァ鱗片を渡わたさないことだ。この黒法師より先に回収してしまえばいい。


「僕は話を聞く気なんかない、だから」


「ここから脱だつ出しゆつさせろ？　それはダメ。そうしたらあなたはミクヴァ鱗片を取りに行く気でしょ？」


　シャオが警けい戒かいの素そ振ぶりを見せる。


　だがそれは、ミクヴァ鱗片がなければ〈ただそこに佇立する者ミクヴエクス〉を詠よべない、自らそう吐と露ろしているようなもの。


「──出せなんて言わない」


「ではどうする気？」


　いまだに何ど処こともわからない不可思議な空間。『セラの庭園』、名詠式の生まれた場所と言うが、自分たちの世界と名詠門チヤネルで繫つながっていることだけは確かだ。


　──ならば脱出する方法はある。


　鍵ヒントはシャオ自身が既すでに提示していた。


〝ミクヴェクス真言を、真言でなくセラフェノ音語で詠うたった時。名詠式の調律は一時的にだが法則を乱し、不可逆な転送を可逆のものとする〟


　セラフェノ真言は調律者を詠よぶ〈讃来歌オラトリオ〉のための真なる言語。


　一方で通常のセラフェノ音語は、五色の名詠のために与あたえられた簡易的言語。


　だがどちらの言語であろうと、この空間と自分たちの世界をつなぐ扉とびらを開くことには変わりない。つまりセラフェノ音語で名詠門チヤネルを開けば、『セラの庭園』から帰き還かんすることができるはずなのだ。


　エイダの祓ジ戈ルと組み合わせた大規模名詠門チヤネル、あれと同じ要領でやれば……


　ベルトにつけた小さなポーチから、悟さとられぬよう触媒カタリストを取りだす。


　──『Ezel夜の歌』──


「自力で扉をこじ開ける気か、思ったより大だい胆たんな発想だね」


　黒衣をひるがえし、シャオが一歩足を突つきだす。だが遅おそい、今から何かを名詠するより先に自分の名詠が完成する。





　elmai xaln wos全ての扉に teo uc xeoi clar,夜色の鍵を O soa valen 詠う世界のlef karel祈りよ響け





　手の平大の名詠門チヤネルがその環わを一気に広げ──


　唐とう突とつに、それが弾はじけたように消しよう滅めつした。


「……え？」


　どうして？


　競闘宮コロセウムでやった時は上う手まくいった。時間切れ？　いや、そんなはずがない。


　考えられるとすれば、この不可思議な世界の影えい響きようだ。名詠式が生まれた世界だと言うのなら、何か特とく殊しゆな環かん境きようであってもおかしくない。


「ううん。この世界はむしろ自分たちの世界より安定している。さらに言うなれば、ここは調律者が衝しよう突とつしたEma意志の余波──すなわち名詠式を起動させる力が直接流れこむ場所。調律者の存在する空白名詠と夜色名詠にとって、これ以上適した環境はない」


「じゃあどうし──」


　硬こう直ちよくした。


　シャオの手に、さっきまでの自分とまるで同じ大きさの名詠門チヤネルが輝かがやいていた。


「一つの対象につき存在する扉は常に一つ。それを利用し、開かれた名詠門チヤネルに同色の名詠門チヤネルをもう一つ重ねることで、名詠された対象は名詠式の法則と矛む盾じゆんを来きたす。結果としては『セラの庭園』へと還かえることになる」


「まさか……」


「これが反唱に隠かくされた本当の理り屈くつ。『セラの庭園』が絡からむのだから調律者は人に教えられない。調律者が人に授さずけたのは反唱という存在とその方法だけ。夜色名詠で空白名詠が還せるなら、空白名詠で夜色名詠が還せるのも理解できるはずだよ」


　──僕ぼくが名詠した名詠門チヤネルを反唱されたのか。


　臍ほぞをかみ、ネイトはシャオを睨にらみつけた。


「……なんで、そんなにまでしてっ！」


「それなりの目的があるからだよ」


　手に輝く名詠門チヤネルが時間と共に消えていく。


　粒つぶとなった光の跡あとを、シャオは目を細めて見つめていた。


「あなた以外の人に言えば笑われるか呆あきれられるかのどちらかだろうけどね……自分は、本当に名詠式が大切なものだと思ってる。たとえばそれが調律者から贈おくられたものだとか、そういうの抜ぬきで心の底から思ってる。


　名詠式をみんながみんなのために使えれば、どれだけたくさんの人を助けられるだろうかって。たとえば競闘宮コロセウムにいる名詠士が、ミシュダルのような男が、ドレスエンで決けつ闘とうの講義ばかり習っている生徒たちが、その名詠を人のために使う心の強さを持てる時が来れば────そう願うことは、愚おろかなことだと思う？」


「……ううん」


　あまりに美しく純じゆん粋すいで、けれど壊こわれやすい夢。


　それを願うことは、どれだけ強い意志が必要なことだろう。


「夢見事だと言う人の方が多い。でも自分は、一日たりとも願うことを欠かしたことはない。だってそれが名詠式だから。自分の心をかたちにして実現するための方法だから」


　……そうか。


　郷きよう愁しゆうにも似たどこか懐なつかしい感覚。それをネイトは胸の奥おくに押おしこんだ。


　ようやくわかった。この人は……母かあさんとすごく近いんだ。


　新しい名詠式を願うか、全ての人による全ての人のための名詠式を願うか。その違いはあるけれど、心の強さと純粋さが限りなく近い。


　無理と言われようと他人から笑われようと、それに耐たえる強さを持っている。


「アマデウスは人の成長と可能性を重視し、人自らが自分の道を見み出いだすことを求める。だけど時として、翼つばさの折れた雛ひなにそれを求めるのは残ざん酷こくなことがある。誰かがその雛をそっと拾い、巣に戻もどしてあげることも必要なんだ」


　名めい詠えい式しきに対する歪ひずんだ認にん識しきと価値観をぬぐい去り、新しい概がい念ねんを与あたえる。


　それが雛を巣に戻すということ。


「ミクヴェクス真言はその可能性を秘ひめている。たとえ過去幾いく度どとなく失敗していたとしても、その可能性を信じたい。アルヴィル、テシエラ、ファウマ。自分を信じて手を貸してくれたのはたった三人、でも何よりも代え難い仲間だと思っている」


「でも、それなら僕ぼくたちだってそうだもの！」


　エイダやミオ、学園に残る生徒や教師だってみんな同じ。クルーエルと共にいたいと心の底から願ってる。


「願う方向に正せい邪じやはない。だけど想おもいの強さと弱さは確かにある──名詠式は鏡であり鐘かね。磨みがけば磨くほど鮮あざやかに映し、強く叩たたけば大きく響ひびく」


　シャオが言わんとしていることを察し、ネイトはふるえる拳こぶしを堅かたく握にぎりしめた。


「……僕たちの願いが弱いということ？」


「少なくとも現状のままでは、あなたは自分に及およばない。真言を持っているか持っていないかに関係なく」


「そんなの、やってみなくちゃわからないっ！」


　いつだって、今までだってそうだった。求められている名詠と今できる名詠の乖かい離り。その隙すき間まを埋うめる努力だけは怠おこたらなかった。


　──絶対、シャオより先にミクヴァ鱗りん片ぺんを回収するんだ。


「僕の名詠門チヤネルを妨ぼう害がいしたってことは」


「うん、あのまま成功していたらあなたに戻られていただろうね。あと二秒くらい反唱が遅おそかったら危なかった」


　臆おく面めんもなくシャオがうなずく。


「つまりこの場は、脱だつ出しゆつ口となる名詠門チヤネルをあなたが名詠し、自分がそれを妨害するかたちになる。互たがいにすべきことがハッキリしていて良いじゃない」


　目的の名詠門チヤネル一つを守りきれば勝ち。ならば話は簡単だ、妨害できるような余よ裕ゆうを与あたえなければいい。汗あせばむ手の平には墨すみ色いろのガラス玉が二つ。それを手の感かん触しよくで確認し、ネイトは後方に跳ちよう躍やくした。


　シャオが接近する素そ振ぶりを見せる、と同時。


　青白く輝かがやく地表、シャオの足あし下もとにネイトはガラス球を投げつけた。


　──『Ezel夜の歌』──


　シャオを中心に、地表を漆しつ黒こくの靄もやが急速に覆おおっていく。


　上う手まくいった！


　はやる胸の動どう悸きを抑おさえ、残るガラス球を持ち直す。霧きりが晴れるまで時間は余よ裕ゆうがある。その間向こうは自分がどこにいるのか摑つかめないはず。


　今なら間に合……





　綺き麗れいな球だね。エンジュの骨こつ董とう品ひん店で買ったの？





　ぞくっ。


　かつて経験したことのない類たぐいの戦せん慄りつが背筋を伝わり、触媒カタリストを持つ手が凍こおりついた。


　霧の中から聞こえてきたシャオの声。


　……どうして、僕ぼくが手に持っている触媒カタリストがガラス球だとわかる？　光を呑のみこむ、むせ返るような濃のう度どの黒霧だ。数メートル先にいる自分の姿が見えるはずないのに。


　──急がないと何かまずいっ！


　途と切ぎれかけた集中を繫つなぎ、脳裏に光輝く名詠門チヤネルを描えがいた。触媒カタリストが淡あわい光を放ち、それが徐じよ々じよに光の環わを形成していく。


　早く……早く……


　焦あせる気持ちを堪こらえて名詠門チヤネルの完成を待つ。手の平に生まれた小さな名詠門チヤネル。あとはそれを自分が通れるだけの規模にまで拡張させれば──


　にわかに、手に持っていた触媒カタリストが宙に浮ういた。


「っ……え!?」


　触媒カタリストが僕の手を離はなれて浮く？　そんな、どうして……！


「ありがとう、良い子だね」


　霧が晴れ、そこには平然と佇たたずむ黒法師。漆しつ黒こくの外套ローブから覗のぞく右手へと、黒色の玉がふわりと着地した。


「ふふ、驚おどろいた？」


　シャオが自らの背後を視線で示す。その先に、目に見えない何かがいた。


　消えつつある黒霧に混じりながらも朧おぼろ気げに輝く何か。まるでシャオを取り囲むか守っているかのように。


　周囲に溶とけこむ透すける身体からだ。


「……空白者！」


　空白名めい詠えいの名詠生物。空白の名を体現する半はん透とう明めいな身体を持つ名詠生物だ。その透きとおった身体と稀き薄はくな存在感ゆえ、全神経を集中して注視しない限り気づけない。


　シャオを護衛する名詠生物だというのは聞いていたが……


「そう、この世界に招待した時からこっそりあなたの後ろに控ひかえさせていた。名詠を行おうとすればその触媒カタリストを奪うばう命令付きでね。あ、そんな慌あわてて周りを見回さなくてもいいよ、今ここにいるのはこの子だけだから」


　臍ほぞをかむ。今のは自分の失態だ。シャオの話に気を取られるがあまり、空白者の存在にまるで注意を払はらっていなかった。


「言ったよ、〈ただそこに佇立する者ミクヴエクス〉は自らの眼めを用いて残酷なソフイア・オブ・純粋知性クルーエルネツトを生みだしたと。だからクルーエル・ソフィネットが存在する間、〈ただそこに佇立する者ミクヴエクス〉は眼に相当する感知に欠け、それを補うための名詠生物を生みだした。それが空こ白の者こ」


　……だから霧の中でも、自分の持っている触媒カタリストが手に取るように。


「ごめんね、それと隙すきを見てポーチにあった触媒カタリストも空白者に頼たのんだんだ」


　シャオの外套ローブがわずかに開く。


　足あし下もとに音を立てて落ちていく黒曜石、黒真しん珠じゆ、黒の塗と料りよう。全すべて見覚えがある。予備としてネイトが持ってきていた触媒カタリストだ。


「触媒カタリストは空だね、どうする？」


「…………」


　応こたえぬまま、ネイトは地に膝ひざをついた。


　青白い地表に伸のびる自らの影かげ、それをなぞるように指先を重ねる。


　まだこれが残ってる。正真正しよう銘めい、最後の触媒カタリストが。


　第一音階名詠ハイ・ノーブルアリアのための特有触媒カタリストはない。ならばそれ以外で、自分のできる最も高位の名詠式を願う。





　quo xeoi xaln,夜の扉へ、 glim getie clar開放の lef teo小鍵〈ことば〉を紡ぎます





　meh luei一鍵の音色を clar fo Looあなたのために





　yehle io peg果てなき真夜と mihhya lef吐息を siole xeo結び　pelma elmei全ての getie doremren小さき夜へと贈る





　vilis phanisis gfend,自らの怖れを知り自らの villis phanisis haul灯火を知り





　O slin fel hypne,ゆりかごより da sanc立ちあがれ、 lisie-l-xelie haul愛しく彩る星の灯よ





「orbie clarオービエ・クレア【契けい約やく讃さん歌か】……Goetiaゲーテイア【小さき子供】の名詠？」


　黒法師の表情に小さな亀き裂れつが走った。





　Isa daさあ boema foton doremren生まれ落ちた子よ





　ife I she cooka世界があなたを Loo zo via望むのならば





　O evo Learsあなたは ── Lor besti彼方より qhaon -c- getie成れ──　＝ ende coola loar羽ばたく小さき夜の子よ





　影かげに生まれた名詠門チヤネルを越こえ、濡ぬれ羽ば色いろの翼つばさを持つグリフォンが浮うかびあがる。


　夜の第二音階名詠ノーブルアリアに属する小型精命だ。


「なるほど。ケルベルク研究所での第一音階名詠ハイ・ノーブルアリア──主あるじたる牙剝く者アマデウスを名詠した段階で、Goetiaゲーテイア【小さき子供】からも認みとめられていたわけだ」


　外套ローブをひるがえすと共に後方へ跳ちよう躍やくし、シャオが右手を天へと掲かかげる。


「なら、試ためしに一度だけ勝負させてみようか。空白者も第二音階名詠ノーブルアリアだから」


　どのみち触媒カタリストはもうない。相手の足あし下もとにある触媒カタリストを取り返さなければ、帰き還かんする方法がほかにない。


「さあ、お行き」


　空間を軋きしませ、地を滑すべるように空白者が迫せまる。その軌き跡せきを追いかけてグリフォンが羽ばたき……


　衝しよう突とつの刹せつ那な、グリフォンの爪つめが空間の歪ひずみを切きり裂さいた。


　奇き怪かいな悲鳴を上げ、その場に光の煙けむりが立ち上る。この空間からさらに還かえる場所があるのか定かでないが、この場から消えたのは確実だ。


　──勝った？


「ううん、相討ち」


　シャオの言葉が告げるその先で。無傷で地表に降り立っていたはずのグリフォンが、光の粒りゆう子しとなって消えていく。


「……どうして」


「空白者は特段の自衛手段を持たないかわり、一つだけ特とく殊しゆな力がある。それは自分が消える際、通常の消しよう滅めつより巨きよ大だいな名詠門チヤネルを遺のこすこと。結果、近接していた名めい詠えい物を同時に送り還すことができる」


　グリフォンはその名詠門チヤネルに巻きこまれた。いや、相手は最初からそれを狙ねらっていたのだ。自分ネイトが自分の影を触媒カタリストにすることまでを先読みした上で。


「正真正しよう銘めい、これで触媒カタリストはなくなった。ようやく腰こしを据すえて話ができるね」


　一歩近づく黒法師。


　それから逃にげる方向へ、ネイトは一歩後ずさった。


「……どうしてシャオは」


「あ、初めて名前を呼んでくれた。それじゃあ今から、自分も『あなた』でなく『ネイト』って呼ぶことにしようか」


　無む邪じや気きな、あまりに毒のない笑え顔がおでシャオがはにかむ。


「なんでシャオはここに残ってるの。ミクヴァ鱗りん片ぺんを取りに行かずに」


「それは仲間に任せてある。自分の仲間二人もそれぞれ、エイダとレフィスを相手取って始めたらしい」


　エイダは祓戈の到極者ジルシユヴエツサーの資格を持つ生きつ粋すいの祓名民ジルシエ。真精を相手にしてすらまるで引けを取らぬ技量、そして驚きよう異い的てきな胆たん力りよくに何度助けられたことか。


　レフィスも灰色名詠の詠うたい手だ。学生決けつ闘とうで見せたあの強さは記き憶おくに新しい。


　共に、苦戦はあるかもしれないが負けることなど想像もできない。


　……なのに、なぜだろう。


　シャオの表情から一いち抹まつの揺ゆるぎさえ感じとれないのは。


「あの二人では勝てないよ、アルヴィルとテシエラに。勝てない理由がある」


「勝てない理由？」


「そう。アルヴィルはエイダを理解しているけど、エイダはアルヴィルを理解しきれていない。テシエラはレフィス以上に灰色名詠のことを知っているけど、レフィスはその事実を知らない。だから勝てない、少なくとも初戦では絶対に」





　　　　３





　競闘宮コロセウム四階、閲えつ覧らん室前大通路──





　非常灯だけがぼんやりと点ともる薄うす闇やみ。


　その中を、閃せん光こうのごとく光と音を発して煌きらめく二条ふたすじの刃やいばが空を舞まっていた。


　ひゅんという刹せつ那なの風かざ鳴なり。それから瞬まばたきにも満たない時間を挟はさみ、耳みみ障ざわりな音を立てて鎗やりの切っ先が重なり合う。


　祓ジ戈ルの先せん端たんの宝石が輝かがやき、そのわずかな明かりに照らされる二人の祓名民ジルシエ。


「──っと、アブねえ」


「くっ！」


　闇の中、一対の足音が通路を駆かけた。


　続いて響く剣けん戟げき。


　常人ならば目を凝こらしても朧おぼろ気げな人の輪りん郭かくしか映らない。それほどに濃こく、また稀き薄はくな夜闇。それをこの祓名民ジルシエたちは、さも真昼のような正確さで相手の動きを捉とらえていた。


　単なる視力だけの感知ではない。そもそも反はん応のうしてからでは間に合わぬ超速の劇。相手の足の運び、そしてわずかに響ひびく鎗の風鳴りを頼たよりに、一いつ瞬しゆん先の挙動を予測するのだ。


「夜目の訓練は怠おこたってないみたいだな」


「おかげさまで、女あ子た学し生らは友達同士の夜よ更ふかしが大好きなんだよ！」


「はっ、そりゃ美容に悪いぜ！」


　エイダの切っ先がアルヴィルの衣服の数ミリ先を掠かすめて過よぎる。


　──またか。


　詰つむ、その直前の一撃は難しくない。だが相手に届く一撃が繰くり出せない。紙かみ一ひと重えで距きよ離りを失うのだ。


　アルヴィルは服にすら傷がない。


　なのに自分はと言えば、小さな裂れつ傷しようが既すでに五本の指に余るほど。


「どうした、やけに息が切れてるじゃねえか────よっ！」


　通路の影かげの奥おく。飄ひよう々ひようとした声と対照的、裂れつ帛ぱくの勢いで鎗の先端が突つきだされた。


「……っく！」


　鎗を横に薙ないでその先端をずらす。


　否いや。ずらそうとした直後、エイダの鎗は空を切っただけだった。闇夜の先、突きだされていたはずのアルヴィルの鎗が途と中ちゆうで静止する。


　──牽制フエイント!?


　姿勢を崩くずしたにも及およばない、足先に余分な負ふ荷かがかかっただけ。そんな一瞬の硬こう直ちよくの間を貫つらぬくようにアルヴィルの鎗が伸のびる。


　ギィッッッッン……


　鎗の刃はで止めようとすれば間に合わなかった。だからエイダは、鎗の刃でなく柄えでそれを受けとめることを選せん択たくした。柄を握にぎる指の数センチ横をアルヴィルの鎗が掠めていった。


　狙ねらいをわずかにでも違たがえていれば指はどうなっていただろう。


「お、すげえな。そういう際どいの俺おれできねえわ、怖こわくて無理」


「……相変わらず嫌いやな戦い方するじゃん」


　アルヴィル・ヘルヴェルントの鎗は、さながらこの男の性格そのものだ。


　名めい詠えい生物を相手に牽制フエイントは決して上策ではない。だから祓名民ジルシエが重視するのは何より体たい捌さばきと祓ジ戈ルの支配。なのにこの男と言えば、自らが死地であるほどにこういった牽制フエイントを混ぜてくる。祓名民ジルシエの長老ルーファに言わせれば悪あく癖へき、だがそれでもアルヴィルを咎とがめるのを見たことがない。


　認みとめざるをえないのだ、この男だけは。


「そういやお前、なんで祓戈の到極者ジルシユヴエツサーになんて挑ちよう戦せんしたんだ」


「あたしの方が聞きたいね、なんでお前は祓戈の到極者ジルシユヴエツサーの名を取ろうとしないっ！」


　柄を打ち下ろし、相手の鎗を地に弾はじく。


「エイダ・ユン＝ジルシュヴェッサー、名乗れて満足か？　それで何かが変わったか？」


「……だから、何が言いたいっ！」


「続きは俺に勝てたらな」


　床ゆかすれすれを薙ぐ一撃を後方に跳ちよう躍やくして躱かわす。


　──トン


　背に硬かたい感かん触しよくがあった。壁かべ？


「通路は鎗で戦うには狭せまいんだ、状じよう況きよう見ておけよ」


　アルヴィルの声と同時、いやそれより早く聞こえてきたのは笛のように鋭するどい風切り音だった。……右か！


　目で確認することも間に合わず、直感だけを頼りに鎗を振ふるう。ギンッッ──横よこ殴なぐりの衝しよう撃げきに手が痺しびれ、危あやうく祓ジ戈ルを落としかけた。


「なんだおい、防戦気味じゃねえか。前はもっとギラギラしてたぜ？」


「最近、頭を使ってみたくなってさ」


　汗あせがしたたり落ちるのも構わず、エイダは唇くちびるの端はしを笑えみのかたちにつり上げた。


　──強い。視界が利きかないとか場所が悪いとかに関係なく。


　まずリーチが圧あつ倒とう的に違ちがう。長身に加え、あの手足の長さ。中ちゆう途と半はん端ぱな距きよ離りで足を止めれば一方的に向こうの鎗だけが届く。かといって踏ふみこむには、あの鞭むちのようにしなる鎗の軌き道どうをかいくぐらなければならない。


　特にこの暗い通路ではそれが困難を極きわめるのだ。


「頭？　ばーか、似に合あわねえよ」


「それじゃ、今から目ぇ見開いておきな」


　反射的にアルヴィルが鎗を構える。それに構わず、エイダは自分の鎗で背後の壁かべを穿うがった。鎗の先せん端たんが狙ねらい違たがわず、背後の扉とびらの錠じようを打うち抜ぬいた。


　瞬しゆん間かん、アルヴィルの声に怪け訝げんなものが混じった。


「扉っ？」


　そう、自分の背にあったものは壁ではなく扉。


「年とし頃ごろの女の子なら一度はやりたいんだよ、こういう室内での大乱闘おおはしやぎ！」


　扉を背で押おし、エイダは資料閲えつ覧らん室へ突とつ入にゆうした。


「大乱闘おおはしやぎ……ってな、そんな女はお前だけだってんだよ！」


　それを追い、アルヴィルが部屋に足を踏み入れる。


　その気配を察し────エイダは、室内の照明ボタンを押おした。


　室内を照らす天てん井じようの照明。これで競闘宮コロセウムの外からも内部に誰だれかが侵しん入にゆうしていることが丸わかりだが、もはや気にしていられない。


「っっ痛つぅ……っ！」


　夜目に慣れた目に過度の光量を浴び、アルヴィルが数歩後ずさる。そこへ、畳たたみかける勢いで資料棚だなの本を投げつけた。


「なるほど、お前らしい頭の使い方ってわけか」


「友ミ達オに見られたら激げき怒どされて説教喰くらうだろうけどね！」


　アルヴィルの鎗やりが本をことごとく打ち払はらう。花か瓶びんが砕くだけ、展示してあった写真が壁から落ちる。そこをさらに鎗で追撃。


　一撃、二撃、三撃──軽い、だが相手の反撃を許さない連撃。


「いいじゃねえか、ようやくらしくなってきたんじゃねえの？」


　が。男の祓名民ジルシエの表情は崩くずれない。


　これだけ動いていながら呼吸一つ乱してもいないのだ。


　──そろそろ決着つけたいんだけどね。


　体力が落ちたのは自分。それはエイダも自覚している。だからこそ、もとよりこの戦いは短期決戦と決めていた。


　学園の講義で一日の半分が潰つぶれ、そこに友人との交遊が入ってくる。鍛たん錬れんの質で補完して技量は落とさないでいても、鍛錬の絶対量が落ちれば体力が落ちるのは自明。


　だからエイダは、追撃の手を止めぬままアルヴィルの右手へ回りこんだ。


　資料の陳ちん列れつされた木もく製せい棚だなの陰かげへ。横よこ幅はば、高さ共に二メートルほど。隠かくれる努力をするまでもなく、自分の姿は完全に棚の背後へと消える。


「おいおい、今さら隠れ──」


　アルヴィルの言葉がなかばで途と切ぎれた。


　気づいたのだ、今から自分が何をしようとしているか。


「てめっ……まさかっ！」


　先の追撃でアルヴィルは部へ屋やの隅すみまで移動している。逃にげ場はない。それだけ自答し、エイダは陳列棚を猛烈な勢いで蹴けりつけた。





　…………ギ……ィィィィィッッッッ…………





　ゆっくりと、陳列された資料を撒まき散らしながら棚が前のめりに倒たおれていく。正面にいる祓名民ジルシエに向けて。


「っち！」


　舌打ちと共にアルヴィルが身をひるがえす気配。


　逃げ道は一箇か所しよ──陳列棚の左へアルヴィルが身を躍おどらせたのを察知、勘かんだけを頼たよりにエイダは祓ジ戈ルを突つきだした。


　ひたり。


　その切っ先がアルヴィルの胸むな元もとの衣服を穿うがち、素す肌はだまで髪かみ一本分のところで止まった。


「あたしの勝ちだ」


「…………やるじゃねえか、おい」


　降参とばかりにアルヴィルが祓ジ戈ルを無造作に投げ捨てる。


「ちなみに言っておくけどよ、シャオはまだあの退たい屈くつな世界に残ってるぜ」


「……名詠門チヤネルの先にあるとかいう空間か」


「ああ、お前の知り合いのネイトって奴やつと一いつ緒しよにな」


　ちび君か。


　ならばどうにか帰ってくるのを待つしかあるまい。


「なら、かわりに訊ききたいことがある。お前がさっき言ってた『あたしが祓戈の到極者ジルシユヴエツサーになれて良かったか』っての、どういう意味だ」


「あー、あれね」


　しばし考えるような仕草の後。


「言っただろ、俺おれに勝てたら教えてやるってな」


「……祓ジ戈ルを自分から投げ捨てておいて言える台詞せりふか」


　胸元に鎗を突きつけた状じよう況きよう。この状況でなお、顎あご先さきを一筋の汗あせがしたたり落ちていくのをエイダは感じていた。


　……なんでこいつ、こんな余よ裕ゆうの面つら構がまえなんだ。


「アルヴィル、黙だまってないでさっさと答えろ！」


　服を射い貫ぬく鎗をさらに奥おくへ、素す肌はだに触ふれる限界まで突つきつける。その時だった。


　チャリッ


　硬かたい金属音。


　服を貫かん通つうした鎗の切っ先が、肌はだの前で何かに触れた。
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　競闘宮コロセウム、地下一階。備び蓄ちく倉庫──





　──『Isa灰の歌』──


　床ゆかに転がる銀貨を中心に灰色の光が環わを描えがく。途と切ぎれそうなほどか細い光の筋が収束し、名詠門チヤネルを形成。


　石鎗を持つ二体の有翼石像ガーゴイルが浮うかびあがる。


「なんだ、さっきの小型精命よりだいぶ可愛かわいいな」


　からかい混じりの笑みと共に、テシエラが悠ゆう々ゆうとした歩調で距きよ離りを詰つめてくる。


　彼女の前を守るように浮ふ遊ゆうするのは黄の小型精命ウイル・オ・ウイスプ。灰色名詠の第二音階たる小型精命、王に傅く子アルセイ・レフイスを一いち撃げきで破やぶった名めい詠えい生物だ。


　──いったいどんなカラクリだかな。


　灰色名詠の中でも特に強きよう靭じんな小型精命が一撃で還かえってしまう。それは通常では考えにくい。何か秘密があるはずなのだ。


「まさか、この一体に降参とは言うまい？」


　黄の小型精命ウイル・オ・ウイスプが鈍どん重じゆうな速度で進んでくる。それを、空から有翼石像ガーゴイルが迎むかえ撃うった。


　左右から挟はさむかたちで石鎗を構え──それに応じるかのように、黄の小型精命ウイル・オ・ウイスプの身体からだから服の繊せん維いのように細い光が伸のびた。


　高圧電流を帯びた鞭むちさながらの触しよく手しゆ。


　──ジッ！


　雷の鞭が虫の羽音にも似た音を響かせた。


　一体、その雷らい鞭べんを受けて有翼石像ガーゴイルが動きを止める。


「……やっぱりか」


　一いつ瞬しゆん触ふれられただけで消しよう滅めつする灰色の名詠生物。王に傅く子アルセイ・レフイスが敗れたのは偶ぐう然ぜんではない。この小型精命の強さが通常のものをはるかに上回っているのだ。視界の右隅すみで消滅した有翼石像ガーゴイル。その左ひだり端はしでは残る一体もまた石灰色の煙けむりを上げて消えつつあった。


　が、その名詠生物がもっていた石鎗はそこにない。


「威い力りよくは恐おそろしいが精密な攻こう撃げきができない。黄の小型精命ウイル・オ・ウイスプの欠点だな」


　レフィスが睨にらむ先、石鎗によって地面に縫ぬわれたように張りつく黄の小型精命ウイル・オ・ウイスプがあった。


　高電圧の触手が触れるのと同時、有翼石像ガーゴイルの石鎗もまた相手に届いていたのだ。


「そうらしい、どうも名わ詠た者しの性格に似て大おお雑ざつ把ぱなようだ」


　意志の強さをそのまま現すかのような赤しやく銅どう色いろの髪かみを手で梳すき、やれやれといった表情でテシエラが腕うでを組む。


「ところでお前、アレは使わないのか」


「何のことだ」


「石竜子バシリスク、灰色名詠の真骨頂のはずだが」


「……っ、なぜそれを！」


　灰色名詠の最も凶きよう悪あくな効果が石化。


　その実、石化効果を有する名詠生物は灰色名詠の中でも数えるほどしかない。さらに言えば、扱あつかいやすさと名詠条件を考えるなら代表は石竜子バシリスク。まさにテシエラが告げたその通りである。


「さっきから何かがひっかかってた……が、そういうことか」


　理由はわからない、だがこの相手は灰色名詠を知っているのだ。


　通常の名詠士には初見のはずの灰色名詠。それなのに灰色の小型精命たる王に傅く子アルセイ・レフイスも有翼石像ガーゴイルも、この女はまるで警けい戒かいする素そ振ぶりがなかった。


　まるで前から知っていたかのように。


「坊ぼうや、訊きいているのは私だぞ？」


「……あれは俺おれの兄弟子にあたる男が作ったオリジナルだ、正せい規きのものじゃない」


　ミシュダルが見み出いだし、そして最も得意としていた名詠だ。灰者ならぬ敗者の名詠。師であるヨシュアはそう言っていた。


「ああ、そういえばミシュダルは容よう赦しやなく使っていたな。……は、なるほど。灰色名詠の名を地に落とした男の名詠などまっぴらご免めんということか」


「……お前、何者だ」


　ミシュダルと自分の関係を知っている人間が外部にいる？　そんなはずがない。


　学生決けつ闘とうの際にネイトたちに話しはしたが、当然この女はその場にいなかった。音おん響きよう蝶ちようで傍ぼう受じゆしていたようなことも考えられない。


「そうだな、返事がわりにいいものを見せてやろう」


　含ふくみのある口調で手を叩たたき、テシエラが懐かい中ちゆうから取りだしたのは一枚の銀貨だった。


「お前ならこの〈讃来歌オラトリオ〉、知っているはずだな？」


　そして彼女が詠うたったものは──





　loar dime ,風、嗤う Hir qusi fluse地に這う feo nen rawa cley砂の儚さを





　sheza dime ,羽、 Hir qusi nazarie嗤う火に feo eza da酔う wavir uc corne灰の愚かさを





　solitie kaon ,孤独の writh lef eza ,牢宮芥の lastis os fisa宴終わらぬ惨劇を endehec mofy灰者が歌う





　arsei glio ,空白の ovan ezis glia玉座その椅子に jes reive座すは埃のみ





「…………噓うそだ」


　全身を打ちのめされたような戦せん慄りつが走った。


　この詞と音色は灰色名詠の第一音階名詠ハイ・ノーブルアリア。他人が詠うたえるわけがない。


　なぜならこの〈讃来歌オラトリオ〉はミシュダルの──





　omunis via-c-univa ,万象は Yer sis tera転じ、 peg ezis , ezaわたしは塵と埃に流れゆく





　zette yupa thesならば、 I neckt loerrnこの世界に勝者は不在





　Isa daさあ boema foton doremren生まれ落ちた子よ　Ser laそなたらは lemenent , clar lef王に ilmei arsa傅く子供たち





　ミシュダルが有する、灰色名めい詠えい最強の一体。


　灰者の王ラステイハイトの右手たる真精、十二銀ぎん盤ばんの王剣者の〈讃来歌オラトリオ〉に他ほかならない。





　jes effectis qusiその諸手に fo Lastihyt , ecta王の剣十二から peg sterei orza成る威光の翳し





　miqvy O evoiaいま、 arsei tearl dis世界の全ては elmei I敗者となれ　──sterei王剣・ efflectis Ezehyt十二銀盤 ＝ ende arsa哮れる灰者





　完かん璧ぺきだった。


　詞も、旋せん律りつも。


「まさか、本気で!?」


　テシエラが銀貨を掲かかげ────


　…………


　………………


　何も起きなかった。


「……ふっ、ふは…………あはははっ、冗じよう談だんだ冗談！　私にそんなものが名詠できるわけないだろう。何をそんなに怯おびえているんだか」


　あろうことか銀貨を放ほうりだし、身体をくの字に曲げて彼女が笑いだしたのだ。


「っ！　お前……っ！」


「いやはやどうして。青の大特異点ネシリスはファウマに譲ゆずったが、坊ぼうやは坊やで楽しいよ。なあレフィス、お前本当にヨシュアの言った通りの男だな」


「！　今……何と言った」


　確かにこの女から自分の師の名前が出た。


「さあな、私に勝てればご褒ほう美びをくれてやらんでもないさ！」


　テシエラの両の指から溢あふれるように生まれる黄色の花はな弁びら。それが宙でほどけるように崩くずれ、きらきらと輝かがやく細かい粒りゆう子しへと姿を変えた。


　これは……まさかさっきの通路で見た。


　──やばい！


　背後にあった備び蓄ちく用の木箱の陰かげへ飛びこむ。それと同時、猛もう烈れつな勢いの黄こう砂さが砂すな嵐あらしとなって木箱を叩たたいた。


　室内で砂嵐。


　常識では考えられない名詠だが、この密閉した空間では逃にげる方法がない。動きを封ふうじ視界さえ奪うばう。考えようによっては名詠生物より数段凶きよう悪あくな名詠だ。


「だけど、何なんだこの砂は……」


　木箱の陰に息をひそめ、レフィスは木箱を叩きつける砂を睨にらみつけた。


　三さん叉さ路ろで襲おそわれた時もそうだ。この尋じん常じようでない砂の量、そして勢い。黄色名詠には疎うといがそれでも異常だとわかる。本当に単なる技量の問題だけなのか？


　……考えてる暇ひまはないか。


　砂の勢いが徐じよ々じよに弱まるのを確かめ、レフィスは懐ふところから銀貨を取りだした。


　──『Isa灰の歌』──


　備蓄倉庫を埋うめつくす勢いの砂嵐へ、さらに大量の灰かい燼じんが正面から衝しよう突とつした。黄砂と灰燼。互たがいに風に巻き上げられ、天てん井じようを伝って部屋を蹂じゆう躙りんする。


　灰燼の流れに乗って木箱から飛びでた瞬しゆん間かん──


「っ！」


　目の前に、十体を超こえる数の名詠生物がいた。


「その策て、学生大会で見せたのは失敗だったな」


「……盗ぬすみ見とは趣しゆ味みが悪いな」


　灰の渦うずで相手の視界を奪うばい、その隙すきをついて名詠する。確かに学生決けつ闘とうでドレスエンの生徒相手に見せた策てだが、まさかこの女がそれを観戦しているとは思わなかった。


「失礼だな、ちゃんと大将シヤオに頼たのんでチケットも手に入れたさ」


　ヂヂヂ、と不快な音を発する黄色の発光体が迫せまる。


　召しよう電でん妖よう精せい。


　周囲の目標物に手当たりしだい電流を放射する、好戦的な名詠生物だ。


　形状は黄の小型精命ウイル・オ・ウイスプに酷こく似じ。大きさは二回りほど小さいだろうか。羽音のような音が耳みみ障ざわりという理由であまり使われないが、黄の小型精命ウイル・オ・ウイスプより動きが俊しゆん敏びんという長所がある。


「……こいつらもただの召電妖精じゃないな」


「お、さすがに警けい戒かいを覚えたか。学習能力がある人間は嫌きらいじゃないぞ」


　琥こ珀はくの感かん触しよくを楽しむ手を休め、テシエラが小さく笑む。


　──どうする、灰の風が止やめば召電妖精の大群に襲われて終わりだ。


　灰燼が消えるまであと数十秒。いや十数秒かもしれない。それまでに自分も同数の名詠生物を詠よぶ？　同数ではおそらく勝てない。相手の召電妖精が通常のものでないことは明らか。確実に打ち勝つには、有翼石像ガーゴイルではおそらくその倍が必要になる。


「降参か？」


「…………」


　自分を守るように吹ふき上げる灰色の突とつ風ぷう。目を閉じ、レフィスはその風の中に自らの手を差し入れた。


　肌はだを擦する突風の中で拳こぶしを握にぎる。


「自ら詠んだ灰を自ら摑つかむ？　触媒カタリストの連れん弾だん消費か？」


　今必要なものは、十体の名詠生物へ単体で立ち向かえる名詠生物。


　レフィスの名詠ストツクにおいてそれはわずかに一体だけだ。


　灰色名詠は最強の防衛色、ヨシュアからそう教わったことを象しよう徴ちようする名詠生物。


　──描えがけ、灰者の王ラステイハイトの左を守る真精を。





　loar twai, 風、 Hir qusi shante誘う地に feo nen denca舞う lin cley砂の煌めきを





　shaze twai,羽、 Hir qusi memori誘う火に feo seim corna恋う灰の愛しさを





　meh -l- ralphei一会の deige, writh lef銀城誓の orb, U virse宴見果てぬ fisa valen lef lucs祈りを詩人が歌う





　その詠うたは、あらゆる詠うたよりも静かで乾かわいた詠うただった。


　乾いた石、乾いた砂、荒あれ果はてた荒こう野やと焼け跡あとの灰燼。何も与あたえることのないかわりに、決して奪うばわれることもない──そんな旋せん律りつ。


　何も奪わず傷つけず、ただそこにいてその地を守るための音色。





　arsei glio,空白の ovan giris glia玉座その椅子にjes orza座すは誇りのみ





　omunis via万象は -c- univa, Yer生まれ、 sis tis giris私は王と誇りへ peg arsたどり着く





　zette, elmeiならば、 elis yun plieこの世界に勝者は不要





　Isa daさあ boema foton doremren生まれ落ちた子よ　Ser la lemenentそなたらは王に愛された da memoria uc ars子供たち





「ミシュダルの十二銀ぎん盤ばんの王剣者……？」


　灰色の風に乗る灰色の旋律。その詠うたを耳にし、テシエラの表情が変わった。


「……いや、違ちがう？　それはいったい──」





　jes efflectその諸手に qusi fo Lastihyt,王の sanc peg盾十二から sterei orza成る慈愛の翳し





　miqvy O evoiaいま、 dis U zorm世界の全てが elmei I拝者となる ──　sterei王盾・ efflect Ezehyt十二銀盾 ＝ ende gil護れる灰者





　灰色の風がやんだ。


　動きを縛いましめていた風ふう縛ばくが消しよう滅めつ。前後左右、頭上から足下から。十体の召電妖精が不快な音と共にあらゆる方向から迫せまり……





　その全すべてが、銀色に輝かがやく盾たてによって弾はじかれた。





「……驚おどろいた。それがお前の真精か」


　盾によって弾かれた瞬しゆん間かん、光の粒りゆう子しとなって消えていく召電妖精。それに目もくれずテシエラが見つめる先はレフィス、そして主あるじを守る銀色の真精だった。
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　体長は三メートルに届くだろう。細長い金属針を合わせ人型を成した形の真精だ。


　両手に相当する部位は直接巨きよ大だいな盾の形状になっている。そしてその周囲、真精を護まもるように宙に浮うくのは十二にものぼる大小様々な盾だった。


　──十二銀盤の王おう盾じゆん者。


　ミシュダルの持つ真精と対ついとなる、『盾』の名めい詠えい生物。と同時に、灰色名詠の構築者ヨシュアをして最強の防衛色と言わせた真精でもある。


　パチ、パチパチ……


「形勢逆転、まあ及きゆう第だい点と言ったところか」


「……状じよう況きようを見て物を言え」


　気楽な様子で手を打ち鳴らす相手を睨にらみつけた。


「いやいや、そう言うな。案外、アルヴィルの奴やつも今いま頃ごろ負けてたら面白いなと考えてるのさ。戻もどってきたらファウマと一いつ緒しよにからかうネタになる」


「この期ごに及およんでまだ強がりか……！」


　真精を相手の前に突つきつけた状況。ここから形勢をひっくり返す手段はほぼ残されていない。あるとすれば〈讃来歌オラトリオ〉を詠よんでの真精名詠だが、そんな真ま似ねを見過ごすほど甘あまい対応で済ませる気はない。それはこの女とてわかっているはず。


　なのに、なぜこいつの表情は余よ裕ゆうで満ちている？


「ああそうだ、坊ぼうや、良いことを教えてやろう。覚えておいて損はないぞ」


「……お断りだ。俺おれは」


「そう急せくな、これは名詠士でなく人生の先せん達だつとしてだから聞いておけ。むろん嫌いやがっても無理やり聞かせるつもりだがな」





　床ゆかに残ったわずかな砂を手に摑つかみ、その名詠士はまるで無防備な姿で近づいてきた。




　間奏第二幕　『友達として』







「クルル……クルル？　エイダっ、二人ともいないの？　ね、ねえ……二人して脅おどかすなんてナシだよ？　いきなり『わっ！』って出てきたらケイト先生に言いつけちゃうんだからね？」


　宿舎の部屋に、自分の声と小さな息づかいだけがこだまする。


　……うぅ、どうしちゃったのよ。


　暗がりに足がふるえ出すのを懸けん命めいに堪こらえ、金きん髪ぱつ童顔の少女──ミオはおそるおそる周囲を見み渡わたした。


　真夜中にふと目を覚ましてみれば、部屋にいるはずのクラスメイトがいないのだ。


「クルル、エイダ……いなかったらいないって返事してくれると…………あ、あはは……いなかったら返事もできないもんね、そうだよね………………え、へへ……」


　部屋は静まったまま。


　窓まどを閉めた室内は風の通る音すら聞こえない。


「……ホントにいないの？」


　暗くら闇やみを手探りで進み、扉とびら前の照明をつけた。


　ベッドはおろか、室内をどう見渡しても友人二人の姿がない。


　さらに言えばクルーエルとエイダのベッドには、彼女たちが着ていたはずの寝ね間ま着きが折りたたんでおいてあった。寝間着の代わり、ベッドの脇わきに畳たたんでおいてあったはずの制服が消えている。


　二人でどこかに出かけた……？　ううん、だって二人とも凱がい旋せん都市は初めてのはず。見知った学園ならまだしも、こんな夜よ更ふけに出かけるような場所なんてないはずだ。


「……ネイト君なら知ってるかな」
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　誰だれもが寝ね静しずまる時刻、薄うす暗ぐらい通路は宿舎内とはいえ何か不気味なものがある。


　視界を照らすのは、通路の壁かべに灯ともるこころもとない明かりだけ。足あし下もとすらおぼつかない通路を、壁に片手をつきながらミオは進んでいった。


「勢いで来ちゃったはいいけど……どうしよっかなぁ」


　眉まゆをしかめ、重苦しい溜ため息いきをこぼす。


　今の自分の立場を冷静に考えれば考えるほど、これはまずい気がしてきた。


「こんな夜遅おそく、男の子の部屋に女の子が忍しのんで行くなんて…………本の中の恋こい話ばなしならドキドキで済むけど、実際あったらまずいよね」


　誰かに見つかりでもしてみろ、問答無用で男女の不健全かつ不ふ謹きん慎しんなソレ扱あつかいだ。しかもネイトはまだその意味を理解してないに違ちがいない。口裏を合わせてごまかすなんて発想も頭にないに決まってる。


「あー、もう！　こういう時のためにクルルがお姉ねえさんらしく前もって、ネイト君に的確な教育というかお勉強という名目で男女の…………って、違う違う。今のはナシ！　うん、あたし何も言ってないからね！」


　ほのかに赤らんだ顔を勢いよく振ふり、ミオは手を振って歩みを速めた。


　彼の部屋はもうすぐ目の前、突つき当あたりを左に曲がってすぐだ。ここまで来れば誰かに見つかることなんかないに違いない。


　木の質感が残る通路の角を曲がる直前。前方の床に、薄暗がりに混じって何か黒いものが動いていた。


　人ひと影かげ？　うそ、こんな時間なのに誰か起きてたんだ！


　顔を見られぬ前に逃にげだそうとした矢先。目の前の人物が、見覚えある葡萄酒色ワインカラーの髪かみだと気づいた。


「…………ミオ？」


「あれ、ヘレンちゃん？」


　自分同様に制服姿のヘレン。


　だがちょっと待て、ここはネイトが泊とまっている部屋の前ではないか。こんな夜中、年とし頃ごろの少女が年頃の男子の部屋の前にいる。それはつまり。


「ミオ、なんでこんな時間に起きてるの？」


「ヘレンちゃんこそ、ここネイト君の部屋だよね？」


　まずは部屋の扉をじぃっと見つめ、次に互たがいに相手の顔をまじまじと見つめ──


「まさかミオ！　ネイトとクルーエルの間に横入り!?」


「ヘレンちゃん、レフィス君という人がいながらネイト君を狙ねらって!?」


「…………」


「…………」


　はは、まさか。そんなのないない。ヘレンもどうやら同じことを考えたようで、気の抜ぬけた表情でこちらを見つめ返してくる。


「でも本当にどうしたの、まさかミオと思わなかったからびっくりしたわよ。変な勘かん違ちがいされたらどうしようって」


「あ、それあたしの台詞せりふだよ！　あたしだってびっくりしたんだから！」


　どくんどくんと鼓こ動どうを続ける胸を押おさえてうなずいた。まったく、互いに人ひと騒さわがせにもほどがある。


「でもヘレンちゃんがいて良かったよ。ちょうど聞きたいことがあったの。えっと……クルルとエイダ知らない？　二人とも制服がなくて、あたしが寝ねてる間にどっかいっちゃったみたいなの」


　と、目の前の彼女はぱちくりと目を瞬しばたたかせ。


「……あれ、実はわたしもなの。ミオ、レフィスのこと知らない？」


「レフィス君？」


　銀ぎん髪ぱつの青年の姿を脳裏に描えがく。彼は確か……ジール名詠学舎の先せん輩ぱい男子二人と一いつ緒しよの部屋だったはずだ。単に彼の部屋に行けばいいはずでは。


「それがさ、さっきのことなんだけど、こんな時間だってのに部屋の外がうるさかったの。足音が行ったり来たりするし、なんか小さな声で話してる囁ささやき声も響ひびいてるし。それでよく聞いてみれば、それがうちのガッコの先輩の声だったのよ」


　通路ということを意識してるのだろう。周囲をしきりに見回しつつ、絞しぼった声量でヘレンが続ける。


「どうしたんだろって思って通路に出たら、先輩がちょうど目の前にいて『レフィスがいないから探してた』って言うんだもん。……最初先輩たちったらさ、あいつがわたしと一いつ緒しよに外出したんじゃないかって思ったらしいの。もちろんそんなわけないし、どうしたんだろってわたしも探してたわけ」


　なるほど、それで彼と面識のあるネイトの部屋周辺も探していたということか。


「あ、それあたしも同じなの。クルルとエイダいないから、ネイト君なら知ってないかなって」


「いや……それがさ、わたしさっき迷めい惑わく覚かく悟ごでココ叩たたいてみたんだけど、返事なくて」


　すぐ目の前、ネイトの部屋の扉とびらをヘレンが指で指し示す。


「ちょっとあたしもいいかな。……おーい、ネイト君、夜中にごめんね」


　コツ、コツ……トンッ……


　徐じよ々じよにノックの音を大きくしていく。確実に室内にも響いているはずなのに、扉の向こうからの返事はない。


　……ネイト君もいないのかな。


「いないっぽいでしょ？　わたしもそれが気になってさ」


　宿に確実にいないのがクルーエルとエイダ、それにレフィス。クルーエルとエイダは制服がなかった、外に出ている可能性が高い。


　扉向こうから返事がないことも含ふくめ、ネイトも同じく外出している可能性が高い。だとすればレフィスも一いつ緒しよに同行していると考えるのが妥だ当とうだろうか。


「四人でどこかいっちゃったのかな」


「さあ、でも方向音おん痴ちのレフィスが一人でどこか行くってのは考えづらいのよ。ただでさえ初めて来た都市でしょ。こんな時間に外ほっつき歩くなら、誰かと一緒じゃないと不安だろうから」


「……うーん、クルルたちどうしたんだろ」


　見知らぬ都市、それも真夜中に訳もなく外出する。自分の知るネイトやクルーエルはそんな真ま似ねをする性格じゃない。だとすればよほどの……それこそ、この時間でなければだめだという理由でもない限り。


「あー、でも気になる。だってなんか抜ぬけ駆がけっていうかさ、うちらだけ仲間外れにされちゃった気分じゃん。ねえミオ！」


「う……うん。でもどこ行ったのかヘレンちゃんは予想つく？」


「まさか、それがサッパリだから悩なやんでるのよ」


　頰を膨ふくらませ、ヘレンがその場で腕うでを組む。


　……まあ、わかってたらネイト君の部屋なんか来ないで一直線にそこ行くもんね。


　しかしいやはや、まったくの手て掛がかりなしというのはさすがに厳しい。エンジュにある店や観光地で、真夜中に行くような場所。それも自分とヘレンには秘密にするようなものがあるだろうか。


　そもそも今日にいたっては────あれれ？


「ん、ミオどうしたの？」


「いや、たぶんお店も観光場所も全部閉まってるんじゃないかなって思ったの。だって競闘宮コロセウムであんなことがあったばっかりでしょ」


「……そうだったね。観光用のお土産みやげ屋も閉店になるって言われたわ」


　宙を見上げるヘレンの表情がわずかに曇くもる。


　そう、競闘宮コロセウムの上空にできた奇き妙みような超ちよう巨きよ大だい名詠門チヤネル。そこから混色の名詠生物が襲おそいかかってきて、まだ十二時間経たったかどうかだ。


　今だってエンジュの見識者が、徹てつ夜やで原因を解かい析せきしているはず。原因が判明するまで、住民は外出を控ひかえるよう警告が出ている。当然そこらの店や観光場所も例外ではない。


　事件の中心地であった競闘宮コロセウムにいたっては無期封ふう鎖さが………………


　…………あれ。


「そうだ、競闘宮コロセウムがあるよ」


　霞かすみがかった思考が晴れ、思いうかんだのはエンジュを代表する闘とう技ぎ場。


「競闘宮コロセウム？　え、でもどうして？」


「ううん、確信なんかないの。でも可能性があるとしたらそこしかないと思う」


　そもそも凱がい旋せん都市に来た理由を考えろ。


〈孵石エツグ〉に使用されていた触媒カタリスト、それがここで展示されるからという理由だったはずではないか。それをどうするかまでは聞いてないが、だからこそ〈イ短調〉のシャンテやネシリスまでが駆かりだされていたはずなんだ。


　その競闘宮コロセウムが封鎖となれば手が出せない。ならば深夜、それも人数を絞しぼって内密に向かったというのは考えられない話じゃない。灰色名詠にかかわりのあるレフィスだって、ネイトやクルーエルに同行したとしてもおかしくないだろう。


「……ううん、きっとそこだよ。競闘宮コロセウムしか考えられないもん！」


「ちょっ、ちょっとミオ。一人で納なつ得とくしてないでわかるように説明してよ！」


　すたすたと歩きだそうとするや、ヘレンに肘ひじを摑つかまれた。


「説明は後回し、ほらヘレンちゃんも準備しないと」
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「へ……準備？」


「競闘宮コロセウムに行く準備だよ、用意が出来たら宿の一階玄げん関かんで待っててね」




　四奏　『せめてこの血の燃もえ尽つきたその先に』







　　　　１





「あれ、もうテシエラたち帰ってきちゃったんだ。だからわたし言ったのに、説得したって意味ないわって」


　決けつ闘とう舞ぶ台たいの端はし、包帯ずくめの少女が、被かぶる帽ぼう子しをわずかに持ちあげた。小さく幼い瞳ひとみが見み据すえるのは決闘舞台でなく、競闘宮コロセウムの内部。


　……それはどういうこと？


　わずかな胸の動どう揺ようを感じ、シャンテはそれをごまかすように胸むな元もとで腕うでを組んだ。


　状じよう況きようから見ればファウマの突とつ然ぜんの独り言。だがしかし、なぜこの場面でそんな悠ゆう長ちようなことを言っていられる余よ裕ゆうがある？


「ねえ、あなたは名めい詠えい式しきが生まれた理由ってなんだと思う？」


「さあな」


　ファウマの唐とう突とつな問いに、吐はき捨すてるように応こたえたのはネシリスだ。ファウマの視線の直線上──左右に青の氷ひよう狼ろうを従えたまま、こちらも傷らしい傷一つ負っていない。


　いつ名詠したかもわからない、ファウマの異様な速度の赤色名詠。それをネシリスが無造作に躱かわしてのける。その応おう酬しゆうは既すでに十回を数えただろうか。


　不気味なのが、観戦者シヤンテにさえ名詠門チヤネルを視し認にんさせないファウマの名詠。カラクリはいまだ不明。しかし気づいた時には目の前に名詠生物が迫せまっている。迂う闊かつに〈讃来歌オラトリオ〉など唱えることは愚ぐの骨頂。それを逆手にとって瞬しゆん時じに反はん撃げきを喰くらいかねない。


「醒さめてるのね、興味がないの？」


「考えたこともない」


　応えるネシリスの背後、またも突とつ然ぜんに生まれる炎ほのおの渦うず。


　それを、両りよう脇わきにいる氷狼の吐はく青い吐と息いきが防いだ。


「知りたいとは思わない？」


「無む駄だなことを知りたいとは思わないな」


　攻せめているのは包帯ずくめの少女。一方的とすら言って良い。


　であると同時に、そのファウマも攻めあぐねているのが伝わってくる。ネシリスの死角をつくものの、紙かみ一ひと重えでネシリスが感知し捌さばく。その繰くり返し。詠よびだす対象が全すべて特異となるネシリスの名詠式は、ファウマの名詠に先を取られてもなお、後手の防ぼう御ぎよを可能としていた。


　不気味なまでの速さのファウマの名詠。それを寄せつけぬネシリスの強大な名詠。両者の天てん秤びんはまだ傾かたむかない。いや、傾くことを許されないと喩たとえるべきか。


「無駄なの？」


「無駄だ」


「……うれしい、同感だわ」


　帽子の下、かすかに覗のぞく少女の唇くちびるが微笑ほほえんだ。


「調律者の争いの話をシャオがしてくれた時に思ったの。わたしはそんな難しい理り屈くつ要いらないなって。アルヴィルと同じよ、わたしはシャオの手伝いがしたいだけ、それだけでいい。わたしの名詠式の意義はそれだけで十分なの」


　だらんと下げていた両手をファウマが持ちあげた。見えぬ指揮棒でも携えるように左を小刻みに、そして右手を大きく振ふり上げる。


　……が、それだけだった。


　おかしい。何も変化がない？


　炎の波か、あるいは名詠生物か。それとも両方か。それを覚かく悟ごしてシャンテも身構えたが、どれだけ周囲を見回しても決闘舞台には何もない。不発？


「──盛大な観客、と言ったところか？」


　ネシリスの呟つぶやきに視線を持ちあげ、そこでシャンテは自分の目を疑った。


　…………うそ。


　炎を点ともした尾おを逆立て、敵意をこめた琥こ珀はく色の瞳で見下ろす赤獅子マンテイコア。


　燃える翼つばさで宙を羽ばたき、折れ曲がった嘴くちばしから炎をこぼす火食い鳥。


　強固な鱗うろこ、そしてその目に炎を宿した炎鱗の蜥蜴サラマンデス。


　ルビーのように輝かがやき、自らの周囲に焼けつく空気の対流を生みだす熱ねつ羽ぱ蝶ちよう。


　火口を流れる溶よう岩がんを想起させる強い紅くれない、一ひと際きわ巨きよ大だいな体格を誇ほこる赤岩像マグマゴーレム。


　観客席を埋うめるのは人でなく名詠生物。そのどれもが赤色名詠の第二音階、もしくは第三音階に相当する高位名詠生物だ。さらにシャンテが目を疑ったのはその数──一体ではなく、二体、種によっては三体いるものまで。


　……ありえない、これほど多種大量の名詠を〈讃来歌オラトリオ〉なしで？


　こんなの大ネ特シ異リ点スにも虹色カインツにもできない芸当だ。なぜこんな少女がそれを？


「なるほど、珍めずらしい名詠だな。今まで見たことがない」


「そんなことない、基本に忠実な名詠式よ。〈讃来歌オラトリオ〉だって詠うたってるもの。というより、わたしの名詠は全部〈讃来歌オラトリオ〉を詠ってるわ。……でも」


　なお表情を変えぬネシリスを前に、ファウマが小さく首をかしげた。


「困ったな、これだけ用意しても少なかった？」


「どうだろうな」


　ネシリスが呟くと同時、観客席から十を超こえる名詠生物たちが一いつ斉せいに飛び降りた。


　照準は言うまでもない、青のインバネスコートを羽織った名詠士だ。


　地に音もなく着地したのは赤獅子マンテイコア。続いて地を揺ゆるがす轟ごう音おんと共に着地したのは赤岩像マグマゴーレム、その肩かたには炎鱗の蜥蜴サラマンデスの姿がある。


　頭上には熱羽蝶と火食い鳥が機を窺うかがうように旋せん回かい。


「ネシリスっ！」


　自分も加勢する？……いや、だめだ。それはしてはいけない。たとえどんな状じよう況きようであろうとネシリスはそれを望まない。そういう不器用な男なんだ、あいつは。


「走れ」


　両りよう脇わきに控ひかえる二体の氷狼が、赤の軍勢へと駆けた。


　腕うでを振ふり上げる赤岩像マグマゴーレムを避さけ、その背中を蹴けって宙へ飛ぶ。炎鱗の蜥蜴サラマンデスの炎ほのおを浴び、だが氷狼はなお動きをとめない。宙を旋せん回かいする熱羽蝶を地に蹴り落とし、地に着地した瞬しゆん間かんには眼前の赤獅子マンテイコアへと飛びかかる。赤獅子マンテイコア、炎鱗の蜥蜴サラマンデスの攻こう撃げきを受けながらも両者を撃げき破は、力を使い果たし消える間際、さらに赤岩像マグマゴーレムをも相討ちに巻きこんだ。


　もう一体の氷狼もまた、臆おくすることなく赤の軍勢へと飛びこんでいく。


「……その氷狼、優ゆう秀しゆうな子なのね」


　その光景をじっと眺ながめ、やがてファウマから溜ため息いきにも似た吐と息いきがこぼれた。


　大ネ特シ異リ点スが詠よびだす名詠生物は全すべて超ちよう常じよう個体。第二音階名詠ノーブルアリアの名詠生物の氷狼ならば真精に近い力を持つ。


　──『Ruguz青の歌』──


　ぽちゃん、ネシリスが地に撒まいた青の溶よう液えきが地表に落下。


　小こ粒つぶの水飛沫しぶきが小さく跳はね、飛沫の軌き跡せきがそのまま光り輝かがやく環わを形成する。深い青によって彩いろどられた光の螺ら旋せんが幾いく重えにも円を描えがき、そこから泉のように水があふれだす。


　ブルーサファイアを思わせる半はん透とう明めいな身体からだを持つ、人型の妖よう精せいがそこにいた。


「水妖精デイーネ？　青の小型精命だったかしら、でも水妖精デイーネは好戦的な名詠生物じゃなかったと思うけれど」


「好戦的か、そんな必要があるのか？」


　ファウマの名詠生物が密集する箇か所しよ、そこへネシリスが指を差し向ける。


　と同時、水妖精デイーネの足あし下もとの水が勢いよく跳はね上がった。


　優に人の頭の高さを超こえているだろう。噴ふん水すい程度の水を操あやつる水妖精デイーネも、超常個体の水量となればまるで壮そう大だいな滝たき、瀑ばく布ふそのものだ。


「まさか……」


「流せ」


　水妖精デイーネの津つ波なみが赤の名詠生物たちを薙なぎ払はらう。水の濁だく流りゆうに絡からめ取られ、赤岩像マグマゴーレムと火食い鳥、赤鱗の蜥蜴サラマンデスがまとめて消しよう滅めつした。


「まいったわ、みんないなくなっちゃった」


　再び静まる観客席をくるりと眺ながめ回し、脱だつ力りよくしたようにファウマが肩かたを落とす。


「テシエラと遊びで戦った時にわかったつもりだったけど、大特異点て本当に面めん倒どうね……性能が特別なのって反則。わたしの名詠式なんてこんなに普ふ通つうなのに」


　普通？　どういうこと。


　そっけない少女の素そ振ぶり、シャンテにはむしろそれが不気味に映った。


〈讃来歌オラトリオ〉を詠うたっている素振りなどないのに〈讃来歌オラトリオ〉を詠っているという。触媒カタリストを持ってすらいない、名詠門チヤネルすら見せずにいつの間にか名詠が終わっている。


　見てきたままで比べるなら、ファウマの名詠の異様さが際きわだっているではないか。


「まあ、しょうがないわよね。シャオからもあなたは強いって言われてたし。……疲つかれるけど、今の二倍くらい名詠すれば──」


「死にたいのか？」


「え？」


　青の名詠士の一言で、ファウマの唇くちびるが言葉を紡つむぐのを止やめた。


「そのまま触媒カタリストを消費し続けて死にたいのか、と聞いている」


　初めてだった。


　沈ちん黙もくを保っていたあの男が、自分からファウマに声をかけたのは。


「……ネシリス？」


「血、それがあの女が名詠に使っている触媒カタリストだ」


　振り向きもせずネシリスが告げる。


「血だなんて……そんな、噓うそでしょ」


　確かに自らの血は赤色名詠に使うことはできる。けれどあれだけの量の名詠だ、どれだけの血を消費するのか想像も及およばない。そもそも血なんて使わずとも、ルビーなり赤の塗と料りようなり代だい替たいのきく触媒カタリストはいくらでも……


「……ばれちゃったんだ」


　少女からこぼれたのは自じ嘲ちようの笑みだった。


「なら、もういいかな。ホントは暑くてしょうがなかったの」


　目ま深ぶかに被かぶっていた帽ぼう子しが宙に舞まう。


　鈍にぶく輝かがやく金きん髪ぱつ。そして十二、三歳程度の面おも立だちをした少女の顔があらわになった。


　……こんなに若い子だったの。


　それが今まで、競闘宮コロセウムの覇は者しやと戦っていたのか。





　──ぱさっ





　上質の絹糸で織り上げられたドレスが、惜おしげもなく地に投げ捨てられた。


「気持ちのいい風……最初からこうしてればよかった」


　吹ふき抜ぬけの決けつ闘とう舞ぶ台たいから覗のぞく夜空。それを、少女が抱だき寄せるように仰あおぐ。それだけならば絵画のモチーフにもなりそうな光景である。


　だが少女の首から下は異様。首から下の身体は幾いく重えにも包帯が巻かれ、両手首、両足にいたるまで素す肌はだは一切覗のぞけない。ここまでくればもはやそれは包帯ではなく、全身の自由を奪うばう拘こう束そく着ぎ。皮ひ膚ふ呼こ吸きゆうもままなるまい。


「ねえ、いつ気づいたの」


「自分の左肩かたを見るんだな」


　包帯からわずかに滲にじむ紅くれない。それをきょとんとしたまなざしでファウマが見つめる。


「あれ、もう滲んじゃったんだ。ドレスにもついちゃってたのね」


　まあいいか、よくあることだし──あっけらかんとした表情、そして言葉が如によ実じつにそう伝えてくる。驚おどろく程のことではないと。


　……よくあることですって？


　そんな、なぜそうも平然としていられる。あれだけ堅かたく巻いた布から血が滲むほどの出血。立っていられるだけで奇き跡せきに近いのではないのか？


「さ、再開しましょ」


「俺おれの質問に答えていないようだが」


　少女は目をぱちくりと瞬しばたたかせ、そして。


「え……ああ、血を触媒カタリストに使ってるから？　普ふ通つう使うようなものじゃないだろうってこと？……羨うらやましいな、そう考えられる人たちが」


　包帯に覆おおわれた手首をさすり、少女はそっとまぶたを閉じた。


「だって、触媒カタリストに血を使うのが危険て思ってる人たちはきっと、普ふ段だん自分が死ぬことなんか考えてないんでしょ？　わたしは……わたしやテシエラは毎日毎日、自分が生きるか死ぬかに怯おびえているのに」





　　　　２





「……お前、それ」


　アルヴィルの服の胸むな元もとが小さく裂さけたその先。


　鈍にび色いろに輝かがやく銀のネックレスを見つめたまま、エイダは唾つばを呑みこんだ。


「お前、まだそれ持ってたのか」


「ん？　おいおい、まるでお前はなくしちまったって言い方だな」


　指先の震ふるえが鎗やりを伝わっていく。


　……見み間ま違ちがえるはずがない。その安物の銀のネックレス。


　ずっと昔、父親の旅に同行した際に露ろ店てんで買ったものだ。一つは自分、そしてもう一つをこの男に渡わたした。組ペアのアクセサリなど恋こい人びとでもない限り渡さない。そんな意味もわからなかった歳としの話だ。後でその意味を知って、猛もう烈れつに恥はずかしくなった記き憶おくがある。


　昨日、エンジュの宿で──





〝ねえクルーエル、あいつ、まだ首にネックレスしてた？　銀色で、いかにも安物って感じのネックレス〟


〝えっと、うろ覚えだから自信ないけど、してたかもしれない〟





　クルーエルから聞いてはいたが、まさか本当に……


　い、いやだめだ！


　今はそんなこと気に掛かけてる場合じゃない。クルーエルのことが先なんだ。


「アルヴィル────何を笑ってる」


　目を細め、エイダは目の前の祓名民ジルシエを睨にらみつけた。


　鎗を胸元に突つきつけられ、なおこの男の不ふ敵てきな笑みは消えていない。


「ん？　ああ、お前も少しは女っぽくなったかな。いや、まだまだか？　クラウスの旦だん那なと一晩議論したいとこだなってな」


「子供扱あつかいするな！　そんな口、あたしに勝ってから言えっ！」


「それは…………どうかね！」


　ギィィンッ──短く、そして強い金属音が鳴り響ひびいた。


「なっ!?」


　腕うでに走る突とつ発ぱつ的な衝しよう撃げき。痛みに似た振しん動どうが肩かたへと伝わる刹せつ那な、エイダは目を見開いた。


　胸元に突きつけていた祓ジ戈ルの先せん端たんが、地面に落ちていたアルヴィルの祓ジ戈ルによって弾はじかれたのだ。


　アルヴィルの両手は何も握にぎっていないはずだった。なのになぜ祓ジ戈ルが勝手に動く？　それも、この男を守るようにあたしの祓ジ戈ルを弾くだなんて！


「つま先で柄えの先端を弾いて浮うかせ、蹴けり上げる。隠かくし芸げいに使えるぜ？」


「……簡単に言ってくれるな！」


　膝ひざから上は固定し、足首のバネだけで。それも自分にすら動きを悟さとらせぬほど静かに、かつ正確無比に鎗で鎗を弾く──思いついてすぐできる芸当ではないはずだ。


「おいおい、これでも毎日地道に練習してんだぜ？」


「……くっ！」


　距きよ離りを詰つめようとするより先、宙に浮ういた祓ジ戈ルをアルヴィルが摑つかんだ。


「休きゆう憩けいは終わりだ、再開ってか」
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「さぁて、アルヴィルとお嬢じようさんの方はどうかな」


　首に巻く黄砂色のマフラー、その感かん触しよくを確かめるようにテシエラが首元を撫なでる。


　無造作に近づいてきて何をするかと思えば、この女がしたことは自分のマフラーを首下に巻き直したことだけだ。


「そのお嬢さんとやらが、決けつ闘とう舞ぶ台たいに控ひかえているという奴やつか」


　自分の横に真精を配置させ、レフィスは相手の両手を盗ぬすみ見た。……触媒カタリストらしき触媒カタリストは手に持っていない。まるで名詠を行う気がないとも思えるが。


「ん、まあそうだな。ちゃんとシャオの言いつけを守っていれば、今いま頃ごろネシリスと派手にやってるんじゃないか？」


「……正気か、相手はネシリスだぞ」


　昼の競闘宮コロセウム、共に行動したあの短期間だけで十二分に肌はだで感じた。


　大特異点など二の次。あの男の強さはより頑がん強きような地じ盤ばん、すなわち名詠式とはまた異なる土ど壌じように根を張ったものだ。


「わからないな、なぜお前がネシリスとやらない」


「わたしがネシリスとか？　あの大男にこんなか弱い女をぶつけようなんて、中々いい趣しゆ味みしてるじゃないか。あの男は青の大ネ特シ異リ点ス、仮にも競闘宮コロセウムの覇は者しやだがな」


　おどけた様子で両手を広げ愉ゆ快かいそうに告げるテシエラへ、ただ一言。


「黄の大特異点」


「……ほう」


　瞬まばたきにも及およばない一いつ瞬しゆん、テシエラの眼まな差ざしに鋭えい利りな輝かがやきがにじむ。それを縫ぬい止めるように視線で追い、レフィスは絞しぼった声量で続けた。


「それがお前の秘密だ、違ちがうか？」


　異様な攻こう撃げき性を持つ黄の小型精命ウイル・オ・ウイスプ、広大な砂さ漠ばくのそれを思わせる砂すな嵐あらし。


　ネシリスの氷ひよう狼ろう、そして天にも届く氷の塔とう。


　──似ているのだ。ネシリスのそれが青ならば、この女の名詠はすなわち。


「正解、まあそろそろ読まれる頃ころとは思っていたが」


　備び蓄ちく庫に二度目の拍はく手しゆが鳴り響ひびく。


　その拍手は、十体の召電妖精を退けた時よりわずかながらも大きかった。


「しかしつまらない、もう少しお前の戸と惑まどい顔も楽しみたかったんだがな」


　はぐらかす気もないのか、テシエラがただ悠ゆう々ゆうと腕うでを組む。


「……その趣味の悪さも大特異点級というわけか？」


「アルヴィルにも言われたことがある。まったく、私はこんな良い女なのに」


「さあな、それより俺おれの質問にも答えてもらう」


　なぜこの女が青の大ネ特シ異リ点スと戦わない？


　あの男の強さは無類。それこそ黄の大特異点の力でなければ対たい抗こうする以前の問題だ。ミクヴァ鱗りん片ぺんを懸かけての戦いならば、必勝の陣じんを敷しくのが道理ではないか。


「お嬢さんが私以上の適任者だからな。ま、苦戦こそしても負けることはないだろうさ。シャオの言葉を借りれば必然の采さい配はい。ちょうど今の私とお前のようにな」


「……状じよう況きようを見て物を言え」


「少し昔のことを思いだした。あんまりお嬢さんが暇ひまだと言うんでな、軽い運動代わりにちょっと手合わせしたことがあった。その時の私とお前が、あの時のお嬢さんと私によく似ているよ。盤遊戯ボードゲームで言うところの詰つみ、あるいは投とう了りよう直前か？」


　自分の脇わきには真精が控ひかえ、いつでも指令に対応できる万ばん全ぜんの体勢。一方、向こうに名詠生物はない。


　これを詰みと言わずして何を詰みと言うのだ。


「通常の遊ゆう戯ぎ……そうだな、競闘宮コロセウムの決けつ闘とうであれば投了の条件は揃そろっている。だが良く考えてみろ。坊ぼうやは灰色名詠、そして私は黄の大特異点。そんな通常ありえない組み合わせの戦いだ。これは普通の遊戯か？」


「言葉遊びにしか聞こえないな」


　間かん髪はつ入れずに切り捨てる。だがその間、自分の頰ほおを一筋の汗あせが伝っていくのをレフィスは感じていた。


「……お前のせいで、思いだしたくもないことを思いだした」


　ケルベルク研究所支部。かつてあの場所で、ミシュダルと対たい峙じした時もそうだった。


　あの男の驕おごりを突ついて一度は追いつめた。なのに……油断してたわけじゃない、にもかかわらず気づいた時には、逆に追いこまれていたのは俺だった。
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「わたしの名詠はこれなの、あなたが大特異点であるように。それはきっと取り替かえることのできないものでしょ？」


　細い肩かた。風が触ふれるだけで折れそうな肩を、ファウマが自らの両手で触ふれる。


「血の触媒カタリストには限りがある」


「いいの、どうせいつか死ぬんだし」


　少女の返事は言葉でなく微び笑しよう。


　喜びと諦てい観かん、それに狂きよう気きが等しく入り混じった輝かがやきが瞳ひとみに灯ともる。


「シャオはわたしに任せてくれた。それが嬉うれしい……だから負けない」


　ぱさ。


　先のドレスと同様、地に布が落ちるかすかな音が競闘宮コロセウムを伝わった。


　左手首の包帯がほどけ、左肩までの素す肌はだがあらわになる。黒く固まった血けつ痕こんに、今なお鮮あざやかな紅くれないの鮮せん血けつの痕あと──黒と赤の奇き妙みような色の融ゆう和わが、少女の素肌に描えがかれていた。


「…………っ！」


　本能的にシャンテが口を手で覆おおう。直視し、次の瞬しゆん間かんにこみ上げてきたのは言いようもない嘔おう吐と感。


　火傷やけど、裂れつ傷しよう、打だ撲ぼく。否いや、それらのどんなものともかけ離はなれた症しよう状じよう。……ありえない、どうすればこんな傷ができるというのよ。


「…………」


　ぽたっ


　まだら模様の血の斑はん点てんから、一いつ滴てきの触媒カタリストが伝って地に落ちた。地に付着した赤の飛沫しぶきが何本もの光の線を生み、それが絡からまりあって真しん紅くの名詠門チヤネルを形成していく。


「さ、良い子だからおいで」


　ファウマが名詠門チヤネルに右手をかざす。その瞬しゆん間かん、一メートル足らずだった名詠門チヤネルが一気に十倍近く拡張した。


　微び弱じやくな揺ゆれが決けつ闘とう舞ぶ台たいを駆かける。


　まるで何か巨きよ大だいなものが現れる前兆であるかのように。


「真精？」


　踊おどる大地に足の自由を奪うばわれながらも、シャンテはその名詠門チヤネルを凝ぎよう視しし続けた。


　やっぱりだ、この女の名詠にはまだ秘密がある。触媒カタリストはわかったが〈讃来歌オラトリオ〉の謎なぞが解けない。いつ詠うたっているというのだ。


　──『Ruguz青の歌』──


　ネシリスの指令を受けて氷狼が駆かける。真精が生まれる前にファウマを叩たたけばそれで終わり、相手の名詠が完成するのを待つ義理はない。





　……Calra -l-カルラ・ル・ Qhaonis Lecieカオニス・レーシエ【カルラ　血ち沸わきたつ者】





　ファウマの呟つぶやきと同時、氷の体表を持つ狼おおかみが突とつ如じよ真上に吹ふき飛んだ。


　決闘舞台にはっきりと映る巨大な影かげ。そして頭上を吹き荒あれる突とつ風ぷう……これは、翼つばさの羽ばたき？


　頭上を見上げたまま、まばたきも忘れシャンテはその場に凍こおりついた。


　人の鮮血を思わせる、あまりに鮮やかな二対の紅翼を持つ竜りゆう。


　通常、翼を持つ竜は四し肢しが小さく細く退化する。だがこの竜の四肢はどうだ、まるで獅し子しのそれのように逞たくましく、そしてその先は人の指のように物を摑つかむ形状になっているではないか。


「……これは……どう？」


　ファウマの声にわずかな疲ひ労ろうがあった。唇くちびるも血色を失った土気色。自らの血を触媒カタリストとして流し続けてきた代だい償しようだ。


「────」


　ネシリスが指を打ち鳴らす。


　宙を制圧する竜の真下、水妖精デイーネが膨ぼう大だいな量の水を打ち上げた。人であれば為なす術すべなく押おし流されるほどの水圧。だが竜の巨体は悠ゆう然ぜんと空に浮ういたまま。


　せいぜい人がシャワーを浴びた程度の感覚だろう、効きくわけがない。それはほかならぬネシリスも知っているはず。


「何のつもり？」


　ファウマの疑問に応こたえぬまま。


「やれ」


　ネシリスの指令を受けて氷ひよう狼ろうが動いた。


　宙に吹き飛ばされた身を器用にひるがえし着地。水妖精デイーネが打ち上げる水飛沫しぶきの前で呼吸を蓄たくわえる。氷狼の吐はいた吐と息いき、そして水妖精デイーネの水飛沫が触ふれたその瞬しゆん間かん。


　──氷バ結ベ塔ル。


　澄すみきった音を立て、天に届く勢いで打ち上げられた水飛沫が氷結した。氷は徐じよ々じよに天へ天へと登り、その先にいる竜の脚あしへ。


『────ッッッッッッッ！』


　人の聴ちよう域いきを超こえた咆ほう吼こうがエンジュに轟とどろいた。氷が竜の脚を、そして胴どう体たいに絡からみつくように登っていく。


　水妖精デイーネの水飛沫、そして氷狼の凍いてつく吐息の混合技法。


　対真しん精せい用、特に翼を持つ種に対してネシリスが編み出したものが氷バ結ベ塔ルだ。氷が翼までを覆おおった時点で勝負は決まる。翼を封ふうじてしまうことで、どんな飛行生物であろうと地への落下は免まぬがれない。


　決まったか？


　思わずシャンテが拳こぶしを握にぎりしめ、指先に力を入れた刹せつ那な。


　鮮せん血けつ色の翼が燃え上がり、氷バ結ベ塔ルの侵しん攻こうが止まった。


「この子、時間が経たつごとにどんどん体温が上がっていくの。もうその氷柱じゃ止められない……惜おしかったわね」


　竜の尾おが氷柱を薙なぎ払はらう。乾かわいた音を立て、青く輝かがやく氷片が真冬の空に千々となって消えていった。と同時、水妖精デイーネと氷狼が力を使い果たして消えていく。


「わたしの勝ち。さ、ミクヴァ鱗りん片ぺんを渡わたして」


　頭上の竜を見上げるネシリスへ、包帯を巻いた腕うでをファウマが差さし伸のべる。


　が、彼かれは依い然ぜん口を固く結んだままだった。


「────」


「どうしたの？」


「言ったはずだがな。勝った者が手に入れるのでなく、その触媒カタリストを手に入れた方が勝者なのだと」


　それはもう聞いたわ。


　口にそう出さないものの、少女が露ろ骨こつに顔をしかめる。


「ほら早く。今ならこの子もまだ言うことを聞くわ。これ以上時間が経つと暴れだしちゃうから」


「なら、それをまず沈しずめるか」


「……え」


　意図せぬ相手の言葉に少女が立ちつくす。


「シャンテ」


　彼のその一言に、シャンテは慌あわてて後ずさった。


　……アレを呼ぶ気だ。


「何を言っているの」


「二度答える必要があるのか？」


　ぴちっ。


　ネシリスの足あし下もとの水が小さく跳はねた。そう、水妖精デイーネによって詠よびだされた大量の水の残ざん滓しだ。その大部分は水妖精デイーネと共に消え去ったが、今なお決けつ闘とう舞ぶ台たいの床ゆかは雨が降ったように水みず浸びたしになっている。


　コートが濡ぬれるのも構わずネシリスがその場に屈かがみこむ。


　氷ひよう片へん混じりの水に指先で触ふれ。


　──『Ruguz青の歌』──


　瞬しゆん間かん、決闘舞台が青い輝かがやきに包まれた。


　水だったものが氷へ、その氷がみるみるうちに氷柱へと成長していく。高さこそ氷バ結ベ塔ルに及およばないが、数にして三十近い氷柱が結界のように決闘舞台を取り囲む。


　宝石のように青く輝き、それでいて自らの顔が映るほど澄すんだ断面の氷結けつ晶しよう。


「綺き麗れいね、氷の世界ってこんな感じなのかしら」


　自分を取り囲む氷柱を怖おそれる様子もなくファウマが眺ながめる。


「でもこれがどうしたの？　てっきり〈讃来歌オラトリオ〉を詠って真精を名詠してくるかと思ったのに」


「詠う時間をお前が許すとは思えないな」


　すぐ頭上に相手の真精が控ひかえている。それを気にも留めず、氷柱に右手を乗せるネシリスの表情は平静そのもの。それに気づいたファウマの表情がわずかに歪ゆがむ。


「……だから？」


「だから、気づかれないように詠うことにした。聞こえないか？」


「────」


　ファウマの目が見開いた。


　気づいたのだ、ネシリスがこれだけの数の氷柱を名詠した理由、そしてこの決闘舞台を流れる〈讃来歌オラトリオ〉に。


　氷の世界に流れる旋せん律りつ、それは。
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　……シッ…………ピシッッ……リィィィィン……





　それは、氷柱が罅ひび入る小さな音色だった。


　数十という氷の鐘かねが鳴り響ひびき、さらに、互たがいに向き合った氷柱が音おん叉さの役割を果たして共鳴。その音色が徐じよ々じよに増ぞう幅ふくされ、そして澄んでいく。


　真精を名詠する三重連れん縛ばく──特定の触媒カタリストを用いて特有の〈讃来歌オラトリオ〉を詠うたい、その真名を授さずかることでしか真精は名詠できない。だが真精の中には、人の声帯による詠を嫌きらう種が存在する。その場合に用いられるのが無む韻いん式と呼ばれる〈讃来歌オラトリオ〉だ。


　炎ほのおが爆はぜる音、木の葉が舞まうかすかな音、大海の潮しお騒さい。それら全すべてが、自然に満ちた音色が奏でる〈讃来歌オラトリオ〉となる。


　自然環かん境きように絡からむ音色がゆえに、決けつ闘とうではまず聞く機会のない旋せん律りつでもある。だがネシリスは、水妖精デイーネを出した時点で既すでにその布石を打っていた。


「氷柱を壊こわしなさい、今すぐ！」


　我に返ったファウマの命を受けて竜りゆうが動きだす。だがその指令よりなお早く、深海を想起させる深い群青色の輝きが氷柱を照らした。


　名詠門チヤネルの輝きを氷柱がさらに増ぞう幅ふくし反射。見る者全ての目を灼やく輝きに、滑かつ空くうする竜の動きが一いつ瞬しゆん止まる。





　その一瞬で、視界が白一色に染まった。





　轟とどろきと唸うなる雪ゆき交まじりの暴風が、観客席までも白く染めあげる。


「っ……暴風雪ブリザード!?」


　突とつ風ぷうに煽あおられ、包帯ずくめの少女が決闘舞台の端はし──石の壁かべに背を密着させる。そうでなければ為なす術すべなく宙に吹ふき上げられる。それほど凶きよう悪あくな暴風だ。


　全てを白に染めあげる暴風雪ブリザードの中、決闘舞台の中央に何かがいた。


　視界の奥おく、青あお錆さび色いろにぬめりと光る鱗うろこがまず見えた。鱗に覆おおわれた長い尾お、否いや、その身体は全てが尾と言っても過言でなかった。胴どうの直径だけでシャンテの体長ほどあるだろう、全長はどれほどになるのか目測も及およばない。


「……やっぱり、アレなのね」


　顔にふりかかる雪を手で庇かばい、シャンテは目を見開いた。


　退化し、薄うすい皮ひ膜まくに覆われた両眼。翼つばさのかわりであるかのように、背中には魚類のそれに似た背びれ。全身真まっ青さおな鱗の中で、大きく開かれた上うわ顎あごと下顎から覗のぞく巨きよ大だいな牙きばは薄うす汚よごれた黄土色、口こう腔こうは深海さながらの深い青。


「大海蛇シーサーペント……さっき水と氷を詠よんだのはそういうことだったのね」


　暴風雪ブリザードを避さけるためファウマが地にしゃがみこむ。その視線が見つめる先に、踊おどり狂くるうように身を捩よじらせる真精がいた。


　氷海の淀よどみ、はるか海底に棲すまう大海蛇シーサーペント。


　暴風雪ブリザードと共に地上に現れ、暴風雪ブリザードと共に海へと帰る真精である。一定以下の気温でなければ名詠できず、かつ一定量の水がなければ生存もできない名詠生物。だが名詠条件を達成しさえすれば、暴君にも等しい力を行使できる。


「──あれを討って」


　徐じよ々じよに濃こく、そして強さを増す氷こおり混まじりの嵐あらし。その中心を指で指すファウマに、真しん紅くの竜が燃えさかる翼を一ひと際きわ強く羽ばたかせた。


　凍いてつく寒風を意にも介かいさず、竜が雪の嵐へと身を躍おどらせる。少女の名詠した生物は徐じよ々じよに体内の熱を上げていく真精だ。氷バ結ベ塔ルを破った時よりもさらなる高温を宿した状態であるならば、いかなる暴風雪ブリザードでもそう簡単に止まらない。


　その直後。


「忘れたか？」


　雪交じりの突とつ風ぷうが奇き声せいじみた咆ほう吼こうを上げる中、ネシリスの声は聞こえてきた。


「この真精もまた特異個体だ」





　白化ホワイトアウト。





　吹ふき荒あれる突風がより強く、氷の飛礫つぶてがさらに一回り大きさを増した。氷が吹きつけられる、そんな表現を超こえ──氷が津つ波なみとなって決闘舞台を押おし流す。


「緑風妖精エアリアル！」


　氷柱の陰かげに身を潜ひそめ、シャンテは自分の名詠生物を詠びだした。大気と同化するこの名詠生物ならば暴風雪ブリザードを和らげられる。そうでなければ、いつこの氷柱ごと風で飛ばされてしまうかもわからない。


　……なんて無茶苦茶な名詠なのよ。


　ネシリスが真精を名詠することは滅めつ多たにない。だがなるほど、ネシリスが使わないわけだ。ただでさえ強力な真精、その超ちよう常じよう個体となれば強大過ぎて扱あつかいに困るのが道理。


　──ピシリッ──


　何かが凍いてついた鈍にぶい音。


　その直後、競闘宮コロセウムそのものを揺ゆるがす轟ごう音おんが鼓こ膜まくをつんざいた。


「痛っ！」


　思わず耳元を抑おさえて屈かがみこむ。


　地じ響ひびき？　いや、今のは何か超ちよう重量の物体が落下した感じだった。と同時、呼応するように暴風雪ブリザードが弱まっていく。風が弱まり、視界を埋うめつくす氷も次し第だいに消えていく。


　視界が晴れたその先で──


「…………」


　翼を氷に覆われ、観客席に落下した竜。


　そしてそれを空くう虚きよな瞳ひとみで見つめる少女の姿があった。


「……終わったのね」


　己おのれの胸むな元もとに手を添そえ、シャンテは大きく息を吐はきだした。冷たい氷混じりの空気が肺に染しみわたる。二転三転した戦いだが結果としては当然。そもそも特異個体の真精に単体で勝てる真精などいるわけもない。


　ただ一つだけ、あの包帯ずくめの少女の〈讃来歌オラトリオ〉の謎なぞだけが最後まで解けなかったが、今こうして気にかけることでもないだろう。


「ファウマ、その触媒カタリスト渡わたしてもらうわよ」


　膝ひざをつきじっと地面を見つめる少女に声をかける。


「…………」


　返事は、沈ちん黙もく。だがそれも当然だ。肩かたで息をしているのがここからでも見てとれる。もはや言葉を返す気力も残っているまい。


「確かにあなたは強いわ、それは本当。でももうお終しまい。それだけ血を触媒カタリストに消費して、さらに真精まで詠よびだしたんだもん。これ以上は────」


「……赤詠…………血っ……奏…………」


「え？」


　決闘会場に。


　否いな、競闘宮コロセウムに。


　否、凱がい旋せん都市全域に。





　──　mis solitie Ymy愛するあなたに fert xeleya quo届かない muzel Lom , fisa叶わなかつた口づけは　──





　──　O sia sophia ,今はもう、　ovan muzel wincle真つ赤に熔けた鉄の味　──





　天上の響ひびき。


　小鳥のさえずりが、名工の手がける至高の楽器が、あらゆる自然の音色が。


　全すべての音色がひざまずく、王女ファウマ・フェリ・フォシルベルの奏かなでる奇き跡せきの音色が響き渡わたった。
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「地じ震しん？」


　アルヴィルの鎗ほこ先さきを注視しながらも、エイダは足先で感じる震しん動どうに眉まゆをひそめた。


　競闘宮コロセウムを揺ゆるがす巨きよ大だいな崩ほう壊かい音が轟とどろいたのがわずか数分前のこと。あれはまるで何かが落下したようだった。


　だが今度はそれと違ちがう。微び弱じやくな震動が継けい続ぞくし、そして徐じよ々じよに大きくなっている。継続しながらもその震動の強さは不定。地震とも何かが違う。そもそもこの都市の地じ盤ばんは安定していたはずだ。


　……嫌いやな感じだ。


　夏の競演会コンクールを思いだす。あの時〈孵石エツグ〉から生まれた五色のヒドラ、あれが生まれる直前もまた、今の地震のような揺れがあった。


　何か、今まで見たこともない規格外の怪かい物ぶつが現れる。そんな悪お寒かん。


「アルヴィル、お前──」


「……折れねえんだよ、あの負まけず嫌ぎらいの姫ひめさんは」


　アルヴィルの口から洩もれたのは、低く押し殺した擦かすれ声。そして同時に、その響きは今までにない棘とげを含ふくんでいた。


「姫さん、姐あねさん、俺おれ。シャオと知り合った順番だ。そっくりそのままシャオとかかわりが深い順番にもなる。シャオが頼たのまなくても自分から進みでて、血へど吐はいて倒たおれるまで絶対折れない……そういう奴やつなのさ」


「この揺れ、お前の仲間の仕し業わざってことか？」


「十中八九そうじゃねえの？　ただ、あんまりそうであってほしくはねえな。俺も姐さんも、本当はシャオもそう願ってる。姫さんは、本当はこんな場所で戦える身じゃねえ。黙だまってたっていつ死ぬかもわからねえ重病の身だ」


　錆さびつき、折れ曲がった針金。


　喩たとえるならばアルヴィルの声こわ音ねはそれだった。


「重病人？　お前、そんな奴やつをネシリスと！」


「言っただろ。そういう奴なんだよ、自分の命なんか二の次どころか三の次、自分の命を削けずる名詠式が自分の全すべて。自分の身を誰より知ってるあいつが選んだ道だ……この世の誰にもな…………それを咎とがめる権利なんてありはしねぇんだよっ！」


「アルヴィル？」


　言いかけた言葉の続きをエイダは呑のみこんだ。わからない……なんでアルヴィルは怒おこってるんだ。その激情は誰に向けて、誰のためにあるのかわからない。


　……あたしはまだ、アルヴィルの気持ちを理解してやれていないのか？


　こんな場面だというのに、虚むなしさにも似た感情で呼吸が苦しい。


「アルヴィル、あたしは──」


「だからこそな、俺はあの姫さんは強いと思ってる。俺やお前みたいに風か邪ぜ一つひいたことのない人間じゃ勝てねえよ。ただ生きる、そんな単純なことがどれだけ大変なことか、あの姫さんは知ってるからな」
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「坊ぼうや、一つだけ覚えておくといい。これはこの先、お前が名詠士として生きていくだけでは何年経たとうと学べぬことだ。そしてまた、お前の師ヨシュアとも関かかわりがある」


「…………」


　この期ごに及およんで戯ざれ言ごとを──言いかけたレフィスの言葉は無言の内に霧む散さんした。それはもしかしたら、対たい峙じする女テシエラの表情を見てしまったからかもしれない。


　先までの、どこか相手を小こ馬ば鹿かにするような笑みではない。深い知性と慈じ愛あい。敬けい虔けんとも言うべき粛しゆくとした趣おもむきを感じさせる静かな表情。


「この世で最も苦しく、その一方で人に最も認にん知ちされにくい努力は生きようとする努力だ。たとえば名詠士になるための弛たゆまぬ修行、血の滲にじむような思いの苦学──これらはそれでも一定の成果として目に見える。結果がどうであれな」


「生きる努力なんて、人間なら全員がそうだ」


「そう、それが我々がしてしまいがちな驕おごりさ。そう言った抽ちゆう象しよう的な話をしているんではないんだよ坊や」


　子を諭さとす母親の、おそらくは男性が決して到とう達たつできない領域。その強さ。


　対峙する名詠士の瞳ひとみにはそれがあった。


「私が言っているのはな、生まれた時から重い病を患わずらっている人間のことだ。半時間と服用時間をずらしてはならぬ内服薬、徹てつ底ていされた食事制限、自分の意志で起き上がることもままならない子供たち。私は……そういう子供たちを何人も見てきた」


　天てん井じようだけを眺ながめ、ただただ自分の言葉にのみ集中。そんな無防備とも言える恰かつ好こうでその身を晒さらし、テシエラが続ける。


「そういった子供たちは常に死と戦っている。努力を怠おこたれば死ぬ、そうならないための、命を繫つなぎとめる努力──最も苦しく終わりのない、もはや努力という言葉では括くくれない何か。健康な身体からだに生まれてきた人間がつい忘れてしまうものだ。覚えておけ」


「……その話が、今ここで何の意味がある」


「私たちの仲間に、寂さびしがり屋で面めん倒どうくさがりで世間知らずのお嬢じようさんがいる。物心ついた時から不治の病に冒おかされたお嬢さんだ。出血性の皮ひ膚ふ病びようゆえ、本来なら絶対安静を医者に言付けられている身のな」


　天井を見つめていた彼女がゆっくりとレフィスに振ふり返る。そこには先までの、人を食ったような表情が戻もどっていた。


「そんな身体の、生きるだけで精せい一いつ杯ぱいのお嬢さんが初めて自分で願ったのさ。自らの血ち濡ぬれた名詠式で他人のために尽つくしたいと」


「それが、ネシリスと戦うことだと言いたいのか？」


「名詠式は鏡であり鐘かねだ。磨みがけば磨くほど鮮あざやかに映し、強い想おもいで叩たたけば大きく響ひびく。だからお嬢さんは強いのさ、この世の名詠士の誰だれよりな──それがファウマ・フェリ・フォシルベルの赤せき詠えい血けつ奏そう。最も醜みにくく、最も強い真精を宿した旋せん律りつだ」





　　　　３





　しゅるり……





　赤くまだら模様になった布がほどけ、肌はだをかすめて地に落ちていく。


　首を覆おおっていた包帯がほどけ、両りよう腕うで、胸むな元もと、腹部、両足。全身を覆うものが全すべて地に積もったその後に。


　癖くせのある金きん髪ぱつの、一糸まとわぬ少女がそこにいた。


　風が吹ふくだけで倒たおれるのではないかというか細い肢し体たい。日光とは無む縁えんの白い素す肌はだは、その一枚下に血管が透すけて見えるほど。


　さぞや病的なまでに白い素肌。シャンテはそう思っていた。ネシリスもそれに近い予想はしていただろう。


　だが──


「ファウマ…………あなた、……それ……」


　あらわになった少女の全身を目にし、シャンテは喉のどの奥おくが凍こおりついた。


　血濡れた裸ら身しん。


　全身いたる箇か所しよに黒く固まった血ち糊のりがこびりつき、その上をいまだ乾かわききらぬ緋ひ色いろの鮮せん血けつが流れていく。血が凝ぎよう固こしないのではなく、あまりに傷が広く深いための出血。


　首下から足先までの傷。裂れつ傷しようより広く、抉えぐるより醜みにくい傷……どう猛もうな獣けものに襲おそわれたとしてもああはなるまい。いったいどうすればあんな傷を負う？


「ん？　うん、これは全部わたしが自分でつけた傷」


「……自分で？」


「痒かゆくて搔かきむしったの。一晩中痒くて搔きむしって……それを二十年くらい続けてればできあがり」


　ぞくり、寒気とは違ちがう何かがシャンテの背筋を撫なでていった。


「ねえ、わたし何歳さいに見える？」


　少女が見つめる先に、大海蛇シーサーペントを従える名詠士。


　見た目通りならば十一、あるいは十二だ。まだ伸のびきらぬ背せ丈たけ。幼い顔だち。枯かれ枝えだのように瘦やせこけた肢体はいまだ女性らしさを感じさせない。


　おそらくエンジュの人間が百人いれば九十人はそう答えるに違いない。残りの十人はそれより下の年ねん齢れいを挙げるだろう。


　だが、その前にファウマは何と言った？　二十年続けてきた？


「わたし今年二十一。もうとっくに成人の年齢も過ぎてるわ」


　……二十一？


「そうは見えないな」


「正直なのね」


　感情を映さぬ瞳ひとみでファウマがネシリスを見つめる。


「でも確かにその通りよ、わたしはまだ子を授さずかる身体にもなっていない。身体の成長は十歳そこそこで止まってる。この病に冒おかされた身ではそれが限界だった」


　つっ、と自らの胸元をファウマが撫なでる。


「生まれた時から、わたしは不治の皮ひ膚ふ病びように冒されていた。夜にすごく……どうしようもないくらい痒くなるの。でも痒いのは皮膚の下じゃなくて、もっと下の骨に近い部分。だからどんなに搔いても治まらない。血管も筋肉も抉って骨が見えたこともあったけど、そこまで抉っても治まらなかった」


　撫でたそばから、ぽろぽろと何かが剝はがれ落ちる。


　凝固した血液の塊かたまりだった。


「朝が来れば痒みは消えて、かわりにその傷が痛みを持つの。夜は搔きむしって眠ねむれなくて、昼間は痛みで意識が飛びそうになる…………髪かみが背中につくとそれだけで痒いから、髪だって背中まで伸のばしたこともない。それが二十年。この身体からだだって、その睡すい眠みん不足とストレスが原因だって医者から言われたかしら」


　全身を覆おおう包帯。それは出血を止めるためではない。おそらくは少女が身体を搔きむしった時、爪つめが皮膚を直接抉らないための苦肉の策。


「かつての王家という身分に生まれ、こんな声をもったせいで謁えつ見けん者は後を絶たないわ。……わたしは今日を生きるだけで精せい一いつ杯ぱい。放っておいてほしいのに。そう思ってた。でもね、そんなわたしにもシャオは声をかけてくれた。自分からわたしの包帯を替かえてくれるなんて言ってくれたのはシャオが最初。だからわたしも手伝いたいの、シャオの描えがく理想の名詠式。それが〈全すべての約束された子供たち〉で、ミクヴァ鱗りん片ぺんがその触媒カタリストであるならば、わたしの命を燃やしても守り通す。だから…………」


　少女が自らの身体を抱だき締める。


　肩かたに爪が食いこむほど強く堅かたく抱きしめ、そして。


「ごめんなさい。この名詠は、ただの火傷やけどじゃ済まないわ」


　……何を言っているんだ。


　もう決着はついている。だってファウマの真精は既すでに観客席に落下して──


「……なっ……！」


　竜りゆうの姿が消えていた。


　いや、それだけならば還かえったものと理解できる。シャンテが息を呑のんだのは、竜が落下したと思おぼしき場所──観客席の椅い子す十数席にわたり、真っ赤に溶とけた溶よう岩がんのような液体が広がっていたからだ。


　まるで、あの竜が自らの高熱で溶けて液状化したように。


　ネシリスもまたそれを見つめたまま動かない。


「…………」


　ふらりとよろめくファウマを支えたのは一羽の火食い鳥だった。その翼つばさに少女を背負い、火食い鳥が観客席へと少女を運ぶ。そう、液状化した真精の下もとへ。


「わたしの真精は、わたしの身体の悲鳴を好む。全身の骨の軋きしみ、筋肉の収縮、血の流れ、皮膚を搔きむしる音。わたしの病にかかわる全ての苦痛の悲鳴がわたしの〈讃来歌オラトリオ〉。これがわたしの名詠式の秘密」


　……ばかな、そんな無む韻いん式の詠うたなんて聞いたことがない。


　けれどもしそれが正しいならば、今までの圧あつ倒とう的な速さの名詠も確かに説明がつく。


〝わたしの名詠はあなたより二段階早い〟


　噴ふきだす血液を利用することで、触媒カタリストを切り替かえる必要がない。これで一段階。


　そしてもう一段階。彼女の詠は自らの肉体の悲鳴。いわば、常に〈讃来歌オラトリオ〉を詠っているようなもの。それゆえあらためて〈讃来歌オラトリオ〉を詠う必要がない。


「先の真精が包帯ずくめのわたしの具現、でもこっちがわたしの……ありのままの姿の象しよう徴ちよう。わたしそのもの」


　血のように赤い溶よう岩がんに生まれた小さな気き泡ほう。一つ、二つ……気泡は徐じよ々じよに数を増し、そして大きくなっていく。


　こぽっ。


　観客席に流れる溶岩、その中央部が盛り上がるように膨ぼう張ちようした。


　四枚の翼つばさ、巨きよ大だいな四し肢し。現れた竜のシルエットの特徴は先の真精と酷こく似じ。だが、変化は次の瞬しゆん間かんに起きた。


　四枚の翼の、うち一枚が音を立てて落下したのだ。


「……っ！」


　シャンテが見ている前で変異は起きつつあった。


　竜を覆おおっていたぶ厚い皮ひ膚ふは爛ただれたように溶とけだし、三枚となった翼もみるみるうちに陥かん没ぼつしたような穴が開いていく。下した顎あごも外れたように下がったまま戻もどらず、大きく開いた口からは血か溶岩かもわからない粘ねん液えきがあふれだす。


「……腐くさってる？」


　この竜、生きながらにして朽くち始めているんだ。


　爛れた皮膚の一片が次々と落下していく。身体から剝がれた皮膚が観客席に触ふれた途と端たん、その周囲数メートルに及およぶ観客席がじゅっという音を立てて溶けだした。白い煙けむりが観客席に立ちこめる。


　超高熱、それも凶きよう悪あくなまでの酸性を帯びた体液。





　……Calra -l- Bediwsカルラ・ル・ヴエデイウス・ Leo Lecieレオ・レーシエ【カルラ 悲しき赤病の冬姫ひめ】





　竜が動いた。今にも崩くずれそうな身体でありながら、三枚の翼を打ち下ろして宙に浮うかびあがる。そのままそれは大海蛇シーサーペントの遥はるか頭上へ。


　触ふれた物全てを溶かす超高熱の腕うでを振ふり上げ、真紅の竜が大海蛇シーサーペントの頭上へと襲おそいかかる。


「迎え撃て」


　ネシリスの声に動どう揺ようはない。……赤の他人であったならそう判断しただろう。だがシャンテには、それがかつてない緊きん張ちようを孕はらんでいるものにしか聞こえなかった。


　初めてだった、ネシリスのそんな声を聞いたのは。


「ネシリスッッ！」


　彼の下もとに駆かけ寄よろうとするのを遮さえぎったのは大海蛇シーサーペントの暴風雪ブリザード。


　極寒の風が超高熱の竜を迎むかえ撃うった。


　氷の刃やいばさながらの氷ひよう塊かいを受け、竜の翼がさらに一枚地に落ちる。それでもなお、氷雪に身を拘こう束そくされながらも竜の動きは止まらない。


　動きを制限する風に合わせて身体の体勢を修正。粘ねん性せいの体液を帯びた腕を振り上げる。


　大海蛇シーサーペントの頭めがけ振り下ろした腕、それを大海蛇シーサーペントの尾おが絡からめ取る。鱗うろこを灼やく高熱に、大だい蛇じやの声なき悲鳴が大気をふるわせた。


　が──


「竜の……動きが止まった……？」


　暴風雪ブリザードが急速に竜の熱を奪うばっているのがシャンテからも見てとれた。竜がそれを拒こばもうと暴れようと、腕を絡め取られているため容易には動けない。


　つまり、このまま長期戦に持ちこめば。


「両の腕を蝕むしばむ二体、両足を蝕むしばむもう二体」


　唸うなるような轟ごう音おんと共に積もる雪の中。


　届いたのは、氷雪よりも遥はるかに冷たいファウマの声。


「そして声帯に一体。カルラは五匹ひきで一体を構成する真精。わたしの身体、五体の真精に呪のろわれ続けている」


　……うそ。


　擦かすれて声が出なかった。


　暴風雪ブリザードによって千切れた竜りゆうの翼つばさが、さっきと同じように自らの高熱で液状化していたのだ。見ている前でその液体が膨ふくれあがり、そこから何かが生まれていく。


　……同じだ、あの腐くさった真精が生まれた時と。


「まさかっ、噓うそでしょ！」


　大海蛇シーサーペント、そしてネシリスの眼前で二匹ひき目の竜が咆ほう吼こうを上げた。


　さらにその大海蛇シーサーペントのすぐ背後、二体目とも違ちがう新たな竜の影かげが暴風雪ブリザードに映る。脳のう裏りをかすめる、観客席に落ちた最初の翼の光景。


「……あれからも一体増ぞう殖しよくしたっていうの」


　暴風雪ブリザードが徐じよ々じよに勢いを失っていく。それはすなわち、三体の紅竜の熱量を浴びて大海蛇シーサーペントが限界に達しているということ。


　それを悟さとった瞬しゆん間かん。


「──緑風妖精エアリアル、わたしを守って！」


　斜ななめに吹ふき荒あれる暴風雪ブリザードへシャンテは身を投げだしていた。


　ネシリスが悪いんじゃない、弱いんじゃない。


　あんな化け物相手にする方が無茶なんだ。これ以上は無理だ、大海蛇シーサーペントはもちろんのこと、竜の熱波にあれだけ近い場所にいて無事で済むわけがない。


「お願い、もうやめてっ！」


　ミクヴァ鱗りん片ぺんはもういい。あの女やその仲間が何を企たくらんでいようと知ったことか。


　……わたしは、あんたがいなくちゃ嫌いやなんだ。


「だからお願い、ネシリスもう──」


　その途と端たん、視界が晴れた。


　暴風雪ブリザードの中心──大海蛇シーサーペントと、それを取り囲む三体の真紅の竜。


　そしてその足下に、青のインバネスコートを羽織る名詠士が立っていた。


『────ッッッッッッッ！』


　大海蛇シーサーペントが絶ぜつ叫きようする中、竜の巨きよ体たいが突とつ如じよ膨らんだ。


　体内に熱を溜ためこむ、その限界がきた。ほんの一いつ瞬しゆん頭をかすめた悪お寒かん。シャンテは、自らの直感が正しいことを本能的に理解した。


　そしてその直後に何が起きうるかも明白だった。


　熱膨ぼう張ちよう──その果てに竜そのものが一つの火薬庫と化し、そして。


「ネシッ……リッ──」


　声が出なかった。


　擦れ声？　いいえ、きっと心の叫さけびにしかならなかったと思う。


　竜の姿が真っ赤に輝かがやき、そして──





　三体の竜が、紅くれないの閃せん光こうと共に破は裂れつした。





　全すべてが、暴風雪ブリザードが、大海蛇シーサーペントが消し飛ぶのが見えた。


　音と衝しよう撃げきで意識が消える、その最さ中なか。





　わたしはそれでも彼の名を呼んで、彼に向かって手を伸のばし…………




〝あんたよ、そこのあんた！……話聞いてるの!?〟





聞こえたのは、過去の自分の声だった。




〝このわたしが、歌うた姫ひめのシャンテが歌ってやってるのよ！　それを、まるっきり無視して……わたしなんかいないみたいに酒ばっかりあおって、挙げ句の果てには歌の最中に店を出ようと席を立つ？…………ふざけるんじゃないわよっ！〟





　あの時、ネシリスと初めて出会った時のこと。


　……そういえば、なぜ今わたしはこんなに、あいつのことが心配で堪たまらないんだろう。


　あんな最低の出会い方をして、あんなに憎にくんでいたはずなのに。


　それがファウマと出会って自分の愚おろかさを知って。打ち拉ひしがれて、そんな時にまたあいつはやってきた。


　あいつは……なんて言ったんだっけ？





〝なら最後に一曲歌ってみろ、今この場で〟


〝────は？〟


〝歌ってみろ、どんな歌でもいい〟


〝あなた正真正しよう銘めいの馬ば鹿か？　なんであなたの為ために歌わなくちゃいけないのよ。わたしの歌を一人で貸しきりで聴きくなんてね、あなたにはもったいなすぎるの！〟


〝プロとしての歌手は廃はい業ぎようと言ったはずだ〟


〝……っ！〟


〝放ほう浪ろうの詩人ユミエルの詩集『礼らい地ち祝しゆく誕たん』より、最終章第七節『哀あい乙女おとめ』〟


〝……変わった趣しゆ味みね〟





　そうだ、歌の趣味だけはなぜか一いつ緒しよで、それがふしぎと可お笑かしかったんだっけ。





〝俺なんかのリクエストは断じてご免めんか？〟


　…………


「……おばかさん」


　真っ白な視界の中で、シャンテはくすりと微笑ほほえんだ。


「わたし、あなたに歌を聴いてほしくて名詠士やってるのよ？」





　消える意識、その遠い遠い先で。


　青のインバネスコートを羽織った男が、自分へと振ふり返るのが確かに見えた。




　緋奏第二幕　『最も永く、深く、冷たい夜の中で』







　クルーエルが見上げた先にあるものは、夜空だった。


　消え入りそうなほど小さく輝かがやく星。トレミアより遠く小さく感じる──間ま違ちがいない、凱がい旋せん都市エンジュの空だ。


「……戻もどってきたんだよね」


『戻ってきたという結果は正しい。実際はアマリリス独界の空間が齟そ齬ごを来きたし、独界の自己修復過程で、我と小こ娘むすめが弾はじきだされたという背景があるだろうがな』


　目の前のベンチに座すわり翼つばさを広げるアーマ。目を合わせるまでもなく、その夜色名詠生物の視線を肌はだに感じる。


「齟齬？」


『アマリリス独界を支えるアマリリスの力がそれだけ低下しているということだ。対極の〈ただそこに佇立する者ミクヴエクス〉が浮ふ上じようしつつある』


「そう……そうだったよね」


　あの寂しげな世界アマリリス独界で聞かされた。


　六年前、始ツまアりラのベ島ルで母体〈ただそこに佇立する者ミクヴエクス〉の名めい詠えいを妨ぼう害がいすることの代だい償しように、アマリリスは既すでにその力のほとんどを失ってしまったと。


「……でも、それは全すべてわたしのためだったんだよね」


　さっきまで立て続けに難解な、それでいてあまりに唐とう突とつな話を聞かされてしまったせいで、感情のどこかが麻ま痺ひしていたかもしれない。


　それがこうして戻ってきて、頭の中で少しずつ整理ができてきて、ようやくその恐おそろしさがわかってきた。


　──わかってきた途と端たん、どうしようもない寒気に身体からだがふるえだした。


「ねえ、あなたは全部知ってたの」


　足がふるえて、なのに身体は硬こう直ちよくして動かない。目の前のベンチに座ることもできず、クルーエルは正面の名詠生物を見つめただけだった。


『いや……我が知ったのは競演会コンクールの後、この世界から一度還かえった後になる。むろんアマリリスと残酷なソフイア・オブ・最終知性クルーエルネツトの存在そのものは知っていたが、それが誰だれとまでは感知していない。調律者であるアマデウスと我はあくまで別物だからな』


「ネイトに……話しちゃった？」


　肩かたにかかる髪かみを一房ふさ手に取り、クルーエルはそれを見つめた。


　緋ひ色いろの髪。アマリリスと同じ色。じぶんの顔かたち、体つきだってそうだ。アマリリスと生き写し。鏡で映しだしたかのように酷こく似じしている。


　アマリリスと何から何まで同じ──存在まで。


「わたしが……」


　クルーエル・ソフィネットは人ではなく、人と調律者の中間。境界線上の存在。


　それを彼が知ったら。


『我からは話していない。だがシャオという名詠士から聞かされているだろうな』


「……ネイトからどう思われちゃったのかな」


『小こ娘むすめらしいな。自分のことをネイトがどう感じているか気にするのは何度目だ？』


「だって、だって仕方ないじゃない！」


　嗚お咽えつが洩もれそうになる口元を押おさえ、クルーエルはベンチの背に手をついた。もしここにベンチがなかったら、たぶん自分は地面に倒たおれただろう。


「だって……ネイトは名詠士だよ？　わたしは…………その逆なんでしょ？」


　人と、そうでなき者。


　ネイトは名詠する側で、むしろわたしは名詠される側。


　こんなに遠い関係ってないよ。……きっとネイトだって、わたしなんかよりもっと普ふ通つうの女の子を相手にしていた方が──


『ネイトがではなく、小娘自身はどうなんだ』


「…………」


　口元に手をあてたまま、クルーエルは下した唇くちびるを嚙かみしめた。


　嗚咽にも似た衝しよう動どう。


　我が慢まんして、我慢して、我慢して、我慢して我慢して我慢して。





「…………いやだよ」





　張りつめていたものが、その一いつ瞬しゆんで一気に噴ふきだした。


　心の底から、今まで望んだ何よりも純じゆん粋すいで、素す直なおで、ごまかせない本音が。


「いや、そんなの絶対いやっ！　ネイトのこともみんなのことも……忘れたくない」


〈ただそこに佇立する者ミクヴエクス〉が名詠された時、わたしはわたしでなくなってしまう。


　あのアマリリス独界で見たように、記き憶おくも意識も何もかもが空っぽになってこの世界から消しよう滅めつする。ネイトだってわたしのことを忘れてしまうし、わたしもネイトのことを忘れてしまう。


　そんなの耐たえられない。


「……ずっと怖こわかったの。わたしの気持ちがなんなのかなって」


　ううん、本当はわかっていたのかもしれない。知っていて、でもそれがネイトに知られるのが怖くて、自分の心も一いつ緒しよにごまかし続けてきた。


　でもそれも限界だ。


　ネイトがわたしをどう思ってるかじゃなく、わたしはネイトのことが────


『いい加減、自分でもわかっているのだろう？』


「……うん」





　わたし、ネイトのことがどうしようもなく好きなんだ。





　最初は風変わりな転入生だなと思って、そこからちょっとした応おう援えん心が芽生えて……そこから先はわからない。いつがきっかけだったとか、たぶんそういうのはないと思う。


　でも気づいた時には彼が──


　転入生でなく、クラスメイトでなく、仲の良い男子生徒でもなく。どうしようもないくらい、一緒にいるだけで息が苦しくなるくらい大好きな人になってしまってた。


「わたしは……わたしでいられることって許されないの」


　クルーエル・ソフィネットとして。


　名詠学校に通う一生徒として、普通の女の子として、幸せになりたいって夢見ることはできないの？


『言ったはずだ。それはお前と、そしてネイト次し第だいだと』


　その一言に何か決定的な希望が含ふくまれていたわけではない。


　けれど、その一筋の光に誘さそわれるようにクルーエルは頭を上げた。


「……方法があるの？」


『我がネイトに伝えたことは一つだけ。ネイトの選せん択たくで小娘おまえが、小娘おまえの選択でネイトの道行きが決まる。ただそれだ──』


　突とつ然ぜん、ベンチに座すわるアーマの姿が一いつ瞬しゆんぶれた。


　続いて感じたのは足先のふるえ。微び弱じやくな、だけど背筋をざわつかせる奇き妙みようなリズムを伴ともなった鳴動だ。


　地じ震しんじゃない。だけどこれは何？


『おおかた、ミクヴァ鱗りん片ぺんの奪うばい合いが激化してきたのだろうな』


　ミクヴァ鱗片、つまり震源地は競闘宮コロセウムの決けつ闘とう舞ぶ台たい。


　奪い合い……だとして争っているのはまさか。


『ネイト、エイダという祓名民ジルシエの娘むすめ、それにレフィスという灰色名めい詠えいの詠うたい手。誰だれに強制されたわけでもないが、誰かさんを守るためという意志だけは共有しているらしい』


　わたしのためにみんなが……。


『自分の出生の秘密を聞かされたネイトに自分がどう映ったか気になっていたようだが、わかったか？　ネイトは母親似の頑がん固こ頭で不ぶ器き用よう極きわまりない引っこみ思案だが、見み初そめた相手のことをそう簡単に見限る性格ではないということだ』


「……」


『だから、あとは小娘次第だ』


　…………この、ばかトカゲ。


「そんなの知ってるもん」


　地面に貼りつくように重い足を持ちあげる。凍こおりついたように固く強こわばった膝ひざを曲げ、クルーエルは自分の見つめる方向へとつま先を向けた。


『どこへ行くと言いたいところだが、聞くまでもないか』


「みんなのところ」


　競闘宮コロセウム。


　ここにいるより、せめて近くで。


『小娘、あの場にお前が行ったところで最も早はや──』


「アーマ」


　背はい後ごにいる名詠生物へ振ふり返る。


　そういえば初めてだ。この名詠生物をちゃんと名前で呼んだのは。


「ありがとう、あなたなりにわたしのこと心配して言ってくれてるんだよね？」


『…………』


　常夜灯に照らされ、ゆらゆらと透すけるようにゆらぐ自分の身体からだ。


　存在そのものが稀き薄はくになっている。





〝クルーエルさん、どうしたんですか。身体……〟


〝え、もしかしてまだ埃ほこりついちゃってる？　どこどこ？〟


〝ご、ごめんなさい。僕ぼくの見み間ま違ちがいかも……〟





　夕食前、ネイトが言いたかったのはきっとこのことだったのだろう。……そっか。ネイトは気づいてて、当のわたしだけが気づかなかったんだ。


　時間がない。だから──


「だいじょうぶ、ネイトのことを見ていたいだけなの。……もしわたしがこの世界からいなくなっちゃうとしても、その時こんな遠い場所にいるなんて嫌いやでしょ？」


　たとえわたしにできることがなかったとしても。


　わたしは、彼のいる場所に行きたい。


『小娘、お前』


「ううん、わたしネイト信じてるよ。でもそれとは別に伝えたいことがあるの。信じているからこそ伝えたいことって、きっとあると思うから」


　踵きびすを返す。大きく息を吸うと、冷たい夜の空気が肺にしみこむのを感じる。


　──うん、行こう。


　沈ちん黙もくする名詠生物を背に、クルーエルは夜のエンジュを歩きだした。





　　　　[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]





『仮にも夜の真精ともあろうものが、らしくないわね』


　ベンチに残る名詠生物のその隣となり、真横に腰こしを下ろすかたちで少女が座る。


『言えなかったの、それとも言わなかったの？　あなたが託された役割』


　目にかかる緋ひ色いろの前まえ髪がみをそっと振ふり払はらう少女。その身体にまとう衣服はなく、足先まで伸のびた緋色の髪が、さながら天衣のように少女の肢し体たいを包んでいた。


『小娘にああ言われて、お前なら何か返せるか？』


『いいえ』


　口元に寂さびしげな微び笑しようをたたえ、アマリリスが首を横に振る。


『お前こそ小娘についていかないのか』


『あの場所にわたしが近づけば、それこそミクヴァ鱗りん片ぺんの孵ふ化かを早めてしまうもの。……もっともそれは、クルーエルが近づいても同じことだけど』


　はずみをつけて少女がベンチから立ちあがる。


『アマデウスとミクヴェクスの永えい劫ごう抗こう争そうを終わらせる、たぶん最初で最後の機会。クルーエルが選んだ人間が最善かどうかは今もわからない。だけどあの子が自ら望んで歩きだしたことだもの。選んだ結末がどうであれ、わたしはそれを祝福して受け入れる』


『強がりだな』


『あら、悪い？』


　試ためすような視線で見下ろすアマリリスに、夜色の名詠生物はそっぽを向いたまま。


『弱音を吐はく吐かないは別にして、弱音を吐ける相手というのは必要だ』


『……そうね、でも』


　かすれた呼吸、アマリリスの唇くちびるを伝って洩もれる。


『わたしは独りぼっちでいいの。姉さんが幸せになってくれるなら』





　クルーエル・ソフィネットという名の少女。


　それが残酷なソフイア・オブ・純粋知性クルーエルネツトのまま終わるのか、


　あるいは、願わくば、


　Co Lue -l- Sophie Nettクルーエル・ソフイネツト──旋せん律りつを息い吹ぶく少女として…………




　終奏　『交わり、そして更さらなる時の中心へ』







　　　　１





　──『セラの庭園』。


　青く輝かがやく地表の砂が、世界を巡めぐる不可思議な気流に煽あおられ飛んでいく。


「向こうは決着がついたようだね」


　目の前に浮うかぶ浮ふ遊ゆう結けつ晶しようへとシャオが手を伸のばす。


　浮遊結晶に映るのは決けつ闘とう舞ぶ台たい。三体の竜が中央の大海蛇シーサーペントを巻きこんで大爆ばく発はつを起こし……浮遊結晶の映像は、今もまだその閃せん光こうを映しだすだけだ。


「エイダ・ユンはアルヴィルに勝てない、レフィスもまたテシエラには届かない。頼たのみの綱つなのネシリスは敗れた」


　シャオが触ふれるやいなや、浮遊結晶は映像を失い、通常の輝かがやきを取り戻もどす。


「……そんなことない」


　ネイトが見つめる先は浮遊結晶ではなく、あくまで眼前の黒法師。


「エイダさんもレフィスさんもまだ戦ってる。──何より、僕ぼくは絶対諦あきらめない」


「触媒カタリストがないのに？」


　触媒カタリストは空白者に奪うばわれ、今はシャオの足あし下もとに転がっている。力ずくで取り返そうとしたところで徒労。新しい空白者を名めい詠えいされて妨ぼう害がいされるだけだろう。


「それでも諦めない」


　──脱だつ出しゆつする方法はある。


　触媒カタリストは奪われ、自分の影かげも既すでに触媒カタリストとして使用してしまった状じよう況きようで。


　あと一回に限り、名詠する方法がある。





　　　　２





　決闘舞台を観客席まで覆おおうのは血のように紅あかい煙けむり。


　強い酸性を帯び、付着するだけで皮ひ膚ふを焦こがす超ちよう高熱。三体の腐ふ竜りゆうが自らの熱に耐たえきれず膨ぼう張ちよう、破は裂れつした後に残った煙だ。


「……お終しまいね」


　疲ひ労ろうからくる目め眩まいに歯を食いしばり、ファウマはふらりと立ちあがった。


　霞かすむ視界の中、紅い煙が晴れていく。


　数十メートル離はなれた先に、青く輝く体表を持つ氷狼が二体佇たたずんでいた。


　一体の背に、つい数分前までその場に立っていたネシリス、そしてその背に付きそっていた女性の姿。うつぶせに倒たおれ、起き上がる気配はない。


「最後に避ひ難なんするための名詠、まあ妥だ当とうかしら」


　対たい面めん側の出口から駆かけていく狼おおかみ。それを追うことなくファウマはその場に膝ひざをついた。「…………最悪の気分」


　疲労もあるが、それ以上に血を失ったことによる目眩がひどい。もとより覚かく悟ごしていたことだが、その覚悟で症しよう状じようが和やわらぐわけでもない。


「でも、いっか。シャオとの約束は果たしたし」


　床ゆかに両手両膝をつき、四よつん這ばいの恰かつ好こうでファウマは面おもてを上げた。


　ミクヴァ鱗りん片ぺんは手に入れた。あとはシャオ、アルヴィル、テシエラがやってくるまでこれを守り通せば────……


「え……」


　観客席の手すりに摑つかまり、ファウマは重いまぶたを懸けん命めいに見開いた。


　触媒がない？


「そんな、すぐ下にあったはずなのに……！」


　自分の真精を詠よびだすために観客席へと移動したが、触媒カタリストはすぐ真下の地面に転がっていたはず。第三者の介かい入にゆうを警けい戒かいし、決けつ闘とう中だって常に注意を払はらっていた。


　つまりカルラを名詠するまではミクヴァ鱗片は存在し、カルラの破裂後に触媒カタリストが消えたことになる。あの破裂が巻きこんだ可能性もあるが、ミクヴァ鱗片は再生する機能を持っているとシャオは言っていた。つまり単なる破損等ではない。


「まさかっ────」


　手すりから身を乗りだした。


　見つめる先は、つい数十秒前に氷狼が消えた出口。そうだ、氷狼は二体いた。一体の背にネシリスと付つきそいの女が乗っているのは確認した。


　では、もう一体の背には何が乗っていた？





〝幼よう稚ちだな〟


〝幼稚？〟


〝発想が幼稚だ。勝負に勝った方が手に入れるのではなく、必要なものを手に入れた方が勝者だ。そうだろう〟


〝……ごめんなさい、わたし違ちがいがわからない。でも一番手っ取り早いのは、わたしに勝って触媒カタリストを手に入れること。そうでしょ〟





　あの時のネシリスの言葉。


「……そう、そういうことだったのね」


　決けつ闘とうで勝った方が手に入れる、競闘宮コロセウムの覇は者しやならばそれが最も乗りやすい条件だと踏ふんだ上で、自分はそう提示したつもりだった。


　だが実際はどうだ、あの男はそもそも勝負の土俵にすら入っていなかった。


　結果として決闘には敗北したものの、あの男は付きそいの女と共に氷狼の背で逃とう走そう。さらにミクヴァ鱗片も奪うばっていった。


　競闘宮コロセウムの覇者らしく潔いさぎよく敗北を認めるどころか、まるで真逆。


「あは……ははっ…………あははははは」


　笑いが止まらない。


　あのシャオですら、競闘宮コロセウムの覇者の本質を見み誤あやまっていたのだから。





　なんて、なんて負けず嫌ぎらいな男だ！





　シャオとは違う意味で、今まで出会ったどんな人間より強い。


　自分との決闘に負け、人生初の敗北を喫きつしようとしていながら、それでもあの男はまるで動どう揺ようしていなかった。竜の破は裂れつに巻きこまれる寸前まで、あの男は保身でなく敵じぶんを出し抜ぬく手段を計算していたのだ。


「悔くやしいな、決闘に勝って勝負に負けた気分」


　ぎゅっと手すりを握にぎりしめる。


「でも、負けず嫌いなのはわたしも一いつ緒しよ。……このまま勝ち逃げは許さない」


　少女が唇くちびるを引きしめる。


　音もなく、その両りよう脇わきには二体の赤獅子マンテイコアが控ひかえていた。


「追いなさい」


　獅し子しが吠ほえ、観客席から決闘舞台へと飛び降りる。


　──これでいい。


　当初の予定とは多少ずれはしたが、結果は変わらない。


　ミクヴァ鱗片は取り戻もどす。
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　……あれ、わたしどうしたんだっけ。





　身体からだ全体をゆさぶる振しん動どうに、シャンテはぼんやりと片目を開けた。


　暗い通路、足あし下もとに点ともるのは非常灯。そして見覚えのあるカーブ、壁かべ。自分が毎日見ている光景がある。


　競闘宮コロセウムの外環層アウター。場所からして決けつ闘とう舞ぶ台たいを抜ぬけてすぐ辺りか。


「あなたたち？」


　手に触ふれるのは冷たい毛皮の感かん触しよく。


　無言で通路を駆かける氷狼、自分はその背中に乗っていた。


「そうだ、わたしどうしてこんな──」


　よどんでいた意識が覚かく醒せい。上半身を持ちあげようとして、背中にかかる温かな重みにシャンテは振ふり返った。まず目に映ったのは青のコート。


「……ネシリス？」


　自分にのしかかるように、自分を覆おおうように寄りかかる名詠士。


「っ！　ちょ、ちょっと！」


　氷狼の背から転落しそうになる彼を大おお慌あわてで支える。


　右手をネシリスの肩かた、左手を背中に回して彼の姿勢を保とうとした瞬しゆん間かん、その左手の感触に違い和わ感かんがあった。衣服の感覚ではなく、それは──


「……な、なによこれ」


　衣服の背中の部分がインバネスコートごと燃え落ち、露ろ出しゆつした背中が真っ赤に腫はれて爛ただれていた。……なんてひどい傷。傷がふさがるまで数週間、いや一ヶ月以上。治ったとしても痕あとが残ることは確実だろう。


　そして、わたしを覆うように寄りかかっていたのは。


「まさか、あの爆ばく発はつからわたしを庇かばって」


　うそ……冗じよう談だんでしょ。


　あんな爆発の中で、自分のこと犠ぎ牲せいにしてわたしを庇ったっていうの？


「ネシリス……ねえ、返事しなさいよ、お願いだから返事しなさいってば！」


　どうしてわたしなんかを！


　わたしはただの……仕事上のパートナーなんじゃなかったの？


　あなたいつも言ってるじゃない、わたしはあなたの邪じや魔まばっかりする女だって。


　それがどうして、なぜこんな時に──





　……る…………必要が……ある、のか





　前半分は聞こえなかった。


　目をつむったままのネシリスからこぼれた言葉、それは自分の幻げん聴ちようだろうか。


「…………ばか、あなたやっぱりばかよ」


　わたしを庇って傷ついて。脱だつ出しゆつ用に氷狼まで用意して。


　そんな余よ裕ゆうがあるなら、あの場面だってもしかしたら──


「最低……ほんとっ……に最低よ」


　コートごとその身体を力いっぱい抱だき寄せる。


　彼の身体が落ちないように。彼の体温を感じられるように。


「女をっ、ね……泣かせる男なんて……サイテーよ。……みなさいよ、……わたしの、……わたしの声……自じ慢まんだったのに……ぐちゃぐちゃになっちゃったじゃない」


　息を呑のみ、懸けん命めいに嗚お咽えつを堪こらえた。


「ネシリス──」


　伝えかけた気持ちの残りは、背後から迫せまる咆ほう吼こうに搔かき消された。


「な、なにっ!?」


　後方、暗くら闇やみに覆われた通路の先で、ほのかに点る小さな炎ほのおがゆれた。


　赤獅子マンテイコアの尾おに点る炎、それも二つ。


「なっ……ど、どうして今さら二体も」


　自分たちの真横にもう一体、氷狼が併へい走そうしているのにようやく気づいた。


　その背には大人でも一ひと抱かかえはあるだろう白い発光石。ミクヴァ鱗りん片ぺん……あいつら、これを取り返そうとしてるんだ。


　自分たちを背負う氷狼と、全力で疾しつ走そうする赤獅子マンテイコア。その距きよ離りが秒びよう刻きざみで縮んでいく。


「──させないんだからっ！」


　目元を拭ぬぐいシャンテは唇くちびるを嚙かみしめた。


　ネシリスがこんな傷を負ってまで託たくした触媒カタリストだ、わたしが守りきらないでどうする。


　競闘宮コロセウムの披ひ露ろう会で現れた混色の名詠生物たち。あんなのを見れば誰だれだってわかる。この触媒カタリストはきっと、人間が扱あつかうには大きすぎる存在なんだ。


　ネシリスの代わりにわたしが棄すてる。誰の目にも止まらぬ場所へ。


「お願い、わたしたちを下ろして！」


　自分たちを運ぶ氷狼の耳元で力いっぱい叫さけんだ。


「……ネシリスはわたしが背負うわ。あなたは後ろのあいつらを食い止めて」


　速度を落とした氷狼の背からネシリスを抱かかえて着地。シャンテがうなずくのを確認し、氷狼が後方の二体に向かって飛びかかる。


　そしてもう一体、ミクヴァ鱗りん片ぺんを背に負う狼おおかみへ。


「あなたはわたしについてきて。いい、絶対それを落としちゃだめよ！」


　背中を強こわばらせ、太ももに力をこめる。自分より二回り大きい男の体重が背にのしかかり、肩かたと膝ひざが悲鳴を上げた。


　そこまでして背に負ってなお、ネシリスの足は地面についたまま。


「……っ…………ぁ……」


　嚙かみ締めた奥おく歯ばから声が洩もれる。


「……これじゃ歩けるわけないか」


　その場で履はいていたヒール靴ぐつを脱ぬぎ捨すてた。


　これでいい。今必要なのは彼を運ぶ自分の身一つ。それ以外は必要ないんだ。邪じや魔まなら服だって脱いでも構かまうもんか。


「ネシリスあんたね、わたしにここまでさせたんだから……責任取りなさいよ」


　競闘宮コロセウムの玄げん関かんをくぐる。


　素足のまま、シャンテは夜の凱がい旋せん都市を歩きだした。





　　　　３





　もう、どれだけ歩いただろう。


「……っ……ぁ、ぐ…………」


　吐と息いきが苦く悶もんの声になって喉のどの奥おくから洩れていく。


　毛皮のコートはさっき脱ぎ捨て、今は肌はだが露ろ出しゆつする薄うす着ぎ一枚。裸足はだしで歩いたせいで足の裏はとうに傷だらけになっている。


　──わたし、ばかよね。


　どうしようもない自じ嘲ちようの感情のまま、自然と唇くちびるが苦笑を描えがく。


　ネシリスを背負うのは何も自分じゃなくてよかった。彼を運ぶ名詠生物だってある。そうすれば、ここまで無様な姿で夜の都市をぶらつかなくて済んだだろう。


　触媒カタリストを持ち去るという意味でもそうだ。今は自分の足取りに狼おおかみが合わせるかたちになってしまっている。


　だがそれでもなお、理り詰づめの計算を、単なる一時の感情が上回ってしまった。


「わたし……いつからこんな熱っぽい女になっちゃったんだろ」


　自分が運びたかった。


　彼を背負うのはわたしの役目。その肌はだに触ふれ、体温を感じていいのもわたしだけ。


「『シャンテ、歩くのに邪魔だ』、腕うでを絡からめただけでいつもあなたはそう言うのよね。でも今だけは……許してくれるでしょ？　そうよね？」


　背中の男からの返事はない。


「あなたはいつもそうよ、無口で淡たん泊ぱくで。言葉でないと伝わらないっていつも言ってるでしょ。それが何よ……こんな時だけ恰好つけちゃって」


　出会ったときからそうだった。


　こいつは肝かん心じんなことに限っていつも黙だまってるんだ。だから一いつ緒しよに行動してても、物事の交こう渉しよう役は全部わたし。取りまとめも打ち合わせも全部わたしがやっていた。


「わたしがいないとだめなんじゃない。あなた一人じゃろくに〈イ短調〉の仕事もできないってわかってるから……仕方なくついていってるんだからね」


　そう、それが自分とこの男の暗あん黙もくの了りよう解かいなのだ。


　互たがいの仕事には口を出さない。互いに絶対の信しん頼らいを置いているから。


「でもね……わたし、今の関係嫌きらいじゃないの」


　それはこれからも続くだろう。かたや歌うた姫ひめ、かたや競闘宮コロセウムの覇は者しや。傍はた目めには変な取り合わせだと思われるけれど、自分たちはこれでいい。これがわたしたちの生き方なんだ。


　と。


　すぐ横で、氷狼が小さく唸うなった。


「え？」


　何かを警けい戒かいするように背を縮め、いつでも動けるような体勢を取っている。


　緊きん急きゆう医院までもうすぐだ。なぜこんな場所で立ち止まる？





　ばさっ





　真上から聞こえてきたのは鳥の羽ばたき。それも異様に大きい。鳩はとや鴉からす？　否いや、まるで鷲わしや鷹たかのように力強い風圧。


　だが粉雪のように空から降ってきたのは、小さな紅あかい──


「火の粉……？　これ……」


　ネシリスを背負ったまま懸けん命めいに空を見上げる。


　炎ほのおをまとう翼つばさに、折れ曲がった醜みにくい嘴くちばし。……見み間ま違ちがうはずがない。赤の小型精命を代表する名めい詠えい生物の一体だ。


　火食い鳥……ファウマ、こいつまで追っ手に出したのか！


　氷狼はミクヴァ鱗りん片ぺん、自分はネシリスを背負ってる。どちらかがこいつと戦う必要があるのは明白。だがどちらが戦う？


　逡しゆん巡じゆんに費やした一いつ瞬しゆんが罠わなだった。


　脳のう裏りで複雑に絡からんだ糸をほどくより早く、火食い鳥の嘴から紅い炎が舌を出す。


　狙ねらいは氷狼ではなく自分。


　……だめだ。ネシリスを背負ったままでは触媒カタリストも取りだせない。


「やめてっ！　ネシリスには手を出さないで！」


　言葉が、それも敵の言葉が通じるはずもない。それも承知でシャンテは叫さけんだ。


　炎が嘴から溢あふれ、そして一気に解きはなたれた。


「っ！」


　迫せまる炎からネシリスを地に逃にがし、シャンテはその背でネシリスを庇かばう体勢を──





　じゅっ……





　炎がシャンテの背を炙あぶる音──ではなく、それは炎が水の飛沫しぶきによって搔かき消えた音だった。


　……水？


　状じよう況きようの摑つかめぬシャンテに火食い鳥が追つい撃げきの体勢を取る。直後、その名詠生物は虚こ空くうから放たれた銀ぎん閃せんに翼を射い貫ぬかれた。


「あれは……」


　常夜灯に煌きらめく銀色の鎗やり──祓ジ戈ル。


　反唱を専門に扱あつかう祓名民ジルシエの宝にして唯ゆい一いつの武器だ。だがシャンテが目を瞠みはったのは別の理由がある。数多あまたある祓ジ戈ルの中でも他より一回り以上長く、そして太い。あれだけ巨きよ大だいな祓ジ戈ルを操る祓名民ジルシエ、自分は一人しか思いあたらない。


「間かん一いつ髪ぱつだったな。まったく、お前はもっと足を鍛きたえるべきだ」


　一人は筋骨逞たくましい偉い丈じよう夫ふだった。真冬にもかかわらず亜あ麻ま色いろの薄うす着ぎ一枚という軽装。服を内側から押おし上げる筋肉が夜目でもはっきりとわかる。


　そしてもう一人。


「ボクに言わないでください、先せん輩ぱいが走るのが早すぎるんです」


　枯かれ草くさ色のコートを羽織る、金とも茶とも区別のつかない髪かみをした若い名詠士。飄ひよう々ひようとした表情ながら、その手には青色の宝石が握にぎられていた。


〈イ短調〉の筆ひつ頭とう、祓名民ジルシエの長おさたるクラウス・ユン・ジルシュヴェッサー。


　そして第十一番、虹色の異名を持つ名詠士がそこにいた。


「クラウス、それにカインツ？」


「サリナルヴァを経由して連れん絡らくは受けた。……だが、これはどういうことだ」


　クラウスの視線は自分の背中、背に大火傷やけどを負ったネシリスへ。祓名民ジルシエの長をして、その表情には隠かくしきれない動どう揺よう。それも当然だろう、この男がこんな傷を負った姿など過去に一度としてなかったのだから。


「ネシリスは……わたしを庇ったの。あれを守るために」


　祓名民ジルシエの長、そして虹色名詠士の視線が氷狼の背へ。


　胎たい動どうするように発光を続ける巨大な白石。


「あれが披ひ露ろう会に展示されてた触媒カタリスト、あれを渡わたしちゃいけないの……だからカインツ」


　鉛なまりのように重い身体に鞭むちを打ち、コートを羽織る名詠士へ。


「お願い、ファウマを！」


「……ファウマ？」


　彼の眼まな差ざしに何かが宿る。


「そう、あのフェルンの城の王女。あの女が決けつ闘とう舞ぶ台たいにいるの。ミクヴァ鱗りん片ぺんを狙ねらってる。……お願い…………この触媒カタリストを守って！」


　枯れ草色のコートの端はしを必死で摑つかむ。


　あの女の名詠は、自らの命の消費そのもの。だからこそ、祓名民クラウスじゃだめなんだ。同じ土俵、同じ条件。名詠士カインツでなければあの女の意志と真精は砕くだけない。


「……その姿、シャンテさんも戦ったんですか」


　無む惨ざんな自分の姿を目まの当たりにしたせいだろう、カインツの表情が歪ゆがむ。


　靴くつは脱ぬげ、素足は小さい傷だらけ。自じ慢まんのコートも脱ぬぎ捨すて、服装は薄うす着ぎ一枚。それもあちこちが破け、上半身はほとんど下着だけに近い有り様だった。


「ううん、わたしはこいつを背負ってきただけ」


「彼を競闘宮コロセウムからここまで運んだのはあなただったんですか。……素足になってまで」


　小さく、本当に小さくうなずくのが精せい一いつ杯ぱいだった。


　だってわたしには、その程度しかできなかったから。


「ネシリスがわたしを庇ったの……だからわたしだってこれくらい。だって──だって……わたしと…………こい……つは……」


　仕事のパートナー？


　そうだけど、だけどわたしにとってこいつは特別な──


「ネ……シリ、スは……」


　胸の奥おくで何かが音を立てて途と切ぎれた。張りつめた緊きん張ちようの糸が切れた音だと気づいた時には既すでに、頰ほおから隠かくせない勢いの雫しずくが伝っていた後だった。


「……カインツッッッッ！」


　涙なみだを拭ぬぐうことも忘れてカインツの胸むなぐらを摑みあげる。まるで力の入らない手で、それでもシャンテは死しに物もの狂ぐるいでコートを握にぎりしめた。


「あいつが……ネシリスが、こんな大けがを負ってまで守ったミクヴァ鱗片を守ってほしいの！」


　……ネシリス、あなたは負けてない。自分のすべきことを果たしたんだもの。


　あなたが一番なの、あなたがわたしの……一番。


　だから今は、安心してお休みなさい。


　あなたが守ったものはここにある。わたしの心の中に────


「あいつネシリスは……あいつは自分のすべきことをしたわ……だからお願い……次は、あなたがこれを継ついで！」
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〝ここは嫌きらいか？〟


〝嫌いって？……僕ぼくが、ですか？〟


〝競闘宮コロセウムで名詠士が腕うでを競いあうのは、名詠士としての本分を外れていると思うか？〟





　僕は今でも競闘宮コロセウムは苦手だ。けれど──


「僕は、ネシリスさんはすごい人だと思う」


　シャオのすぐ真横、決闘舞台を映していた浮遊結晶をネイトは見み据すえた。


　あの映像が消える直前、本当に一いつ瞬しゆんだがネシリスとシャンテの二人が見えた。竜りゆうの破は裂れつに巻きこまれたシャンテをネシリスが押おし倒たおし、その炎ほのおを背で受けた光景が。





〝世の中には、自分でもどうすることもできないまま、それでもその道を選ぶしかない人間がいる。俺のように不器用で惨みじめな人間がな〟





　初めて会った時、彼はそう言っていた。


　彼が固こ執しつしているのは競闘宮コロセウムの覇は者しや。そう思っていたけれど、それは違ちがった。


　あの人は最初から、競闘宮コロセウムの覇者なんかに拘こだわってはいなかった。あんなに無口で何事にも興味なさそうな素そ振ぶりをしていて──不器用なあの人が拘っていたのは、たぶんもっと大事な何か。


　だからこそ彼は、自分より彼女シヤンテを庇かばうことに一瞬の躊ちゆう躇ちよもなかった。


「そうだね。ファウマと彼は似ているかと思ったけれど、どうやら決定的な部分で異なるらしい。それが人の多様性なのかもしれないね」


　浮遊結晶を愛めでるように撫なでながら、シャオ。


「でもどうしたのネイト？　随ずい分ぶんいきなりだね」


「……うん、やっぱり今のままでいいと思う。名めい詠えい式しきの使い方だって、何もかも」


〈ただそこに佇立する者ミクヴエクス〉が介かい入にゆうしなくたっていい。


　少なくとも今は、必要ない。


「今の場面を見たから？　それは一時の感情、少し落ちついて考えてごらん」


「ううん、今の気持ちが静まるのを待つんじゃなくて、今の気持ちを忘れないために頑がん張ばらなくちゃいけないんだと思う」


　深く、深く息を吸う。


　僕ぼくの名詠式、もう一度だけ力を貸して。





　quo xeoi xaln,夜色の扉へ、 glim getie clar開放の小鍵〈ことば〉 lef teoを紡ぎます





　meh luei一鍵の音色を clar fo Looあなたのために





　yehle io peg果てなき真夜と mihhya lef吐息を siole xeo結び　pelma elmei全ての getie doremren小さき夜へと贈る





　vilis phanisis gfend,自らの怖れを知り自らの villis phanisis haul灯火を知り





　O slin fel hypne,ゆりかごより da sanc立ちあがれ、 lisie-l-xelie haul愛しく彩る星の灯よ





「Goetiaゲーテイア【小さき子供】か、〈讃来歌オラトリオ〉だけ詠うたったところで何の意味が……」


　シャオの笑みが凍こおりつく。


　ネイトの手元で輝かがやきを放つ光の環わ。その名詠門チヤネルは、ネイトが握にぎるたった一枚の羽を中心に形成されていた。


「漆しつ黒こくの羽……まさか、さっきのグリフォンの翼つばさ!?」


　空白者と共に還かえった夜の小型精命。


　それが消える直前、自分の足あし下もとに残していってくれた触媒カタリストだ。





　Isa daさあ boema foton doremren生まれ落ちた子よ





　ife I she cooka世界があなたを Loo zo via望むのならば





　O evo Learsあなたは ── Lor besti bran彼方より成れ── -c- getie ＝ 雄々しくende ele effectis小さき夜の子よ





　漆黒の馬の嘶いななきと共に、馬を駆かる漆黒の騎き士しが現れる。


「あいつの動きを止めて！」


　指さす先に佇たたずむシャオがコートをひるがえす。


「なるほど、やっぱり君の行動は読みきれないな……でもさっきと同じこと」


　その左手に生まれる渦うずのごとき閃せん光こう。


　そこから無形にして不定の何かが名詠される。


「おゆき」


　鎗やりを持つ騎士目がけ空白者が一直線に向かっていく。シャオを妨ぼう害がいしようとする騎士をさらに妨害──狙ねらうは先と同じ対消しよう滅めつか。


　と同時、ネイトは騎士とまるで逆の方向へ駆かけた。シャオから離はなれる方向へ。


「ネイト、何を？」


　シャオの声にも構わず──


「こっちへ！」


　全力で駆ける足を止めず、ネイトは後方の騎士へと叫さけんだ。


　空白者と騎士が衝しよう突とつする。その刹せつ那な、騎士が鎗を向けた先は空白者でなくネイト。


「まさか……」


　シャオの見ているその前で。


『小さき主あるじに捧ささげよう』


　騎士は、ネイトの走る方向へと自分の黒鎗を放った。


『セラの楽園』に風切り音が鳴り響ひびく。投げ放たれた鎗は狙ねらい違たがわず、ネイトの走る方角、およそ十メートル先の地表に突つき刺ささる。


　黒鎗。


　グリフォンの羽と同様、夜色名詠の触媒カタリストになりうるもの。すなわち、『セラの庭園』からの脱だつ出しゆつ手段。


「あの鎗を！」


　シャオの命令を受けて空白者がその場で方角を切り替かえる。


　──だが、遅おそいっ！


　空白者が迫せまるその前に、誰だれより先に黒鎗を摑つかんだのはネイトだった。


　自分の背せ丈たけほどもある巨きよ大だいな鎗。右手を伸のばして摑んだと同時、淡あわい輝かがやきが黒鎗から溢あふれでる。この世界から脱出するための夜色の輝きが。


『小さき主よ往いくがいい』


　騎士の声に背を押おされ、そして──





　elmai xaln wos全ての扉に teo uc xeoi clar,夜色の鍵を O soa valen 詠う世界のlef karel祈りよ響け





　鎗を中心に展開した名詠門チヤネルの輝きの中、ネイトは静かに目を閉じた。


　……道は二つ。


〈ただそこに佇立する者ミクヴエクス〉を調律者とする空白はじまりの名詠に対たい抗こうできる二つの可能性。


　一つ。空白名詠と異なり、調律者たちの意志の外で生まれた虹色名詠。


　一つ。空白名詠の根を同じにしながらも真逆の名詠色、〈ただそこに佇立する者ミクヴエクス〉と同等の力を持つ〈その意志に牙剝く者アマデウス〉を調律者とする夜色名詠。


　だが──


　カインツの虹色名詠はもはや彼女クルーエルに作用しない。


　夜色名詠にしたところで、自分はアマデウス真言はおろか、そもそもセラフェノ真言の言語体系すらわからない。


　つまり、今の自分にはどちらの名詠も叶かなわない。


　二つの可能性は共に潰ついえ、そんなどうしようもない状態と知りながら。


「……譲ゆずれない」


　心の中はふしぎなくらい澄すんでいた。


　自分のしたいこと、そして自分のするべきことが重なっていたから。


　そう、たとえ相手が誰だれであろうと──名詠式の創造者の一体〈ただそこに佇立する者ミクヴエクス〉だろうと退くわけにはいかない。


〝……なあ少年ネイト。お前もしかして、自分を過か小しよう評ひよう価かし過ぎていないか〟


　凱エ旋ン都ジ市ユに来る前、ケルベルク研究所を統率する副所長サリナルヴアから告げられたあの言葉。


〝私はな、お前自身の決意が聞きたいんだ〟


〝お前は他人を信じるあまり相対的に自身を過小評価しているようだが、もうそろそろ自分を信じてみても悪くない〟


　そう言われ、自分は頷うなずいた。


　そういうつもりで、その気持ちを決めて凱旋都市に来たじゃないか。


　最初から、ここに来る時から決めていたことだ。


　自分がやる、それはきっと自分にしかできないことだから。


「……絶対に譲れない」


　方法はきっとある。


　僕が彼女を守るって決めたんだ。エイダさんにもカインツさんにも、この役だけはアマリリスにも譲らない。





　だから──


　何よりも、誰よりも、今まで感じたどんな瞬しゆん間かんよりも強く願う。


　……クルーエルさん。













僕ぼくのこと、最後まで見ていてください信じていてください。




　贈奏　『友達だから』







　トレミア・アカデミー──大陸辺境の地にありながら、生徒数千五百人を数える大規模な専門学校である。


　名めい詠えい式しきと呼ばれる特とく殊しゆ技法を学ぶための学園であり、そのための施し設せつや教育水準も大陸中央部の名門校に劣おとらない。辺境という点を活いかした広大な敷しき地ちには、自然豊かな山林までもがそのままの姿で残っている。





　その一年生校舎の二階、とある教室で。


「ねえセンセー、今日きようネイティとクルーエルとミオが休みだったんだけど、どうして？」


　掃そう除じ当番の少女が箒ほうきを動かす手を休め、担任の教師に声をかけていた。


　サージェス・オーフェリア、艶つややかな黒くろ髪かみにすらりと伸のびた長身が特とく徴ちようの少女だ。


「ネイト君は風か邪ぜよ、クルーエルとミオは食あたりって報告を受けてるわ」


　若葉色のスーツを着こなしたケイト教師がさらりと答える。


「……ふーん」


　あまりに模も範はん解答的な返答に、サージェスはしばし天てん井じようを見上げ、自分と相部屋で生活している少女を思いうかべた。


「あとエイダもいないんだけど、まさかあの子まで同じ理由とか？　あの子が風邪とか食あたりってちょっと信じられないんですけど」


「あら、エイダならサージェスの方が詳くわしいんじゃない？」


「ううん、それが部活の合宿から帰ってきたらもぬけの殻からなんだもん。部屋の中見たらあの子の服とかなくなってたし」


　エイダが風邪をひく可能性、それはペンギンが砂さ漠ばくを横断する確率より低い。


　食あたりだって同様だ。なにせ一年放置してあったヨーグルトを平気で食べたりする鉄の胃である。まず考えられない。


「エイダならご両親の実家に急用で帰省するんですって」


　なぜか目を合わせようとしないケイト教師。


　……どうも白々しい。


「そっかー、四人とも別の理由なんだ。あー安心した。ほら、ちび君やクルーエルにミオまで四人一いつ斉せいに休むんだもん。四人とも同じ理由だったら怪あやしかったんだけど」


「あらやだ、何言ってるのよサージェス。まさか四人がこっそり、どこかに旅行にでも行ったと思ったかしら？」


　口元に手をあててケイト教師が笑う。


　だがしかし、そんな仕草普ふ段だんは見たことがない。


「うーん、最初はそう思ったんだけど、風邪とかなら仕方ないよね」


「ええ、早く治るといいわね」


「うん。風邪と食あたりと帰省なんて別々の理由だもん、四人が学校に戻もどってくる日時がまさか一いつ緒しよだなんてことはないですよね、先生」


「……え？」


　ピシリと、教師の表情が凍こおりついた。


「な、なななな、何言ってるのよサージェス？　そんなことあ、あ、ああるはずが……」


　──きた、やっぱりだ。


　四人が休む理由までは考えてあったが、怪あやしまれぬよう学園に戻る日をばらすまでは指示していないに違いない。自然を装って四人の欠席事由を別々にしたのが運の尽つきだ。


　おおかた四人とも同じ場所へ、旅行か何かに出かけているのだろう。というより、それが怪しいと最初から思っていたのだ。


「ねえ、先生？　わたし先生にじっくり聞きたいことが」


「あー、ごめんなさい、私ちょっと職員室で会議なの。……じゃ、後は掃そう除じ任せたわよ！」


「え……あ、ちょっ、先生？　先生ってばっ！」


　追いかけようとするも、廊ろう下かを全力疾しつ走そうする教師はあっという間に職員室の方角へ。


　だめだ、なんて足の速さ。


「ほらオーマ、あんたも男子のクラス委員として追つい及きゆうするべきよ！」


　教室の隅すみで箒ほうきを持つ男子生徒に向かって叫さけぶ。


　オーマ・ティンネル。鳶とび色いろの髪かみのやや背の高い生徒である。教師曰いわく食あたり中のクルーエルと共に、クラスの男子生徒をまとめるクラス委員だ。


「んー、確かにケイト先生怪しかったな。明日の朝のホームルームの時にでも聞いてみるか？　明日の朝くらいにはきっちり反論用意されてそうだけどな」


　そう、それが問題なのだ。


　本当なら今この場できっちり問い詰つめておくべきだった。


「……まあいっか、四人が帰ってきたら一人一人尋じん問もんするから」


「よお、どうしてそんな気になるんだ？　別に俺おれらがかかわることじゃなくね？」


「心配だからに決まってるでしょ」


　床ゆかに積もった埃ほこりをしばし見つめる。


　……なんだろう、この感じ。ざわざわして落ちつかない。


「まあ先生が承知の上ならいいの。でもクラスのみんなに言えないような理由で欠席って何か考えられる？　やましいとかじゃなくてさ、なんか不安なの」


「そうか？　クルーエルは女子クラス委員だろ。ネイトもミオもおとなしい方だし、エイダはああだけど、事故起こすようなメンバーじゃないだろ」


「それはそうなんだけどね……なんか今回は嫌いやな感じなのよ。女の勘かん？」


　違い和わ感かんのきっかけは相部屋の友人。


　エイダが自分に何も告げず外出、そんなの今までなかった。


　疑問はそこから始まって、翌朝登校してみればクルーエルにネイト、ミオまでいない。そのことに教師も言葉を濁にごすばかり。


　……何も知らされないのが嫌なんじゃない。それだけのことに自分たちのクラスメイトが関かかわっているかもしれないという、その不安が嫌なんだ。


「はー、女の勘ね。まあそれはさておきだ、つぅか俺に言わせりゃクルーエルもいいけど、お前が女子のクラス委員やった方が適てき任にんて感じがしてきたんだけどな」


　にやにやと、からかい混じりの口調の男子クラス委員。そんな彼に向かって、サージェスは溜ため息いきと共に手を振ふってみせた。


「ヤよ、あんな堅かた苦くるしいの。そういうのガラじゃないし」


「じゃ、どうしてそんな気にしてんだ？」


「友とも達だちだからに決まってるでしょ。教室から四人も抜ぬけちゃったら寂さびしいじゃん」


「やっぱお前、適任……痛っ！」


　苦く笑しようを隠かくそうともしないオーマの頭を軽く小こ突づいてやる。


　でもなんでだろう、一向に気分が晴れないのは。


「……あーあ、早く帰ってこないかな」


「ま、土産みやげなんかいらないから早く帰って来いよってとこか」


　埃をちり取りで回収し終え、手持ちぶさたになったオーマが腕うでを組む。


「そゆこと」


　窓を開け、サージェスは身体からだ半分ほど身を乗りだした。自分たちの教室は二階。手を滑すべらせでもしたら一息に地面まで落下しかねない体勢だ。


「おい、危あぶないっての」


「……ごめん、でもそんな気分なのよ」


　渦うずを巻くような曇どん天てんを眺ながめ、サージェスは深く溜ため息いきをついた。





　……何をしてるかはわからないけど、四人が無事に帰ってきますように。






　あとがき







　今年は夏が長いと思ったのに、急に寒くなってしまって慌あわてて毛布を引ひっ張ぱり出しました。夏かと思ったら秋、秋かと思ったらあっという間に冬です。寒がりの自分には辛い季節です。（良い点はお鍋が美味しいこと？）


　さてさて時じ節せつ柄がら、年末の大掃除でもしようと思ったところ、部屋に入りきらない本とか音楽ＣＤの山の前でいきなり挫ざ折せつしました。


　一人暮らしの我が家は狭く、本棚もないのが難なん点てん。普段は押入に入れて、日頃から読む分は部屋の隅に山と積んでます。


　積めぬけど、積んでみせようホトトギス──みたいなことをしつつ、いつその山が崩くずれるか不安です。





　お久しぶりです、細さざ音ね啓けいです。


　この巻から手に取ってくださった方がいましたら、初めまして、細音啓です。


　一巻が昨さく年ねんの一月ですから、この八巻目で本シリーズも丸二年間。目をグルグル回しながらの二年でしたので、もう二年経ってしまったんだなという感覚です。


　と同時に、ようやくここまで来れたんだとも考えてみました。単純な巻の数字でなく、主に本編の内容の面で。





　──と、遅ればせながら、『黄昏たそがれ色いろの詠うた使つかい[image: ]』を手にとってくださってありがとうございます。七巻の後書きで宣言してしまったこともあり、まずはクライマックス第一弾目という気き概がいで臨んだ巻でしたが、いかがでしたでしょうか。


　この巻はネイトとクルーエルの物語としても、また黄昏色の詠使いという世界の上でも、とても大切な巻。自身そうなるよう願って書いた巻であり、お読みくださった方に少しでもそう感じて頂ける内容になっていれば幸いです。


　ようやく……という言葉が正しいかはわかりませんが、ネイトとクルーエル、そして二人を取りまく流れも、ようやく大きな渦の中心までたどり着いた気がします。


　あらゆる局きよく面めんで山やま場ばを迎え大変な状況になりつつありますが、最後まで、二人のことを応援して頂けるようお願いいたします。





　◆　話題は変わって、七巻と八巻の間の四ヶ月の間に


　七巻が八月で八巻が十二月。その間に季き節せつは秋を越えて冬に突入です。


　どうも自分は敏びん感かん体たい質しつというか季節の移り変わりに弱いようで、秋はブタクサの花粉にさんざん悩なやまされました。この本が刊行される頃には、冷たい北風に喉をやられている頃かもしれません。……うぅ。秋も冬も季節の趣は良いのだけど、こればかりは何とかならないかなあ。


　と、なんだかんだでドタバタしているうちに、九月に受けた健康診断結果が返ってきました。今年は通勤の間に毎日四十分歩いたおかげか、去年より全体的に数値が改善。社会人になってまだあまり経たないけれど、大学生時代よりスコアが良くなったものもあってビックリです。


　この調子で頑張れればいいなあ。頑張らないと。





　◆　海外の黄昏色の詠使い


　そうそう、お伝えする機会になかなか恵まれなかったのですが、『黄昏色の詠使い』が中国語に翻ほん訳やくされ、海外で出版して頂いています。


　刊行先は台たい湾わん。表記は『黄昏色的詠使』──ほとんど日本語と同じです。サブタイトル『イヴは夜明けに微笑ほほえんで』は『夏娃在黎明時微笑』、こちらは日本語の感覚で読み取るのは少し大変かもしれません。でも作中でも出てくる『黎明』という単語や『微笑』という単語が、こうしてサブタイトルに使われているのは何だか嬉しい気がします。


　ちなみに、ネイトやイブマリー、クルーエルと言ったカタカナ表記は漢字の当て字になっているのですが、セラフェノ音語は日本同様のスペル表記になっていて、これまた嬉しかったです。


　そんな中、海外の方からメールでファンレターをいただきました。お手紙には必ずお返事を出すと心に決めてはいたのですが、さすがに「自分の分からない言語で来たらどうしよう」と内心焦あせっていたり。幸い、今まできたものは英語で書かれていたので、何とかお返事できている……はず。お返事の英訳に際しては、同じ職場のＳ君にお世話になりました。ありがとうございます。


　しかしその件でふと疑問。


　もし仮に『黄昏色の詠使い』が英語圏けん外がいで翻訳されて、その外国当地の言語でお手紙を頂いたら…………まずはその言語を勉強してからでないとお返事が。もっとも、今のところその予定はなく、何だかほっとしたような悲しいような気分です。


　末まつ尾びになりまして恐きよう縮しゆくですが、『黄昏色の詠使い』の翻訳にあたっては本当にたくさんの人にお世話になりました。この場を借りてお礼申し上げます。





　さて、そろそろページが少なくなってきたようです。ここからは毎巻と変わらぬご挨拶になってしまいますが──


　まずは編集Ｋさん。八巻の内容から誤ご字じ脱だつ字じの指摘まで、今回も本当にありがとうございます。今までＫさんの緻ち密みつな読みこみとご指摘があったからこそ、黄昏はこうして、ずっと温めていた通りのかたちで歩いてこれました。


　素敵なイラストで本書を彩いろどってくださった竹たけ岡おか美み穂ほさん。お忙しいスケジュールの中、ますます美麗なイラストを描いてくださって本当にありがとうございます。そして『このライトノベルがすごい２００９』イラストレーター部門一位、おめでとうございます。


　そして家族の皆。心配かけてばかりで申し訳ないです。日々、一番近いところで支えてもらっていることを実感してます。


　最後に、何より、この本を手に取ってくださったあなた。本当に温あたたかい応援を頂き、ありがとうございます。ご報告になりますが、宝島社様から十一月に刊行された『このライトノベルがすごい２００９』にて本シリーズが十一位に選ばれました。去年同どう様ようびっくりするほどの高順位でした。今後もこの応援に応えられるよう頑張ります！





　最後に、『黄昏色の詠使い』の物語全体の構成について少し──


　第一楽章エピソードＩ『始音』が一巻から五巻の五話構成でした。


　幕まく間あい劇げきが六巻。


　そして今の第二楽章エピソードＩＩは、七巻から次の九巻までの三話構成を予定しています。


　次の九巻目が第二楽章『微笑ムヨウニ、君泣イテ』のクライマックスになりますので、ご期待ください。





　ネイトとクルーエル、そしてイブマリーとカインツ。今の子供たちとかつての子供たち。彼らがたどる物語の一つの終わりまで、あと二話。


　どうか最後まで、彼らの道行きを応援していただけますように。


　それでは、来年、また九巻でお会いできることを願いつつ。





　二○○八年末、とある日の夕べに




細音　啓




　http://members2.jcom.home.ne.jp/0445901901/（更新、二○○九年の一月中に何とか……）
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百ひやく億おくの星ほしにリリスは祈いのり





細さざ音ね　啓けい






[image: ]


平成24年2月2日　発行


発行者　山下直久


発行所　株式会社富士見書房


〒102-8144　東京都千代田区富士見1-12-14


http://www.fujimishobo.co.jp/


(C)2008 Kei Sazane, Miho Takeoka/Fujimishobo




[image: ]

OEBPS/images/P113.jpg





OEBPS/images/K001.jpg





OEBPS/images/P004_zzz.jpg
StorY..Characters

[B53U&EBAYIEN]

"Keineu . "Ruguz.l . "Surisuz.l . 'Beorc.l . rArzus.| DHEEDEEEEFIC, ﬁ?i:t'&‘ﬂ!{t
ERUBL BRE - AR, BRIV —ORULARBRKETRI LD, BEREBPREL
LE7 - PHATFS—KBALERA MR, RERREWKTZ7I—TIEHRS, HRRBBHE
FEOBZ, BREBRERHDTVWRA bo FABH, ZIL—TIHRRFTHOEERBICEE NS
&3k8B, 7 —TILORRHDPBHAXICBRALTVWB T EEH > e X1 M. BEERIT B7coh.
FOREEBONIME—S /TP RAERBET I EERE, VYRS EHIC, BEHED
NTLWIHEHEORNEAERET. UHL. FTLRBORKLEY v ADRFERIFTNT -

[T YanETh]
Kluele Sophi Net

)LL)~ R

FRERKEWRT S 1 6ROVK. ZERKORKT Y
YREDIKEY. BSKBHSh “HR" 2R, BE

DEXENT -V ETHERICTS

20t7 4L

e BRTE I (R

[FRH=E-RESAMO=RE]

Neight Yc}llemillas

A I\-/fll/ NI

BE17Y —‘Dﬂ LI BRBERERS.
TR DEERKODE, JI—TIic

EXAGREERETEVWSI VT #E ;

EXD, v ALOBEERLT 20494 i

Xeo mﬁﬂ’é”ﬁ&ﬂﬂ(%ﬁm% )
> /v A

R e

— %

* Vzrvrs || #TF

ZRAKERES, Bu OBEROESAT
BDEKL. SVT7HRERDBIRA b
DRIICEERL. BROMWNMNIERT S

[RH=-REEAR]
Nessiris

HORRRAROR
ZRERE ER-
BMERET S,
BHEONE, *
1 MECATTL R
HEAKT =7
JrBREMT
TP ERMF

Falma Fel Focilbel
T2 )75 )N

J R TRERAL
N EEROOR. Vv
A0 " EA
D550—A, =
N 7T PBRED
| xBmaTEYY
i 2. yrv7ER

[FRE= - EpERIEER]
Ada Yungv Gx” huvesher

FARDIZAXA bo T 1 LN,
5, BHECRUIC

Arvir Hellvelunt

JLr 7))L T/

IrAD " EADSED—A. TAYD
IBHITH BMBRBDIED

[RH= -t TREEE]
Lefis

s

A MIIY T2 TAD B> LREBRDDE,
24 MCEBH U ICRMEARED AL e

Teixeira Li Neficara
__7___‘\ :[:—‘c, .
JrAD " ZEADSED—A. BEZK
DEWF, L7« AOWIKKIERENS

4/7)

ﬁ@@a«\wé%o
gy SRR





OEBPS/images/G_ROMA08.png





OEBPS/images/BOOKWALKER.png
AT

BOOKYWALKER





OEBPS/images/COVER.jpg





OEBPS/images/P251.jpg





OEBPS/images/K004.jpg





OEBPS/images/P329.jpg
B et
- EATHESCRRE

ns~T\

http://www.nezicaplant.com/





OEBPS/images/FJB_LOGO.png





OEBPS/images/ROMA08.png





OEBPS/images/P151.jpg





OEBPS/images/P013.jpg





OEBPS/images/P225.jpg





OEBPS/images/P213.jpg





OEBPS/images/KUGIRI.png





OEBPS/images/KUGIRI_V.png





OEBPS/images/K002_zzz.jpg
Q== H I
X 5 B X A0 [

mnwhwxff@ 5






OEBPS/images/T001.jpg





OEBPS/images/T002.jpg





OEBPS/images/ORIKAESHI1.jpg
e
oxFRIFL

[BEEBOKEL 1 JIFREAITFIC
WEATITEIBRT7FVIITR
RIRAREEZRE. BECT
Ea—. RRIROEGEVES
D> TTTo>ZDERT DFEEMN
Ko HERIIBREHS EERED,
B, ARBSEHTTVTY. B8
6BFREICU DEDER, BREF UK
SIARETY. ENFEERNESDS
& BSBICEELET »VTELE
BIF>5D 6 k5 . HN?

A4S MEER
AN=FHA1Y 1 775—-00D





